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福島原発事故対応プロジェクト  
  
放射線⽣生物研究者がおこなった放射線健康影響に関する理理解促進  
⽀支援活動の記録  
(平成23年年3⽉月18⽇日〜～現在)  
  
１．連携実施機関  
⽇日本放射線影響学会、京都⼤大学・放射線⽣生物研究センター（取り纏め機関）  
  
２．事業参加者  
宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）  
柿沼志津⼦子（国⽴立立研究開発法⼈人・量量⼦子科学技術研究開発機構・放射線医学総合        
                 研究所・放射線影響研究部・部⻑⾧長）  
⼩小松   賢志（京都⼤大学・放射線⽣生物研究センター・教授）     
島⽥田   義也（国⽴立立研究開発法⼈人・量量⼦子科学技術研究開発機構・理理事）  
⾼高⽥田      穣（京都⼤大学・放射線⽣生物研究センター・教授）  
松⽥田   尚樹（⻑⾧長崎⼤大学・原爆後障害医療療研究所・教授）  
松本   英樹（福井⼤大学・医学系部⾨門・放射線基礎医学分野・准教授）  
松本   義久（東京⼯工業⼤大学・先導原⼦子⼒力力研究所・准教授）  
松本   智裕（京都⼤大学・放射線⽣生物研究センター・教授）  
⽥田内      広（茨城⼤大学・理理学部・理理学科  ⽣生物科学コース・教授）  
⽴立立花      章（茨城⼤大学・理理学部・理理学科  ⽣生物科学コース・教授）  
三⾕谷   啓志（東京⼤大学・⼤大学院・新領領域創成科学研究科・教授）  
渡邉   正⼰己（京都⼤大学・放射線⽣生物研究センター・特任教授）-‐‑‒代表世話⼈人  
  
3.  ⽀支援参加機関等  
南相⾺馬市（健康福祉課）、郡⼭山市（教育委員会）、セシウムバスターズ郡⼭山、伊達市諏訪野地
区⾃自治会など  
  
４．スポンサーシップ  
京都⼤大学・放射線⽣生物研究センター、京都⼤大学、社団法⼈人国⽴立立⼤大学協会、独⽴立立⾏行行政法⼈人科学技
術振興機構、⽇日本コルマー株式会社、公益財団法⼈人ひと・健康・未来研究財団、⽂文部科学省省な
ど。  
  
５．活動趣旨  
   我々は、事故発⽣生以前から、我が国の放射線および原⼦子⼒力力教育が決定的に不不備であることを
機会あるごとに主張し、その教育研究体制の充実の必要性を各⽅方⾯面に提案してきた。しかし、
⼤大学運営にも市場原理理が導⼊入され、国⽴立立⼤大学においても、2,000年年を境に独⽴立立⾏行行政法⼈人化が進
み、競争環境における教育・研究体制に移⾏行行した結果、我が国の放射線の健康影響についての
研究と教育体制が脆弱化し、放射線の⽣生物影響に関する知識識を持つ⼈人材の不不⾜足が顕著である。
そのことによって、原⼦子⼒力力の平和利利⽤用に伴う放射線防護概念念の希薄化が懸念念されている。  
   こうした時期に、東⽇日本⼤大震災に伴い東京電⼒力力福島第⼀一原発で⼤大規模な原⼦子炉事故が発⽣生
し、環境内へ⼤大量量の放射性物質の放出が起こり、わが国では、過去経験のない規模で、⼀一般⼈人
に対する被ばくの危険が及ぶこととなった。事故直後、⽇日本放射線影響学会の有志は「放射線
の健康影響に関する知識識が無いことが原因して、我が国国⺠民の間に放射線に対する不不安が⽣生ず
る」ことを予想し、事故直後から、⼀一般⼈人に対して放射線の健康影響に関する科学的情報を提
供するための活動を開始した。  
  
   本プロジェクトは、以下の５事業を実施している。  
  
(1)  インターネットを使った放射線の健康影響に関するQ&A事業   (平成23年年3⽉月18⽇日〜～現在)  
(2)  放射線の健康影響を解説するQ&A講演会（平成23年年９⽉月5⽇日〜～現在）  
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(3)  学⽣生および⼀一般⼈人に対する放射線⽣生物学講座開講（平成25年年12⽉月6⽇日〜～現在）  
(4)  学童および⽣生徒に対する放射線教育⽀支援（平成24年年10⽉月〜～現在）  
(5)  地⽅方⾃自治体職員に対する教育事業（平成26年年4⽉月〜～現在）  
  

  
６．活動内容  
(1)インターネットを使った放射線の健康影響に関するQ&A事業は、事故発⽣生直後の平成 23
年年３⽉月 18 ⽇日に開始し、平成 23 年年度度内におよそ 7,000 件のメイルによる質問に解説をおこな
った。それらの中で代表的な質問については、ホームページ上に解説を掲⽰示（http://rbnet.  
jp/shiryo/gimon.pdf）するとともに平成 26 年年度度に『本当のところを教えて！放射線のリスク
­−放射線影響研究者からのメッセージ、⽇日本放射線影響学会Q&A対応グループ編』（内容は
http://rbnet.jp/で閲覧できます）として編纂し希望者に配布した。平成 24 年年度度以降降は、寄せ
られる質問は、激減しているが、最近、深刻な問い合わせが増える機会が増えていると感じら
れる。  
(2)  放射線の健康影響に関するQ&A講演会は、平成 23 年年９⽉月 5⽇日から、京都⼤大学・放射線
⽣生物研究センター、社団法⼈人国⽴立立⼤大学協会、公益財団法⼈人  ひと・健康・未来研究財団、独⽴立立
⾏行行政法⼈人科学技術振興機構、⽂文部科学省省などの経済的⽀支援を受けて、平成 29 年年 3 ⽉月末までに
総計 174 回の講演会を実施した。受講者数は、1万 8千⼈人を超える。これまでの開催記録は、
http://rbnet.jp/2017QA.pdf で閲覧できる。  
  
(3)  ⼀一般⼈人に対する教育プログラムについては、Q&Aセミナーを担当する講師連に加えて、京
都⼤大学・放射線⽣生物研究センターの教員の協⼒力力を得て、知の市場プログラムに参加し、平成25
年年度度より実施しているが平成26年年度度末までに京都⼤大学放射線⽣生物研究センターで３回、お茶茶の
⽔水⼥女女⼦子⼤大学で１回の計4講座を開催し20名の修了了⽣生を輩出した。  

  
平成26年年度度知の市場プログラム後期講義                        ⾼高瀬中学校での講義⾵風景  
（放射線影響学）修了了証書授与式⾵風景  
  
(4)  学童および⽣生徒に対する放射線教育⽀支援については、平成24年年度度から南相⾺馬市教育委員
会、平成26年年度度から郡⼭山市教育委員会と協働して、両市内の⼩小・中学校の児童・⽣生徒、教職員
および⽗父兄を対象として放射線の健康影響に関する教育セミナーを実施した。南相⾺馬市では5
年年間で７校、郡⼭山市では３年年間で48校が参加した。⼩小・中学校の教育現場では、放射線教育に
関する経験がほとんどなく、⽂文科省省によって、放射線教育の充実の指⽰示がなされた後も満⾜足な
放射線教育リスク教育がなされていないのが実情であり、現時点で最も⼒力力を⼊入れるべき⽀支援で
あると考えている。現在、平成29年年度度に実施を希望する⼩小・中学校を募集中である。  
  
(5)  地⽅方⾃自治体職員に対する教育事業については、平成26年年度度より南相⾺馬市（担当部：健康つ
くり課）と連携し南相⾺馬市新採⽤用者教育を実施している。更更に平成27年年度度および28年年度度には、
南相⾺馬市の放射線相談員システムの構築に参加し、総計12名を対象に教育訓練の⼀一部を担当し
た。平成29年年度度は、平成29年年4⽉月5⽇日〜～6⽇日に実施予定である。  
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７．事業から得られた成果の解析  
   福島県を中⼼心に実施した放射線の健康影響に関するQ&A講演会での経験を振り返ると、⼀一
⾒見見、平静を取り戻したように思える現地でも、⼀一般⼈人の放射線の健康影響に関する不不安は、根
強く残っており暫くの間はこの種の勉強会が必須であることを強く感ずる。これまで、この
Q&A講演会の開催形式は、数百名を⼀一堂に会した講演会から30-‐‑‒40名の⼩小集団を対象にした膝
詰め講演会まで試⾏行行錯誤で実施してきた。その経験から、講演後に引き続いておこなっている
市⺠民との意⾒見見交換から、⾃自分の判断が⾃自分の⽣生命に⼤大きく影響するような事象に対するコミュ
ニケーションの場合は、⼤大規模な講演会では、効果が少ないことが判った。その理理由は、いま
まで、原⼦子⼒力力や放射線に関して充分な知識識がない国⺠民は、専⾨門内容を多く含んだ講演会を聞く
ことにより、かえって多くの疑問を抱くようになることが判った。そして、限られた質問時間
では、⽣生じた疑問の多くを解消できずかえって不不安が増す傾向があることが判った。  
  
   そこで、我々は、現在、30名程度度を上限とした少⼈人数で質問時間を充分に確保する勉強会形
式を導⼊入している。さらに、いずれの講演会にも複数の専⾨門家を派遣することを基本とし、講
演者の個⼈人性によるコミュニケーションミスを出来る限り回避することに務めた。これらのこ
とにより聴講者のほとんどに質問の機会が与えられ、良良好なコミュニケーションがとれるよう
になり講演者および聴衆のいずれにも良良い評価を得ることができている。勉強会が終了了した後
も、その地域の⼈人々と密接に連絡を取り、ことあるごとに質問を受けているが、そのことが信
頼関係を深め、リスクコミュニケーションの効果を上げているように感ずる。  
  
   この活動から、「インターネット時代を反映して放射線の健康影響に関する情報が氾濫濫した
ことによって、かえって情報の真偽が判断できず、⼈人々の間に不不安が根強く蔓延している」こ
とを感ずる。こうした現象は、事故現場からの距離離に関係なく⽣生じている。不不安の原因は、
様々あげられるが、(1)政府および地⽅方⾃自治体が発する情報に納得いく説明がほとんどないこ
と、(2)科学者の判断が⼀一⼈人⼀一⼈人全く違うこと、(3)そのために全てを信頼できないという⼀一種
の社会崩壊状況に陥っていること、などが引き⾦金金となっていると解析できる。  
  
   そうした中で住⺠民の⼼心をもっとも掴む意⾒見見は、「放射線は危険」とする⽴立立場にたち、「政
府、東電そして科学者を糾弾」する⼀一部の⽅方から発せられたものである。そして、そのような
偏った考え⽅方をする⼀一部の⼈人物の講演を聞くことがきっかけとなり、多くの⼈人が、福島ばかり
か、⾸首都圏を離離れる⾏行行動を起こしていると聞く。まさしく、世紀末を演出する思想集団のよう
で極めて残念念である。また、驚いたことに、こうした極端な⾏行行動を選択する⼈人々は、医師、教
師、⾃自治体職員といった、こうした事態が⽣生じた時に、意思決定のリーダーとなるべき階層に
属する⼈人達であり、我が国の⽂文化程度度の低下を象徴していると危惧される。  
  
   こうした現状に流流されず、⼤大多数の⼈人々が納得して⾃自分の判断をすることが、理理性ある健全
な社会を保つために必須であり、それを実現するために、正確な情報を地道に伝える活動が今
後５~∼10  年年のスパンで必要である。そして、これまで異異なる形式の講演会を実施してきた経
験から、写真を貼付した福島県伊達市の例例のように少⼈人数の膝詰め討論論会が放射線の健康影響
について不不安を持つ⼈人々に納得のいく判断をして頂くための情報を提供できるもっとも適した
⽅方法であると実感する。  
  
8.  実施者の事業の達成度度に関する評価  
   当初、事業⽬目的に掲げた公務員対象の講座の実施は、平成27年年度度から南相⾺馬市で第⼀一例例を開
始したばかりであるが、全体的に、原発事故対応のリスクコミュニケーション促進のための業
務は、予想以上に達成できたと判断する。  
  
   特に次世代を担う⼩小・中学校⽣生徒に対する放射線セミナーは、郡⼭山市教育委員会と協⼒力力し
て、平成26年年度度から継続実施し、これまでに郡⼭山市内の⼩小・中学校48校の⽣生徒を対象にしたセ
ミナーを開催した。開催にあたっては、実施前後に、講師連と⼩小・中学校の教員で内容検討会
を実施するなど密接に協⼒力力し、専⾨門家が陥りがちな独りよがりの講義になることを極⼒力力避ける
ように⼯工夫している。平成27年年1⽉月および平成28年年1⽉月に郡⼭山教育委員会会議室および郡⼭山市
⽴立立中央公⺠民館第⼀一講義室で実施した。この試みは、現場の教員からも⽣生徒の⽗父兄からも概ね歓
迎されていると思われる。  
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9.放射線Q＆A講演会の記録  
   平成23年年３⽉月18⽇日から平成29年年３⽉月末までに、総計174回のQ&A講演会を実施した。その
詳細は、この報告書の末尾に付録として添付した。  
  
  
10.今後の活動計画  
   これまでの 5年年間にわたる活動から、いま、私たちが実施せなばならないいくつかの課題が
明確になってきた。  
   その第⼀一は、基礎教育の充実である。事故直後は、原⼦子⼒力力や放射線について国⺠民の多くがわ
ずかな知識識しか持たず、⽬目の前に展開している未知の現象を⼗十分に理理解できなかったことによ
って、被災住⺠民に限らず、多くの国⺠民が不不安から抜け出せなくなっていたことは間違いない。
同じような原⼦子⼒力力災害が今後なんども起こるとは思えないが、国⺠民が陥った「未知の現象に対
する不不安」症状は、原⼦子⼒力力災害に限ることなく、私たちを取り巻く様々な環境変化に対しても
同じことがいえ、今後、幾度度も私たちの障壁になるであろう。こうした危機は、知識識と知恵で
乗り越えるしかない。そして、その能⼒力力は、教育で培われるものであり、20 世紀後半に⼩小・
中学校で取り⼊入れられた「ゆとりの教育」の根本的な⾒見見直しをおこない次世代を担う国⺠民がし
っかりとした基礎学⼒力力を備えるようにしなければならない。  
   その第⼆二は、今回の事故で顕在化したわが国における基本的社会構造の脆弱化の克服であ
る。福島では、原発事故後、住み慣れた地区を離離れ、避難⽣生活を余儀なくされた⽅方々が⾮非常に
多い。それが、平成 29 年年３⽉月を境に、ほとんどの地域の避難指⽰示が解除されが、多くの⽅方が
様々な不不安から帰郷を望んでおられないという現状に直⾯面している。そのため、地域社会が根
底から崩れ去る恐れがある。しかし、５年年間、地元の⽅方々のお話を聞いてくると、こうした事
態は、単純に⼤大震災とそれに引き続く原発事故への不不安が原因で⽣生じているというものではな
く、現在のわが国の地⽅方社会が抱える共通の問題であると思わざるを得ない。経済的にいかに
豊かになっても、⼼心の豊かさが加わらないと私たちの⽣生活は豊かにならない。こうしたことを
実感するためには、教育、医療療、介護など国⺠民が等しく享受すべき基本的な⽣生活基盤の整備が
福島をはじめとする地⽅方社会では全く実現していないことが最⼤大の原因であろう。⾃自分の住む
地域をどのように豊かな社会にするかを、住⺠民⾃自らの夢が描けるようにすることが重要であ
る。⼈人々が安⼼心して済むことのできる⽣生活ネットワーク形成と維持の⽀支援が重要である。  
   最後は、国⺠民の⼀一⼈人⼀一⼈人が、⾃自分のことにとどまらず他⼈人の痛みがわかる感性を育てるため
の精進をすることである。わが国に残されている様々な⽂文献から学ぶと、本来、わが国の国⺠民
は、他⼈人の痛みを感じ、それを共有して社会を成り⽴立立たせることができる⺠民族であったと思わ
れる。福島原発事故以来、氾濫濫する情報の海で⼈人々は翻弄弄され、何も、誰も信じられない何を
信じて良良いかわからないという⾵風潮が広がって、⾄至るところでリスクコミュニケーションの不不
備が叫ばれている。実は、リスクコミュニケーションは、SNS を使うとかといった技術で成し
遂げられるものではなく、⼈人と⼈人が信頼しあって繋がることである。今から 60 年年ほど前に、
数学者の岡潔博⼠士は、60 年年後の⽇日本は、⼈人々のつながりが薄くなり、物質的欲望を優先させ
る国になってしまって国が滅びるのではないかと危惧されていた注4。そして、そうならないた
めの唯⼀一の⽅方法は、⾃自然と⼼心を通わせ、⼈人々が気持ちで繋がった社会を取り戻すことだと記さ
れていたが、まさしく的を得た提案であった。  
  
   従って、今後の我々の活動は、放射線に限ることなく、科学者として⼩小・中学校を中⼼心とし
た⼈人材育成⽀支援、⽣生活ネットワーク形成と維持の⽀支援、そして、⾃自分が情緒を育む環境の⼀一員
になることを⽬目指すこととなる。  
  
  
  
  
  
  
-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒  
注 4春⾵風夏⾬雨、岡潔著、⾓角川⽂文庫、昭和 45 年年 9 ⽉月 10 ⽇日初版；春宵⼗十話、岡潔著、⾓角川⽂文庫、昭和 44 年年
11 ⽉月 10 ⽇日初版。岡潔博⼠士の出⾝身地、和歌⼭山県橋本市の市役所前に顕彰碑があり、そこには「⽇日本⺠民族
は、情によって繋がっているのである」という⾔言葉葉が残されている。     
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11.  福島第⼀一原⼦子⼒力力発電所事故後に⾏行行われた⽀支援活動  
  
11.1  科学者の⽴立立場から                                                                                      
  
⽇日本放射線影響学会有志の取り組みから  
〜～ひとりの科学者として、そして学術団体の⼀一員として  
                                                     

                                             ⽥田内   広（茨城⼤大学）  
  
   ⽇日本放射線影響学会は、第五福⻯竜丸事件を契機に先⼈人達によって組織され、放射線の⽣生体影響
や医学利利⽤用、環境動態や線量量評価などに関わる学術団体として活動してきた。2011 年年 3 ⽉月に発
⽣生した東⽇日本⼤大震災に伴う福島第⼀一原⼦子⼒力力発電所事故を受けて放射線の健康影響に関するさま
ざまな情報が世の中で錯綜する中、学会会員の多くは所属機関の⼀一員として、あるいは個⼈人とし
て放射線影響の説明や現地対応に取り組んだはずである。⼀一⽅方で、学会としての組織的な取組み
は結果的に遅れてしまった。そのような状況下において、学会の存在を社会に向けて発信し続け
たのが、渡邉正⼰己教授（当時は京都⼤大学原⼦子炉実験所）の呼びかけに集まった 28 名の会員有志
で開始した Q&A 活動である。この活動は放射性物資の⼤大量量放出から 3⽇日後の 3⽉月 18 ⽇日に開始
され、現在まで継続している。特に、事故から 1 年年後の 2012 年年 3 ⽉月までに寄せられた 4,300
件を超える質問に対して「迅速かつ正確に」をモットーに対応し続けたことは、市⺠民が客観的に
状況を把握して⾏行行動するための重要な情報源の⼀一つになったものと考えている。  
   我々有志メンバーは、Q&A と並⾏行行し、市⺠民の本当の理理解と判断を促すための活動として、科
学的情報に基づいて市⺠民と⼀一緒に同じ⽬目線で考えるコミュニケーション活動を模索索した。当初
は機会を作ること⾃自体が困難であったが、事故から半年年後の 9 ⽉月に隣隣県の茨城県つくば市で開
催した講演会を⽪皮切切りに、11 名の主要メンバーを中⼼心とした組織的な対話活動を現在まで継続
している。講演会で始まった活動は、次第に集会所等での少数での共同勉強会という形となり、
その⼀一部は現在の郡⼭山市教育委員会との共同事業にも発展している。  
   細かいことではあるが、「学会として」という⽬目線では、有志で発⾜足した Q&A 活動を学会の
正式な活動とするかどうかで揺れた時期があった（約2か⽉月半後に正式の委員会業務となった）。
学会は⾃自由な学術研究・討論論の場であることから、いろいろな考え⽅方の会員がいてこそ正常とい
える。その⼀一⽅方で、社会に対して科学的根拠に基づいた情報発信をすることは、学会というより
も科学者としての使命でもあろう。残念念ながら国内でこのような事故が起きることを想定して
なかったために、学会内に対応できる体制がなかったのも⼀一因であろうが、このような時にこそ
学術団体としてのあり⽅方・リーダーシップが問われることを肝に銘じておかねばならないと感
じている。国の教育研究組織が法⼈人化され、研究運営費・⼈人件費の削減と評価主義の強化などに
より、研究者の「考える時間」が削がれる状況は悪化の⼀一途をたどっている感が否めず、周囲に
⽬目を向ける余裕がなくなっているのも事実である。しかし、第五福⻯竜丸事件あるいは原爆使⽤用に
対して毅然と⾏行行動を起こした先⼈人達の気⾻骨に学ぶべき点は多いと考える。  
   個⼈人的な話になるが、私は福島の隣隣県で空間放射線量量率率率が上昇する中、家族をどうするかを悩
んだ⼀一⼈人でもある。⾏行行動判断には、それまでに得た放射線や放射線⽣生物学の知識識はもちろん、信
頼に⾜足る情報やデータを収集できるネットワークが必要であった。また、市⺠民との対話では個⼈人
的に信頼してもらえるかどうかも重要であった。もし私が放射線と全く関係ない分野の研究者
であったなら、あるいは⼗十分な知識識と情報ネットワークを持たない研究者であったなら、今回と
同じように冷冷静な⾏行行動がとれたかは甚だ疑問である。その意味でも科学的な情報をわかりやす
く発信できる研究者ネットワークの⼤大切切さを強く感じている。  
   Q&A 活動経験を共有する有志メンバーは、ひとりの科学者として社会にどう向き合うか、市
⺠民が論論理理的な理理解に基づいて⾏行行動できるには何が必要か、を考える会を節⽬目ごとに開催して議
論論してきた。学会の委員会活動としても、学会員が科学的な情報を共有した上で情報発信するた
めのワークショップを開催した。これらの活動を紹介しながら、研究者としての⾏行行動、組織とし
ての⾏行行動、社会との対話のあり⽅方について議論論できればと考えている。  
  
  
補⾜足：我々の活動および議論論の⼀一部は、４年年後に出版した⽇日本放射線影響学会編集による下記書籍に記載されているの

で参照いただきたい。  
         「本当のところを教えて！放射線のリスク」放射線影響研究者からのメッセージ、⽇日本放射線影響学会編、医療療  
            科学社、2015  
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11.2  研究者そして放射線管理理専⾨門家として                                                           
  
どのように⾏行行動したのか？   どのように⾏行行動しているのか？  
-‐‑‒  研究者として、放射線管理理屋として  
  

⻑⾧長崎⼤大学原爆後障害医療療研究所      松⽥田   尚樹  
  
   2011 年年 3 ⽉月 12 ⽇日、東京電⼒力力福島第⼀一原⼦子⼒力力発電所、1号機⽔水素爆発。私はそれを⾃自宅宅で知
った。久しぶりに全員集合した 5 ⼈人家族で、⻑⾧長崎市内の繁華街まで⾷食事に⾏行行く途中、⾞車車内のテ
レビでは⽩白煙を出し建屋の破壊された１号機の映像が繰り返し流流されていた。帰路路、念念のため研
究室に⽴立立ち寄り、数種類の放射線測定器と個⼈人被ばく線量量計をバッグに詰め込んで⾃自宅宅に持ち
帰った。翌 13 ⽇日、東京電⼒力力のウエブサイトに⽰示された発電所敷地内の空間線量量率率率は明らかに異異
常に上昇していた。これは、建屋も含め原⼦子炉施設の破損による放射性同位元素の環境放出が進
⾏行行中であることを意味していた。⼀一般住⺠民の汚染と被ばくもすでに⽣生じているはずであった。果
たして午後遅くになって⼤大学から電話が⼊入り、⻑⾧長崎からも緊急被ばく医療療チームを現地に派遣
することが告げられた。ちょうど⼣夕⾷食の始まった家族に、それぞれの住んでいる場所に気をつけ
て帰るようにと⾔言い残すと、お⽗父さんこそ気をつけて、と返された。まったくその通り、いつ帰
ることができるのかわからない⽚片道切切符を持って、機材を抱えて空港に着くと、⼤大学病院の医師
1 名、放射線科看護師 2 名、および放射線技師１名がすでに集まっていた。看護⼠士 2 名は⼤大学
院修⼠士課程の放射線専⾨門看護師コースの社会⼈人学⽣生でもあり、私も前期 6ヶ⽉月、15 週の基礎放
射線学の講義を⾏行行ってきたところであった。その講義の中で、1999 年年の東海村 JCO 臨臨海事故
後に緊急被ばくスクリーニングのため現地に赴いた経験を話していたが、学⽣生の⼀一⼈人は開⼝口⼀一
番、「先⽣生、また出番ですね。私にもまさかこんなに早く、本当に出番が来るとは思っていませ
んでした」と⾔言う。それは私も同じ思いである。「JCO の時とは事象の規模と被曝の様式が異異な
ることは覚悟せなあかんよ」。かくして我々は⻑⾧長崎⼤大学先遣隊として東京、そして千葉葉の放射線
医学総合研究所経由、⾃自衛隊のヘリで福島に移動した。それ以来、私と福島との、おそらく切切れ
そうもない関係が始まった。ちょうど 54 歳の時のことだ。その年年、⽗父の享年年と同じ歳になり、
もう幾許も⽣生きることができないような気になっていた。それが還暦を迎えた今まで働かせて
もらえたのは、この不不幸な事故を前にして何かしら⽬目に⾒見見えない⼒力力が働いていたのかもしれな
いと今でも思うことがある。  
   その後、緊急被ばく医療療チームとしての福島医⼤大を拠点とした体制の確⽴立立、線量量測定、健康リ
スク評価、並⾏行行して⻑⾧長崎⼤大ではホールボディカウンタによる避難者、派遣者の内部被ばく線量量評
価を開始し、これまでに 1000 名を超える検査を⾏行行ってきた。所属している放射線安全管理理学会
ではいくつかのアドホック委員会を⽴立立ち上げ、⾼高品質のモニタリングデータの発信とメンタル
ケアのための Q&A 活動、また現地でのシンポジウムや勉強会の開催を続けてきた。マスコミへ
の露露出も増え、いつしか御⽤用学者の仲間⼊入りを果たしていた。よくよく周囲を眺めてみると、世
の中は単純な⼆二値化と無邪気な正義感に溢れているように⾒見見えた。専⾨門家の放射線リスク認知
のバラツキがその混乱を助⻑⾧長しているようにも⾒見見えた。いろいろな仲間とともに活動し続けな
ければならないことがよくわかった。  
   いつかはこれも次の世代にバトンタッチすることになるのだろう。あとで科学的に批判して
もらえるように発信だけはしてきたつもりだが、批判できる⼈人材を育成することはもっと重要
だ。そして、多⾯面的な放射線教育の次の段階として、放射線科学⽂文化が創造されることを期待し
たい。緊急時にモニタリングとコミュニケーションのできるプロフェッショナル（原⼦子⼒力力規制⼈人
材育成事業）、放射線被ばくによる健康リスクを線量量の相場観とともに語ることのできる医療療関
係者（課題解決型⾼高度度医療療⼈人材育成事業）、コミュニティの参画した放射線指導パッケージの開
発と、徹底した現場主義、最新主義、伝達⼒力力の強化によりロバスト性の⾼高い放射線科学⽂文化の創
造を⽬目指した活動（科研）などを、専⾨門横断型で進めている。今や⽴立立派に育った 6年年前の先遣隊
の仲間に笑われないよう、意気込み倒れにだけはならないようにしたい。  
  
  
（参考：初期活動の邦⽂文報告）  
•  松⽥田尚樹:  福島での 6⽇日間.  Isotope  News,  687,  78-‐‑‒81  (2011).    
•  松⽥田尚樹:  緊急被ばく医療療から健康リスク評価へ  -‐‑‒⻑⾧長崎から福島への 4ヶ⽉月-‐‑‒.  ⽇日本原⼦子⼒力力学会誌,  53(10),  666-‐‑‒667  
(2011).    
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•  松⽥田尚樹:   放射線の測定値と基準値は我々に何を語ってくれたか？.   ⽇日本放射線安全管理理学会誌,   10,   64-‐‑‒67  
(2011).    

•  松⽥田尚樹:  放射線クライシスの現場.  別冊化学「検証！福島第⼀一原発事故」,  68-‐‑‒71  (2012).    
•  松⽥田尚樹:  地元で⽣生き続ける⼈人たちの姿がくれた勇気   .  絆  –  ⻑⾧長崎⼤大学病院東⽇日本⼤大震災医療療⽀支援報告集.  (2012).  
•  松⽥田尚樹:  放射線の健康リスク評価  -‐‑‒線量量推定、解釈、判断-‐‑‒.  理理⼤大  科学フォーラム,  2012(3),  12-‐‑‒16  (2012).    
•  三浦美和,  林林⽥田りか,  ⾼高尾秀明,  ⼩小野孝⼆二,  松⽥田尚樹:  放射線専⾨門家による放射線リスクの認知   -‐‑‒東京電⼒力力福島第⼀一
原⼦子⼒力力発電所の事故直前の状況:  ⽇日本放射線安全管理理学会誌,  12,  46-‐‑‒53  (2013).  

•  松⽥田尚樹,  森⽥田直⼦子,  三浦美和:  東京電⼒力力福島第⼀一原⼦子⼒力力発電所事故   -‐‑‒  残された健康リスクのアセスメントとコント
ロール.  YAKUGAKU  ZASSHI,  134,  135-‐‑‒142  (2014).  

•  松⽥田尚樹:  原発、何すんねん！  「プロメテウスの罠  7   100 年年先まで伝える!  原発事故の真実」  第 38 章.  朝⽇日新聞  
(2014).  
  
  
11.3  医師として                                                                                                  
  
相⾺馬地⽅方での被ばく検査に関わった経験から  
  
                                                                  坪倉正治（相⾺馬中央病院・南相⾺馬市⽴立立総合病院）  
  
   演者は 2011 年年 4 ⽉月より、福島県浜通り、主に相⾺馬市・南相⾺馬市にて内部被ばく検査を中⼼心
に放射線被ばく対策に従事してきた。検査開始当初は、機器精度度や情報発信などの問題はあった
ものの、徐々に検査結果は積み重なり、今回の事故による放射線被ばくは⾮非常に低いレベルに抑
えられていることが分かっている。  
   その⼀一⽅方で、放射線にまつわるいくつかの問題、特に社会との関係やコミュニケーション、ガ
バナンスが関係する問題は解決されないままである。その中で主なものをいくつか紹介する。  
   ⼀一つは、放射線に対する不不安にどのように相対するかである。個⼈人的経験から、不不安に寄り添
うことと、情報をドライに伝えることのバランスをどのようにとるか、そしてそのバランスを⼀一
⼈人⼀一⼈人ではなく、伝える皆でトータルとしてとることが重要であると感じている。もちろんその
バランスは時期と対象によって異異なり、若若い世代か学校教育の場か。⾼高齢者か避難者かで異異なる。
⾏行行政と⼀一医療療者でも異異なる。  
   現在においては、やや寄り添う側に傾きすぎている場⾯面に多く遭遇する印象を持っている。批
判されたり、⽮矢⾯面に⽴立立たされたりすることは誰でも嫌である。しかし、権威や権限を持つものが
批判を恐れ、イニシアチブをとらなければ住⺠民の⽅方向性が定まらないのは当然である。  
   ⼆二つは、検査データの統合や⽐比較収集が不不⼗十分で、これまでの選択の是⾮非の検証ができないこ
とである。外部・内部被ばくは⼗十分に低いとはいえ、それを地域全部で⽐比較することは現在でも
出来ない。除染効果があるのかどうかを公的に検証し、政府に答申する機関は無い。健診などの
健康データと被ばくデータが紐紐付けられることはほとんど無い。市町村別の住⺠民被ばく量量は、国
連の報告書に書かれるだけで、⽇日本国からの個別発表は無い。避難対策はどうあるべきなのだろ
うか。このままでは、個別の研究者の体⼒力力が無くなると同時に、多くの研究は終了了するだろう。  
   三つは、放射線の関係者が多くの場合、地元のステークホルダーとのつながりの構築と、地元
での次世代の育成につながる活動ができていないことである。⾔言い換えれば、放射線のことを⾏行行
っているものは、その多くがよそ者という⽴立立場から抜け出せていない。地元に仕事を引き継ぐた
めにも、後進の育成にもっと⼒力力を注ぐ必要がある。  
   四つは、我々はデータを積み重ね検査を続ける必要性は知っている（かもしれない）が、それ
をいつまで続けるか、なぜ続けるかの哲学が定まってないことである。例例えば内部被ばく検査を
⾏行行っても、もう検出することは無い。コメの全袋検査も同様である。ではその検査は続けるべき
だろうか。続けるとしたらいつまで、どういう理理由だろうか。  
   災害初期の掛け違いや不不信、復復興速度度の差、⽣生産者と消費者、賠償⾦金金問題、汚染レベル、⽂文化
的背景の差など、説明しうる理理由は多くあるが、現状に対し我々はどこを⽬目指し、何を出来うる
のであろうか。現場での経験を踏まえ、今後の⽅方向性について議論論したい。  
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11.4  中学校の教師として                                                                                   
  
原発事故からまもなく６年年  
〜～今に何が求められているのか？放射線教育を通じて〜～  
  
                                                                 福島県郡⼭山市⽴立立富⽥田中学校教頭：⼤大橋克全  

  
  
1.事故後６年年間の経過  
1.1 放射線教育の必要性  
   ６年年が経ち、⼩小学⽣生の中には原発事故後に⽣生まれた児童も出てきつつある。また、空間放射
線量量も低下(除染事業の推進)している。避難区域を除き原発事故以前の空間放射線量量に(⾬雨⽔水升
や住宅宅の周辺の側溝はまだ⾼高く(ホットスポット)なっているが)戻りつつある。  
   ⼀一⽅方で、低線量量の廃棄物の仮置き(校庭の地中、学校の敷地の側、家庭の敷地内)がいつ解消
されるかは不不透明である。  
そのような中で、現在、福島第１原⼦子⼒力力発電所の廃炉作業が、必ずしも、順調に進むとは限ら
ず、トラブルによる空間放射線量量の増⼤大も懸念念される。そのような中での放射線についての正
しい理理解は、福島県は勿論論、全国的にも今後も必要であると考える。  
1.2 放射線教育推進⽀支援事業(協⼒力力校)授業実践        
   ⽂文科省省から急遽、原発の事故に対する安全教育を進めるために｢中学⽣生のための放射線副読
本｣(⽂文科省省)が配布され、理理科の授業を中⼼心に放射線教育が福島県の中では教育課程での必須の
内容となり、県教委が中⼼心となり放射線教育の実践授業を数多く⾏行行った。  
   例例えば｢霧箱の実験｣であるとか｢メッシュ法｣で学校の敷地の空間放射線マップを作成すると
か、⾷食品に含まれる放射能と内部被曝の関わりなどの授業が先進的に⾏行行われた。県内では、理理
科の指導計画の中に必ず放射線教育として取り組む部分を明記するようにしている。  
  
2.  避難と児童･⽣生徒と被曝  
2.1  強制避難区域  
   原発事故で放射線量量が⾼高く、⽣生活が困難な地域の住⺠民は避難を余儀なくされ、慣れ親しんだ
⼟土地を離離れざるを得ない状況であり、学校も区域外就学状態で友達とも離離れ離離れになって、避
難先で学校⽣生活を送っているのが現状である。同じ福島県といえども地域差はあり、避難先で
の学校⽣生活になかなかなじめずに不不登校に陥っている例例も少なくない。  
2.2  ⾃自主避難  
   福島県から他県に⾃自主的に避難⽣生活を送っている⽅方たちもおり、先⽇日、横浜市でのいじめ事
件がクローズアップされていたようなケースも潜在的には少なくないと思われる。  
  
(1)外部被曝  
   ⼀一番被曝が激しかったのは、後に｢Speed２｣のデータが公表され、問題になった１号機２号
機の曝発の頃で、３⽉月１２⽇日あたりから数⽇日である。その頃は、県⺠民は断⽔水などで、多くの⽅方
が何も知らずに屋外で給⽔水⾞車車の飲料料⽔水の配給を待っていた。  
その後は、本市では、マスク着⽤用の登下校や屋外活動時間の制限(３時間ルール)の中での保

健体育や部活動の実施、⽂文科省省から貸しだされた簡易易線量量計(はかるくん)による校地内の空間
線量量測定が毎⽇日⾏行行われた。その後、外部被曝ついては、除染作業などで現在は、ほとんど気に
ならない程度度になっている。  
(2)内部被曝  
   内部被曝については、未だ、保護者の考えで⽔水道の⽔水は飲まない児童･⽣生徒もいる。また、
福島県産の農産物は拒否される場⾯面もある。  
その中で本市の給⾷食センターでは⾷食材の段階と調理理後に２回にわたり放射線量量検査を⾏行行い、

｢不不検出｣の状態を毎回確認して給⾷食を配送している。  
(3)甲状腺検査  
   児童･⽣生徒たちは現在、毎年年福島県⽴立立医⼤大の主催で甲状腺検査を⾏行行っている。その結果、甲
状腺の異異常が指摘される児童･⽣生徒が毎年年若若⼲干いる。(原発事故後の被曝が原因かは定かでない
とされている。)  
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3.   郡⼭山市のとりくみ  
3.1 放射線セミナーの取り組み  
   郡⼭山市の⼩小･中学校は、毎年年、放射線に関する講演会を開催している。その中で⽇日本放射線
影響学会の御協⼒力力を得て、希望する学校に講演などを依頼して放射線について、児童･⽣生徒が
理理解を深めるようにしている。  
3.2  線量量計の貸し出しほか     

            市役所では市内各事業所等に｢ALOKA   SURVEY   METER   TCS-‐‑‒172｣の貸し出しを⾏行行って
いる。  
  
4.   今後に向けて  
(1)  避難からのねじれ  
現在の児童･⽣生徒たちの状況を⾒見見ると、避難している家庭などはその家族の⼈人数をかけて補償

⾦金金の⽀支給があり、働けない状況が続いても⽣生活は、とりあえずできている。しかし、年年々⽀支給額
が減少していることもある。        
このような状況の家庭の児童･⽣生徒たちはそのような⼤大⼈人の姿を⾒見見ながら、成⻑⾧長していく。

これは⾮非常に教育的ではない。  
(2)  児童⽣生徒たちへ何を教えていくのか?  

                       今後も、児童⽣生徒たちに正しい放射線への知識識を持たせるとともに、⾃自⼰己存在感をしっかりと
持ち、ふるさと福島県出⾝身であることに誇りを持ち、⾵風評に負けず、⼈人としての⽣生き⽅方のあるべ
き姿を⽰示唆し続けることが必要なのだと考える。  
また、福島県以外の⼈人々への放射線の正しい理理解(謝った理理解が福島県の⼈人たちへの差別など

につながる。例例えば「菌」呼ばわりされて、いじめられた例例なども報道されている)が重要であ
ると考える。  
  
  
11.5  地⽅方⾃自治体の放射線健康相談員として                                                              
  
南相⾺馬市放射線健康相談員の活動について     
  

新川博（南相⾺馬市健康づくり課放射線健康相談員）  
  
  
１．南相⾺馬市放射線健康相談員の配置の考え⽅方  
   南相⾺馬市放射線健康相談員は平成２７年年７⽉月１⽇日に設置されました。  
   設置の⽬目的は、南相⾺馬市では原発事故後数々の放射線不不安対策事業を⾏行行ってきたものの、市
⺠民の情報の理理解度度にかなりの差があり、２７年年度度当時、事故後４年年を経過した段階において
も、市⺠民の放射線に対する健康影響への不不安が多かれ少なかれあった背景から放射線への不不安
軽減を図る為、正しい知識識（情報）の提供はもちろんのことと、⽣生活上の不不安や市に対する要
望などもあわせ聞くことにより、市⺠民に寄り添った形で放射線不不安対策が⾏行行われるよう、市⺠民
の⼀一⼈人ひとりが抱える不不安を拾拾い上げ、きめ細やかに対応する形として配置された。  
   業務内容は、第１に⼾戸別訪問、電話相談対応、第２に不不安を持っている市⺠民のお宅宅での放射
性物質の測定をメインに、不不安軽減のための情報提供、座談会・相談会の企画、運営などとな
ります。  
  
２．放射線健康相談員の活動と感想  
   はじめに２０キロ圏内の避難指⽰示区域に帰還する準備を積極的に⾏行行っていた市⺠民の⽅方からま
ず放射線不不安の軽減を図るべく訪問し、市内の仮設住宅宅や借上げ住宅宅に避難している⽅方のお宅宅
への訪問を⾏行行った。  
   相談内容では、放射線に強い不不安を感じている⽅方は少なく、本⼈人は不不安がないと⾔言いながら
も、⽔水や地元⾷食品への不不安や⼦子や孫は帰ってこさせたくないなどの不不安をお持ちの⽅方は決して
少なくない状況でした。「なんとなく不不安」、「なんとなく気持ち悪い」という思いをお持ち
の⽅方が多いようです。そのような思いを持っている⽅方にも不不安が軽減できるようお話をしてお
ります。  
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また、相談内容は、⽣生活環境に関する相談も多い状況で、特に家族離離散による不不安、インフ
ラ、防犯、商業施設などの要望が多い状況でした。  
   訪問活動に際しては、各種被ばく検の勧奨や専⾨門家とともに⾃自宅宅周辺の放射線量量測定による
丁寧な結果説明などを実施しながら、市⺠民の不不安軽減を図っています。  
   また、昨年年１１⽉月からは、市外へ避難されている⽅方へも電話での聞き取り、説明を⾏行行ってお
り、そこでは、帰還に向けてのお話も聞きながら放射線不不安の軽減に向けてのお話もしている
ところです。市外になると、帰還を考える際には、放射線の不不安のみならず、若若い世代は仕事
や⼦子どもの教育のこと。⾼高齢者は、福祉や介護への不不安が⼤大きいことが分かりました。  
   相談員活動をしていて、主に感じることは、東電、⾏行行政への不不信感が⼤大きいこと。放射線は
⼈人体に害をもたらすと思っている⽅方が多いこと。南相⾺馬市特有の事故後の線引きによる地域の
分断による問題などがあげられます。ほかにも「専⾨門家」への不不信感、放射線や原発に関する
知識識がこれまでほとんどなかったことによる不不安なども感じられることがありました。  
  
３．平成 29 年年度度以降降の活動  
   平成 29 年年度度は、本市に住んでいる⽅方、すべての放射線不不安の軽減とその声を聞きとるため
に、これまでの避難者への活動だけではなく、市⺠民全体の⽅方への訪問活動を⾏行行っていく予定で
す。  
  
   放射線健康相談員の活動は、⾮非常に地道な活動ですが、市⺠民から、「なんとなく不不安」、
「なんとなく気持ち悪い、怖い」という⾔言葉葉や、事故を起こした東京電⼒力力福島第⼀一原⼦子⼒力力発電
所がそのまま存在し、廃炉作業に⾒見見通しの⽴立立たない状況である中では、市⺠民のもつ「もやも
や」とした不不安は拭えないと考えます。  
   それが、科学的にも⾃自然レベルと変わらないとわかっていても、不不安感は消えにくいと考え
ております。その不不安感がぬぐえない間は、私たち放射線健康相談員が、市⺠民に寄り添いなが
らも、専⾨門家の皆様のご協⼒力力を得ながら科学的、理理論論的にも説明しながら、市⺠民の不不安を軽
減、払拭に向けて活動をしていく必要があることから、今後も努⼒力力していきたいと考えており
ます。  
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12.  討論論会記録：                                                                                   
  
      私たちは福島原発事故から何を学んだか?  次の世代に何を伝えるか？  
  
(平成 28 年年度度京都⼤大学総⻑⾧長裁量量経費「原発事故後リスク事象に対応したコミュニケーションシステム構築」プロジェ
クト  (代表者：⾼高⽥田穣)による討論論会の記録、平成 29 年年 2⽉月 5⽇日、京都⼤大学芝蘭会館会議室、記録)  
  
渡邉正⼰己  
   お招きした講師の⽅方からいろいろな情報をいただきました。私は、よく勉強させて頂きました
が、若若い⼈人も含めて皆様も興味深くお聞きになったと思います。当初の計画では、基調講演の後、
２時間、みっちりと討論論をするつもりでしたが、第⼀一部で話が盛り上がって、すでに討論論時間が
１時間しか残っていません。そこで、当初予定していたように、幾つかの討論論項⽬目を選んでそれ
ぞれについて議論論を深めてゆくという⽅方法を諦めて、皆様が福島原発事故後の経験で感じられ
たことを⾃自由に発⾔言して頂き、そこで、重要な問題が出てきたときに、皆様から意⾒見見を頂き、議
論論を深めてゆく形式で進めたいと思うのですがそれでよろしいですか？  
  
   ご了了解頂けたようなので、こちらの⽅方から順番に、簡単な⾃自⼰己紹介を含めて、福島原発事故後
からどのようなことを学ばれ、いま、どのように考えておられるかを紹介してください。よろし
くお願いします。  
  
松本智裕  
   突然の指名で、まだ、発⾔言の準備していませんでしたので、考えがなかなかまとまりませんが、
私⾃自⾝身は、⽇日頃、分⼦子や細胞を相⼿手に⽣生命現象の研究をしているものですので、今回、事故後に
リスクコミュニケーションが重要だと指摘されても、どうしたらいいかがわからずあたふたし
たというのが現実でした。それでも、様々な経験を通じて、たぶん、今後、「放射線教育が⼀一番
⼤大事」であろうという考えに辿り着いています。しかし、その結論論⾃自体には、間違えがないと思
う反⾯面、⼤大学に⼊入学してくる学⽣生を含め⼀一般⼈人の興味は、放射線⽣生物学どころか、科学全般に対
する興味がかなり減ってきていると思わざるを得ない状況です。このギャップをどう埋めたら
いいのかが⼀一つの⼤大きな問題だと思っています。そのあたりを、どのように改善したらいいので
すかね？皆さんから何か良良い指摘を頂ければ、今後の活動に⾮非常に役⽴立立つと思っています。  
  
渡邉正⼰己  
   松本（智）先⽣生のご発⾔言にご意⾒見見あるいは追加ありませんか？前回、福島県⻄西⽩白河郡⻄西郷村の
深⼭山荘でおこなった第⼀一回の検討会議のときの最終結論論注 2は、「⼩小・中学校における放射線教
育が重要」ということでした。その結果を受けて、私たちの活動も、⼀一般⼈人への情報提供から、
⼩小・中学校における放射線教育の⽀支援に⼒力力点を移して、福島県に限らず教育委員会を通じて、少
学校、中学校および⾼高等学校に専⾨門家による放射線教育の実施を呼びかけてきたのですが、なか
なか理理解が得られないというのが現実でした。そうしたなかで、唯⼀一、郡⼭山市の教育委員会が全
⾯面的に協⼒力力してくださって、平成 25 年年度度から３年年間、繰り返し実施することができています。  
   そこで、郡⼭山市教育委員会の中⽬目さんに質問しますが、郡⼭山市は、なぜ我々の活動を取り上げ
協働することができたのでしょうか？  
  
中⽬目雅彦  
   郡⼭山市は、⼦子どもに寄り添った教育を展開していこうというのを⼀一番⼤大事に持っております。
⼦子どもに寄り添うということは、  教育現場の教師や保護者の皆様にも寄り添うということにほ
かなりません。⼦子供は、事故で突然向き合わねばならなくなった放射線について、いろいろな不不
安を抱えています。緊急事態が起きた時、教師や保護者は、⼦子供達の不不安を取り除くために⾏行行動  
  
-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒  
注 1この討論論会内容記録は、平成 29 年年 2⽉月５⽇日（⽇日）に京都⼤大学芝蘭会館会議室で、福島原発事故後、実施した放射
線セミナー活動の経験をもとに、今後どのような活動をしてゆけば良良いかについて討論論した際の発⾔言内容の録⾳音を書き
起こし⽂文章化したののです。  平成 28 年年度度京都⼤大学総⻑⾧長裁量量経費「原発事故後リスク事象に対応したコミュニケーシ
ョンシステム構築」プロジェクト  (代表者：⾼高⽥田穣)  
注 2討論論会の記録は、http://rbnet.jp/honto.pdf にから読むことができます。  
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する必要があります。しかし、経験したことのない原⼦子⼒力力事故については、教育現場の教師や保
護者にも⼗十分に知識識がなく⼦子供たちと同じように悩まれています。そこで、郡⼭山市教育委員会と
しては、保護者の皆さまにもご理理解いただきながら、⼦子供たちが「郡⼭山で学んでよかった」と思
ってもらえるようにしたいと考え⾏行行動してきました。その⼀一つが、先⽣生がたが実施されている放
射線セミナーを通して、⼦子供達の不不安の軽減を図るとともに、現場の教師が知識識を増やして⾃自信
を持つことで⼦子供たちに対する教育の質的保証を実現することでした。そして、最終的には、各
分野でリーダーとして活躍されている先⽣生がたの⽀支援をいただきながら、渡邉先⽣生が指摘され
るように「⽇日本⼈人としての⽣生き⽅方」まで幅広く学べるような事業を継続してやっていきたいと思
っています。  
   １⽉月に実施された平成 28 年年度度放射線セミナーに関する現場教師と講師の先⽣生との意⾒見見交換
会の中でも出席者から発⾔言があったと思いますが、⼦子供たちは、放射線のことを学びながらも、
実は、⼤大学や研究所で放射線のことを研究している先⽣生がたに直接教えて頂いたということに
感激しています。内容は、難しくても、時々、先⽣生がたが漏漏らされる専⾨門的な研究内容や科学者
としての考え⽅方に触れることが勉強になるようです。⼦子供たちは、放射線教育を通して、実は、
先⽣生がたの⽣生き⽅方や科学者としての取り組みを教えて頂いているのです。郡⼭山で学んでも、しっ
かり学んでいきさえすれば、⾃自分の夢は実現できるのではないかとか、そういうふうに置き換え
て考えている⼦子どもたちもいるということなのです。それがどんどん広まっていくことは、素晴
らしいことと思いませんか？ですから、郡⼭山教育委員会として渡邉先⽣生にいつもご相談させて
いただくとき、少なくても 10 年年のスパンでこの事業を続けられるようにお願いするとともに、
さらに、その先、⻑⾧長く続けられるようにと考えているところです。  
  
⼤大橋克全  
   中⽬目先⽣生のお話に付随して、「なぜ郡⼭山の教育関係者が放射線教育の積極的か？」ということ
に関する私の私⾒見見をお話ししたいと思います。もともと郡⼭山は開拓拓で始まった町なのです。⿃鳥取
からとか、九州の久留留⽶米からとか、いろんな地⽅方からやってきた⼈人たちでできあがった地域なの
です。そういう意味では、リベラルな地域でもあるということが背景にあると思います。そして、
中⽬目先⽣生が指摘されたように、⾏行行政に対しても、保護者の⽅方たちからも割と素直に意⾒見見が出てく
るのです。そして⾏行行政にも、そうした声をしっかり受け⽌止めようという⼟土壌がわりとあるのかな
と思います。私も去年年まで、⾏行行政を⼿手伝うことで仕事してきましたので良良くわかるのですが、郡
⼭山市⺠民には、リベラルな考え⽅方が浸透しているのかなと思っています。  
  
渡邉正⼰己  
   有難うございます。私たちは、郡⼭山市で市⺠民の七海さんの協⼒力力を得て、彼の診療療所のスペース
を放射線セミナー常設館として使わせてもらい、セミナーを数⼗十回、繰り返して実施してきまし
た。⼀一回に 30 名ほどの⽅方が集まられるのですが、⼀一回のセミナーは最低４時間ほどかけて、放
射線のイロハから様々な社会現象に⾄至るまで幅広く勉強しています。聴衆には、何⼈人かのリピー
ターがおられ、議論論に参加していただくのですが、最近、その⼀一⼈人に今の郡⼭山市⻑⾧長がおられたこ
とを知りました。市⻑⾧長になられるまで、私たち講師陣はそのことを知らなかったのですが、おそ
らく 10 回ぐらい参加しておられます。その経験が、いまの市政にどの程度度反映されているかは
わかりませんが、現市⻑⾧長は、放射線のことを地道にかつ科学的・論論理理的に勉強しようという気持
ちを持っておられたと思います。それを知って、私たちも嬉しいなという気がします。  
   私たちのセミナー活動は、伊達市とか南相⾺馬市とかでも実施してきましたので、教育⽀支援が重
要という結論論を得た時点で、両市の教育委員会にも声をかけましたが、郡⼭山市のように上⼿手く進
んでいません。上⼿手く進まない理理由は、何かよくわかりませんが、今後、なんとか理理解してもら
って、両市でも進められるなら実施してゆきたいと思っています。  
  
柿沼志津⼦子     
   ⼩小・中学校における放射線教育の取り組みに関して、すでに、様々な問題が指摘されています
が、まず、⼩小中学校で取り上げられる問題点が、事故から時間を経るにつれて次第に変化してき
ているということに気をつけねばなりません。１⽉月の意⾒見見交換会の際も、「仮置き場から中間貯
蔵施設への移動時の問題、仮仮置き場が⼩小学校の⽬目の前に設置されている問題」と「甲状腺がん
についての不不安」といった新しい問題が出てきているということが話題になりましたね。その反
⾯面、いまだに「給⾷食」や「飲料料⽔水」の安全性に疑問を持っておられる⽅方が多いという話を聞くと
ちょっとがっかりしますね。私たちは、事故後６年年の間、いたるところで紹介されてきた放射線
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の本質を理理解したらその種の不不安はもう解決しているのではないかと思ってしまうのです。し
かし、保護者の⽴立立場にたつと不不安は無くならないのでしょうね。その不不安をなくすためにどうし
たらいいかはよくわかりませんが、⼦子どもと親が⼀一緒に勉強するのもいい⽅方法かなと思うこと
がありました。それは、昨年年、ある学校へ講義に⾏行行った時、お⺟母さんも⼀一緒に講義を受けること
ができる機会があって、⼦子供達と⼀一緒に放射線が⾶飛んでいるのを桐箱の⾶飛跡で⾒見見てもらったの
です。⼦子どもたちもお⺟母さんも同じように「あっ」と驚いていました。この経験の様に、⼦子ども
と親が同じものを⾒見見て、そこからなにかを感じるっていうのをすごく⼤大事にしたいと思います。  
   私は、現在、千葉葉⼤大学の学⽣生にも授業をさせてもらっているのですが、福島県から養護教員を
⽬目指して千葉葉⼤大学に⼊入学してきた学⽣生が、周囲の友⼈人から放射能に関するいろいろな質問をさ
れるのだそうです。こうした学⽣生は、将来、養護教員になると、放射線の健康影響などについて
質問される⽴立立場になるのですから、私は、機会があるたびに学⽣生を捕まえて、「何回も授業を受
けられなくても、たった１回の授業でもでも受けていれば、全く授業を受けていない場合と全く
違うのではないか？」と話しています。深い知識識が必要ということではなくて、⼀一度度聞いたこと
があると、わからないことができた時に、どこを探せば情報にたどり着けるか、誰に聞けば疑問
が解けるかわかるようになるでしょう。そのために私は貴⽅方達に１時間の授業をしているので
すよと話しています。  
   それに加えて、私も⾔言葉葉の使い⽅方がたいそう⼤大切切なのだということを実感しています。先ほど、
どなたかの講演で「事故後、安全という⾔言葉葉を使わないようにした」ということを聞きました。
思い起こしてもらいたいのですが、初めの頃は、多くの⼈人が「放射線を正しく怖がる」という⾔言
葉葉を使っていたのですが、最近は「放射線を正しく理理解する」と表現されるようになっています。
さっき⾒見見せていただいた南相⾺馬市のポスター写真の中に「知れば知るほど怖くない」って書いて
あったのですが、どう考えても放射線は「怖い・怖くない」という視点で理理解するものではない
のではないでしょう。「怖い」という⾔言葉葉が出ると、事実から離離れて、「怖い・怖くない」とい
う気持ちの問題になってしまうので、多くの⼈人が冷冷静に事態を理理解することができなくなって
しまうと思うのです。「怖い」って⾔言葉葉を使わないほうがいいのではないでしょうか。  
   あと、「いじめ」の問題があります。放射線は感染するという間違った知識識が多くのいじめの
原因になったということです。そこで、⼤大学⽣生を対象とした授業のときに、「なぜ、放射線がう
つると思うのでしょうか？」という課題を宿題にしたことがあります。同じ⾔言葉葉を聞いても、受
け取る⽅方の知識識の量量や質、その⼈人の価値観の違いなどが違うと、全く異異なるものとして受け取ら
れます。まさしく、百⼈人百様です。⼈人に情報を正しく伝えることの難しさを感じます。どうした
らいいのでしょうか？  
  
渡邉正⼰己  
講演会をされていて、この⾔言葉葉遣い間違ったとか、そういう失敗例例とか教えていただけると参考
になります。どなたか、何かありませんでしょうか？  
  
柿沼志津⼦子  
   そうですね。初期のころは、「怖がる」という⾔言葉葉です。そして、皆さんが不不安に思っておら
れるので、つい、「⼤大丈夫ですよ」とか「安全ですよ」とか⾔言っていましたが、こうした⾔言葉葉は、
決して「安⼼心」を与えるものではありません。放射線のことをしっかり理理解して⾏行行動していただ
ければ、不不安は持っていてもいいのではないでしょうか。⾃自分を取り巻いている状況を、科学的
事実を元に理理解することが⼤大切切なのです。科学者である私たちでさえも、科学的事実として理理解
できても不不安なことってたくさんあります。ですから、今回の事故後、放射線の理理解ができたの
ですから安⼼心してくださいと⾔言い切切るのは難しいですよね。このように⼀一⼈人⼀一⼈人に、受け⽌止め⽅方
は違うのですが、それでも、私は、講演する時に、放射線についての科学的基本は、難しくても、
いったんは理理解してほしいと思いながら講演しています。  
  
渡邉正⼰己  
   確かに、⾔言葉葉には、⾮非常に重いものがあります。例例えば、原発事故が起きたけれど放射能⾶飛散
時の⾵風向きなどが影響して多くの地域で放射能汚染状況が最悪の状態ではなかったことを表現
して「様々な条件が重なって、居住地域の放射能汚染は最悪の状況を免れることができたのは不不
幸中の幸いでした」と発⾔言したところ、それは⼤大変でした。「この状況を⾒見見て、不不幸中の幸いと
発⾔言するとは、我々を愚弄弄している」という話になってしまったのです。どんな⾔言葉葉でも、相⼿手
によっては、受け⼊入れられない場合があるということは、理理解しておく必要があります。私は、
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この⼀一件から、どんな些細なことでも、しっかりと相⼿手にわかってもらえるまで繰り返し伝える
努⼒力力をしないと、結局、なんの役にも⽴立立たないということを学びました。  
  
坪倉正治  
   私は、⾃自分の経験から、放射線教育については、どのように話すかの問題ではなくて、そもそ
も話す場をどうやって作っていくかの問題の⽅方が⼤大きいと思います。実際に話す機会があり、本
⼈人が聞いてくださるのであれば、その講師がよほど訳のわからないことを⾔言わない限り、どの講
師でも講義の内容はそんなに変わらないはずです。常識識的な講師なら「いまは、事故直後に⽐比べ
て線量量は低くなってきていて、こういう状態です」とか「今の状態で、貴⽅方がいきなりがんで死
ぬことはないですよ」という内容で話されると思います。勿論論、こうした話の内容を全然理理解で
きない⼈人もおられると思いますけど、「⼦子どもに対する教育」という点に限れば、その現場（学
校）と⼀一緒に進むことが出来るかだけだと思います。  
   しかし、その場合でも、しっかりと考えておかねばならないことは、学校の先⽣生がたが、現場
で放射線教育というものをどう受け取っているかについてです。事故後、⽂文科省省から原⼦子⼒力力や放
射線教育の共通テキストが出されていますが、教師の放射線教育をどのように捉えるかは、千差
万別です。ある教師は「交通安全教育みたいなもの」として受け取っておられます。つまり、⻘青
信号だけれど⾞車車が突っ込んで来ることがあるから⼿手を上げて渡りなさいということを教えるも
のだということです。また、放射線教育のモデル校として設定されていた学校の先⽣生がたと話し
たときに、その先⽣生は「内部被ばくが下ってきているということを教える必要はないです」とい
われました。そして、「内部被ばく量量が下がってきていることを教えるより、キノコを⾷食べたら
内部被ばく量量が上がることがあることを教えて欲しい」というわけです。つまり彼の思いは、「ど
ういうところにリスクがあるか」というところだけ教えたいと思っておられたのです。まさしく、
その先⽣生は、放射線教育を交通安全教育みたいな形で受け取っておられた。例例えば、社会科の先
⽣生であれば、概して、放射線や原⼦子⼒力力の話題であっても、それを歴史の問題（原爆投下）やエネ
ルギー政策の問題などの社会問題と組み合わせて話をしたいと思っておられるようでした。反
⾯面、理理科の先⽣生は、桐箱とかで放射線の⾶飛跡を⾒見見せて「放射線の⾯面⽩白さ」を科学ベースで話した
いと思われるようです。医者である私が話すと、どうしても「健康とは？ヘルスリスクとは？」
などを中⼼心にして話題を組み⽴立立てがちです。結局、⼩小・中学校の先⽣生がたの放射線教育に期待す
る要望が、どこにあるかを、教育を提供する側が⼗十分に理理解していないことが多いということを
強く感じています。ですから、講師が、専⾨門的なところを噛んで含めるように話す努⼒力力をしても、
⼤大学の偉い先⽣生に話してもらったけれど、難しすぎて、全くわからなかったということになりが
ちです。  
   医学関係者が講義に⾏行行くと、ヘルスリスクについて話したいというオーラが出て、それで授業
をおこなうと交通安全教育だと思っている先⽣生の考えにはあいません。おそらく、ここにいらっ
しゃる講師の先⽣生がただと、理理科を前⾯面に出した講義をされるのではないでしょうか？現場の
⼩小・中学校の先⽣生の中には、それを望んでおられる先⽣生もいるだろうし、そうでない⼈人もおられ
るでしょう。先ほど郡⼭山市の中⽬目さんや⼤大橋さんがおっしゃったように、放射線教育でありなが
ら、⼼心の教育、道徳教育、⽣生活教育、総合学習というくくりで放射線教育を考えておられる学校
も沢⼭山あると思います。そうした学校では、放射線授業を理理科として受け⽌止めているわけではあ
りません。教育の現場の先⽣生がたと講師の先⽣生がたがそれぞれに持っておられる放射線教育に
対する思いを、場⾯面場⾯面で⼀一致させるようにする作業が重要になると思います。  
  
渡邉正⼰己  
   坪倉先⽣生の指摘は、⼤大変重要ですね。その点については、私たちのこの事業では、基本的に講
義の前に、現場の教師、⼦子どもたち、⽗父兄にアンケートを取り、どのような内容のこと学びたい
と思っているかをお聞きして、それを元に講義の内容を組み⽴立立てるようにしてきました。その上
で、具体的な質問については、解説書を作ってお渡し講義の中で取り上げて解説するように努め
てきましたが、それが多少は役⽴立立っていると思います。また、事前に担当教師と打ち合わせをし
て、講演の内容を組み⽴立立てたり、実習を加えたりする努⼒力力もしてきましたが、まだまだ⾜足りない
と思います。  
  
島⽥田義也  
   私が発⾔言しようと思ったことは、⼤大半、坪倉先⽣生がお話しになったのですが、⼈人にものを伝え
る時に⼤大切切なことは何かと⾔言えば「ファイブW・ワンＨ」だと思うのです。このところ、私は、



 17 

最近、所属機関で広報を担うようになったこともあって、マスコミ相⼿手の広報という視点で考え
る癖がついてきました。その結果、⼈人にものを伝えるためにはファイブ W・ワンＨが重要と思
うようになりました。つまり、誰に（who）、何を   (what)、いつ   (when)、どこで   (where)、
なぜ   (why)、どのように（how）伝えるかいうことに尽きると思います。なかでもどのように
伝えるか？をしっかりと考えたうえで、情報を伝えることが特に⼤大切切だなと思います。  
  
渡邉正⼰己  
   確かに、知識識の量量と質に差があり、様々な価値感を持つ⼈人たち全てに情報を正確に伝えるため
には、その情報が成り⽴立立っている 5W・1H が明確に⽰示されていることが重要ですね。まさしく
「科学」の原点ですね。しかし、具体的にそうしたことを実現するにはどうしたらいいのでしょ
うか？  
  
島⽥田義也  
   もちろん教育の中⾝身は⼤大切切ですけども、それより前にソーシャル・ネットワーク（SNS）やソ
ーシャル・ボンディング（⼈人と⼈人のつながり）の実現が重要ですね。福島以外に住む⼈人が福島の
⼈人たちとどうしたら近づけるかっというときに、「信頼が重要」と⾔言われるのですが、その信頼
関係をどのように作るかが重要な問題です。信頼関係ができると何が良良いかというと、最近の研
究結果では、信頼に裏裏打ちされて⼈人間関係が良良くなると寿命が延びるとか、痛みに対してすごく
耐性が出てくることがわかってきました。つまり、周囲の⼈人との⼈人間関係や家族関係が良良いがん
患者さんは、モルヒネなんかを使わなくても、肌が触れあったり、温かい⾔言葉葉をかけられること
によって痛みを感じにくくなるというのです。どうしてそういうことになるかといえば、リラッ
クして良良い気分になると脳内にエンドルフィンが産⽣生されるからなのです注2。  
   福島原発事故後、６年年経った今、多くの⼈人が、事故直後に多くの国⺠民が冷冷静さを失って混乱し
ていた社会を作り直す必要があることに気がつき、それを実現するために社会において⼈人と⼈人
の⼼心地よい繋がりをどうやって作ってゆくのかを考えられる段階に⼊入ったのだなとひしひし思
います。そのために、今⽇日のように、いろいろな考えを紹介しあって、それを⽂文章や講演会を介
して社会に⽰示す努⼒力力をしていますが、次のステップとしては、Facebook とか Twitter のような
SNS をいかに上⼿手に使うかだろうと思います。某国の⼤大統領領も⽀支持者を増やし、SNS を上⼿手に
使っているのだと思います。福島の事故後、私たちは、ネットで⾶飛び交った情報で痛めつけられ
ましたが、実はネットを上⼿手に使うと⾮非常に強い武器になるようです。例例えば、乳がんの会のラ
インで繋がっているがん患者さんは、いろんな治療療とかに対して負けないぞという気持ちを持
つことができるようになるというのです。⼈人と⼈人が信頼をもって繋がるということが、様々な苦
境に⽴立立ち向かってゆく⼒力力になるというのは間違いありません。  
   気持ち良良い⼈人の繋がり（ソーシャル・ボンディング）を作るときには、私たちも少し賢くなっ
て、ソーシャル・ネットワーク・サービス（SNS）を上⼿手に使えるようになる必要があるのでは
ないでしょうか？という、私は、まだ、スマホを使っていないので詳細はわからないですが、今
回、私たちの活動にも若若い⼈人たちがたくさん⼊入ってくれるということなのでぜひ、スマホをどう
上⼿手に使うかということを、宿題にして欲しいものです。  
  
渡邉正⼰己  
   島⽥田先⽣生は、実に良良い提案をしてくれました。若若い⼈人たちには、SNS など新しい⼿手法を使っ
て「⼼心地よい⼈人の繋がり」を広げていって欲しいと思います。  
   さて、先ほど、⽥田内先⽣生が講演の中で「⼈人間の特徴」を話題にされました。そして、ひとは未
体験の危機に⾯面しても、それをなんとか乗り越える能⼒力力を備えていると話されました。まさしく、
「未知のものに対応できる能⼒力力を持っている」ことがひとの第⼀一の特徴です。ひとは、⾔言葉葉を介
して、⾃自分が経験していない知識識を理理解し、論論理理的に組み⽴立立てることができます。そうすること  
によって、いままでに経験していない困難に対しても相当の対応ができるのです。この⾏行行動が、  
  
  
-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒  
注 2        脳内⿇麻薬（のうないまやく）とは、モルヒネなどの⿇麻薬と似た作⽤用を⽰示す物質で、脳内に⾃自然状態で分布してい
るものを指す。脳内⿇麻薬様物質とも呼ばれ、これまでに約 20 種類の物質が⾒見見つかっており、β-‐‑‒エンドルフィン、ドー
パミンなどが代表的とされる。⾁肉体的苦痛に際して脳内で⽣生成される β-‐‑‒エンドルフィンの鎮痛効果はモルヒネの 6.5
倍と⾔言われており、また脳内⿇麻薬の呼称は多幸感をもたらすことから来ている  
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まさしく「科学をする」ことなのです。ひとの学名は「ホモ・サピエンス」ですが、これ⾔言葉葉の
意味は「知恵のあるひと」なのです。  
   そして第⼆二の特徴は、「他⼈人のことを思いやれる」ということです。現在の京都⼤大学総⻑⾧長の⼭山
極壽⼀一博⼠士は、⼈人類学者でゴリラ研究の第⼀一⼈人者ですが、彼の話によれば、⾃自分が獲った獲物を
⾃自分が⾷食べる前に家族に分け与えることができるのは⼈人間とゴリラだけということです。  
チンパンジーは、⾃自分が⾷食べて余れば⾷食べさせるというレベルのようです。しかし、⼭山極博⼠士に
よれば「この点において、このごろの⼈人間は、ゴリラより劣劣るかもしれない」ということです。
本来、⼈人間は、他⼈人に対して思いやりがある動物なのですが、今の⼈人たちはそれを忘れている可
能性があるということらしいです。  
  
星憲  
   南相⾺馬市の星です。いま、島⽥田先⽣生のソーシャル・ネットワーク・サービス（SNS）をうまく
使うというお話を伺って少し思うところを話させていただきます。SNS は、私も結構よく使う
のですが、情報を受ける⽴立立場でなく、情報を発信する⾃自治体の現場で感じるのは、まだまだ SNS
が⼗十分に使われていないのではないかということです。特に、⾼高齢者の⽅方は、SNS も含めイン
ターネットへのアクセスができないひとが圧倒的に多く「このデータはホームページに掲載し
てあります」といっても⾼高齢者の多くは、全く接する機会がないというのが現実です。放射線の
不不安についても積極的に知識識を得ようとしている若若い⼈人には、SNS は役に⽴立立つのですが、⾼高齢
者にはほとんど役に⽴立立ちません。そういうネットに全く関⼼心のない⼈人たち、使えない⼈人たちにど
のように情報を伝えて⾏行行くかが本当の課題なのかなと思っています。  
   私も、教育によって⼦子どもたちに放射線の知識識を与えることは、極めて重要と認識識しています。
その上で、⼦子どもたちが学校で学んだことを、⾃自宅宅に帰ってからお⺟母さん、お⽗父さんに話すと意
外に伝わるのではないかと思います。さらに、おじいちゃんおばあちゃんにどう伝わるかが問題
だと思います。講演会を開くと、南相⾺馬市では、意外とおじいちゃんやおばあちゃんの参加率率率が
⾼高いのですが、話を聞いた直後は、「わかった、じゃあ⼤大丈夫だね」といって帰られるのですが、
次の⽇日になって「昨⽇日の講演会はどうでした？」と聞いたら「あれ？」と感じることが頻繁にあ
ります。  
科学的データからいうと「危険ではない」と⾔言えても、まだまだ多くの市⺠民が、⽅方⾔言で⾔言う

と「なんとなくこええ（怖い）」というのです。その様な状況で正しい情報をどう伝えてゆく
かが今後の課題かなと思っております。  
  
島⽥田義也  
   おじいちゃんおばあちゃんにも理理解して欲しいということでしたが、おじいちゃんやおばあ
ちゃんの場合、勉強会に演歌が⼊入ったり、落落語⼊入ったりとか、楽しいこととセットでやると積極
的に来られるのではないと思うのですがどうでしょうか？  
   事故直後に、⻑⾧長崎⼤大学の⼭山下先⽣生が福島県へ⼊入られ、福島県⽴立立医科⼤大学を拠点に放射線の危険
性を解説するためにいろいろなところで講演会を開かれていましたが、その講演会で「笑って⽣生
活している⼈人は、放射線被ばくしても発がんしにくくなります」と発⾔言され、結構叩かれておら
れたことを覚えておられますか？しかし、私は、最近、論論⽂文を読んでみると「笑いは、体に良良い
効果を及ぼす」ということが、科学的にも解ってきたことに気づきます。そして、今後、⼤大阪医
療療センターが吉本興業と組んで、笑いが寿命の延⻑⾧長や発がん抑制に有効かどうかを調査すると
いうことです。  
  
坪倉正治  
   その説については、最近、しっかりした論論⽂文が出ましたよね。笑いが絶えない⼈人や幸せに暮ら
している⼈人のほうが、そうでない⼈人に⽐比べがん死亡率率率が低いという結果が報告されています。  
  
星憲  
   放射線の話は、⼀一般の⼈人にとって馴染みがなく、難しい話と受け取られてしまいます。です
から、難しい内容を簡単に、わかりやすく表現することは重要です。放射線に関して知識識のな
い⼈人に、10 の話題の全てを⼀一度度に理理解させることは難しいですが、まず 10 の話題のうち 1つ
でも 2つでも理理解してもらえば、徐々に、市⺠民の皆さんの不不安を軽減できるのではないでしょ
うか？  
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渡邉正⼰己  
   まったくその通りですね。ありがとうございました。それでは、次に⾼高⽥田先⽣生お願いします。  
  
⾼高⽥田穣  
   今⽇日は⾮非常に充実した話を沢⼭山聞かしていただいて、⾃自分から何か新しいことをいうことも
ないとは思うのですが、無理理やりひねり出して幾つか申し上げさせていただきます。結局、今⽇日
の討論論の焦点は、「どのように教育するか」という教育⽅方法論論になるかと思います。福島原発事
故後の我が国の状況を⾒見見ていて、今、何が⼤大事かを考えると、結局、教育が⼤大切切ですということ
は間違いありません。私は、医学部の教員であったとき、いつも、学⽣生さんをどのようにして教
えたらいいかを⾃自分なりに考えていました。しかし、教えることがあまりに多いので、どんな教
え⽅方をしても、それらの全部を⾝身につけさせることは⼟土台無理理と思っていました。そこで、⾏行行き
着いた結論論は、第⼀一に「知識識を丸暗記するのではなく、如何に考えるかを⾝身に付けて欲しい」と
いうことと、第⼆二に「どこに必要な情報があるかを知って欲しい」ということでした。そこで、
その⼆二つを教える努⼒力力をしていましたが、それが、「教育する」という意味で効果的であったか
どうかわかりませんが、今となっても「知識識を伝授するだけでは物事は解決しない」ということ
と「物事の考え⽅方を教える」ということが、重要という考え⽅方は、間違っていないと思います。
それを実現するための具体的な⽅方法について、全くアイデアはないですが、私たちのような科学
者といわれる⼈人達と科学者以外の⼈人達の間で物事の考え⽅方とか筋道がだいぶ違うということを
理理解せねばならないと思うようになりました。  
   今回の事故後も、放射線のことについて、科学者が考えると決して起こり得ないようのことが
起きるというおかしな⾔言動が⼀一⼈人歩きしています。例例えば、「ある種の細菌で処理理すると放射能
が除去できる」という話が広がったことがありますね。このことは、放射能についてもっとも基
礎的な幾つかの知識識を⾝身につけておりさえすれば、誰でも間違っていることにすぐに気がつく
はずです。しかし、こともあろうに学校の先⽣生や医師など緊急時に市⺠民の知的リーダーになるべ
き⼈人達でさえも、⼀一部には「放射能を細菌で分解できる」ことを信じておられたようです。こう
した⼈人達には、間違いをいくら説明しても理理解していただけません、それこそ、事実と違うこと
を指摘されると「オルタナティブ・ファクト」と⾔言い逃れてしまう海の向こうの⼤大統領領のようで
すがーーー。  
   なぜこうしたことが起きるかと考えてみると、それこそ、同じ現象でも、⼀一般⼈人が感じている
ことと、科学者が感じていることには、かなり⼤大きなギャップがあるからでしょうか？例例えば、
原⼦子⼒力力の分野では、⽬目に⾒見見えている物質世界で起きている現象と⾒見見に⾒見見えない量量⼦子世界で起き
ている現象がまったく違うことがあります。1mSv の放射線を被ばくしたジャガイモは、⾒見見た⽬目
には、まったく変化は⾒見見られませんが、分⼦子や量量⼦子のレベルで⾒見見ればかなりの変化が⾒見見られるは
ずです。科学者は、後者の変化を理理解でき、ジャガイモへの影響を予測できますが、⼀一般⼈人には、
まったく理理解できないのではないでしょうか？そうしたことが多いので、今回の事故の後、国⺠民
の不不安はなかなかなくならないのでしょう。それでは、このギャップをどのように埋めて⾏行行くの
かということですが、なかなか難しいことです。おそらく、⼼心理理学者とか、教育論論学者とか、こ
うした問題について考えておられる⼈人がいるのではないでしょうか？  
   ⼩小学校や中学校でも、理理科の勉強の⼀一部として、放射線に限らず⽬目に⾒見見えている事実とその科
学的事実とが⼀一⾒見見⽭矛盾するような事象があることを教え、そのギャップをどう埋めて⾏行行くかを
教えることできたらいいのではないかと思います。何かいいアイデアありませんか？  
  
渡邉正⼰己  
   いや、全く同感です。先に⼈人間の特徴の⼀一つに、「科学的知識識を結びつけて、未知のことに対
して想像⼒力力を発揮できる能⼒力力」があると紹介しました。⼈人間は、⾃自分が経験していなくても、先
⼈人や他⼈人が作った知識識を組み合わせて、未知のことを推測できる能⼒力力（予知能⼒力力）を駆使して、
⼈人類の滅亡に関わるような危機を乗り越えてきたのだと思います。今回の福島原発事故は、今ま
で⼈人類が経験したことのない事故ですから、当然、この能⼒力力を発揮して乗り越えねばならないと
思うのですが、今の⽇日本国⺠民の多くが知識識は豊富でありながら、その知識識を組み合わせて未知の
ことを予想する能⼒力力が⼗十分に発揮できなくなっているのではないかと思わずにはおられません。
今、⾼高⽥田先⽣生が指摘された「全てを覚えなくてもいいから、どこにあるかを知って、それを結び
つける考え⽅方を⾝身に付けて欲しい」という教育で肝⼼心なところが、原⼦子⼒力力教育に限らず、戦後の
⽇日本の教育で⽋欠けていたかもしれないと思いませんか。福島の事態が落落ち着いてからでも遅く
はないので、しっかりと取り組まねばならないところだと思いませんか？  
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松本義久  
   原⼦子⼒力力に限ったことではないということで思うところがあります。いわゆる、「リスク」は、
原⼦子⼒力力に限らずありとあらゆる分野にあると思うのです。聞いたことがない⼈人はいないと思う
のですが、どうも使う⼈人によって「リスク」という⾔言葉葉の意味が違っているようですね。専⾨門家
でも「リスク」という⾔言葉葉の意味を知らない⼈人から「貴⽅方がいま⾔言われたリスクという⾔言葉葉の意
味はなんですか？」と聞かれたら、説明にかなり困るのではないでしょうか。そこで、思うこと
は、これを機会に「リスク」という⾔言葉葉を⼀一つの共通のキーワードにした学際的な研究をすると
か学科⽬目を設置するとかする機運を盛り上げるというのはどうでしょう。  京都⼤大学は、我が国
でも学際的な⼤大学ですから、⼗十分に取り込むことが可能ではないですか？  
  
⾼高⽥田穣  
   そうですね。何か⾯面⽩白いことができるのではないでしょうか。確か京都⼤大学には「こころの未
来研究センター」注 3という施設があって、そこでは、脳科学から⼼心理理学など幅広い研究を展開
していますので、そういうところと⼀一緒にリスクコミュニケーションのあり⽅方に関連して何か
研究出来たらいいのではないかと思います。それから、⽇日本⼈人は、「リスク」の受け⽌止め⽅方とい
う点で、世界的に⾒見見て、かなり⾵風変わりな⺠民族ですよ。あくまで「ゼロリスク」を求めますよね。
例例えば、⽜牛海綿状脳症（BSE）問題が起きた時に、⾁肉を輸⼊入するにあたって国を挙げて、全頭検
査にすごくこだわったじゃないですか。それから重症急性呼吸器症候群（SARS）問題が持ち上
がった時も徹底して⽔水際作戦を展開しましたね。⽇日本以外の国では考えられないほど徹底的に
やりました。「ゼロリスク」を求めるのは、⽇日本⼈人の昔からの国⺠民性ですかね？  
  
⽥田内広  
   私が、もう⼀一つ気にかけているのは、リスクの話をするときに「確率率率」をどう捉えるかがなか
なか難しいということです。さっき話題にされた⽔水質改善の件もそうですけど、期待値がどうか
という状況を考えずになんとなく衝動的にやってしまって、後になって「こんなはずではなかっ
た」ということになってしまう傾向あります。最近、中学や⾼高校の数学の授業では「確率率率」の内
容がすごく増えたので、これからは、少しずつ変わるかなという期待はしています。しかし、た
ぶん、学校の授業で取り扱う「確率率率」と実⽣生活で捉えるべき「確率率率」の考え⽅方には、かなりのギ
ャップがあって、実⽣生活では「確率率率」など関係ないと思っている⼈人は、⾮非常に多いと思うのです。
宝くじは、どこの売り場で買うとよく当たるとか、なんとか神社にお参りしたら宝くじがよく当
たるとかいうのは、まさに「確率率率」の話とは全然違う話になってしまっているのです。そこのと
ころを曖昧に捉えている間は、たぶんリスクの話も正しく理理解されないでしょう。それこそ、「リ
スク」というと極端に危険というほうに動いてしまう傾向があります。放射線影響だけではなく
予防接種のリスクの場合そうですよ。  
  
⾼高⽥田穣  
   最近の話ですか？  
  
⽥田内広  
   いやいや、最近じゃなくて以前から問題にされています。例例えば３種混合ワクチンや新３種混
合ワクチンの定期接種について、副作⽤用リスクがあるからやめましょうということがありまし
たね。その経緯も「リスク」がらみの話で、接種するかどうかは、本来、ワクチンによる感  
染による死亡や後遺症のリスク軽減と接種による副作⽤用のリスクのバランスを天秤にかけて判
断せねばならないところを、どちらかの局⾯面だけが拡⼤大されて、本来するべき判断と違う⽅方向に
動いているところがあります。こうしたことを上⼿手く伝えられる⽅方法を知りたいと思うのです
が、なかなか難しいですね。今は、私はできるだけ例例え話で話をするようにしていますが、坪倉
先⽣生はどう思われますか？  
  
坪倉正治  
      問題は、そもそもプロバビリティ（probability）の意味をどう受け取るかということですよ  
  
  
-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒  
注 3京都⼤大学・こころの未来研究センター：http://kokoro.kyoto-‐‑‒u.ac.jp  
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ね。プロバビリティという⾔言葉葉は、そもそも 200 年年より前は「蓋然性」という意味で使われて
いたはずです。200 年年ぐらい前から「確からしさ」という意味が付け加わってきたとされていま
す。「蓋然性」という⾔言葉葉は、私たちが知っているように「サイコロを振ったら６分の１の確率率率
で１が出る」という数値的な確率率率を表す⾔言葉葉ではなく、「神⽗父さんがいうからそうなのだろう」
といった意味での確実性を⽰示す⾔言葉葉でした。それが、数百年年前から「可能性」に近い意味で使わ
れるようになったのですから、「可能性」とか「リスク」といった考え⽅方の⽅方が新しい感覚なの
だという意識識を持つべきだとは思います。そこで、「リスク」どうやって伝えるかは、難しいで
すが、やはり相⼿手の必要としている情報を引き出しながら⼀一つずつ答えていくしか無いと思い
ます。  
  
⽥田内広  
   それしかないでしょうね。  
  
渡邉正⼰己  
   坪倉先⽣生の⾔言われた⾔言葉葉で「あの⼈人の⾔言っていることをだったら信頼できる」というのは、⽇日
本では昔からあったことです。「庄屋さんが⾔言っていることなら、それが正しい」と信ずる  
ということですが、そのためには、庄屋さんという社会のリーダーがみんなに尊敬されているこ
とが前提ですよね。しかし、今の⽇日本では、過度度に⺠民主的平等感が強く働いていることに加え、
リーダー不不在か、リーダーの質が落落ちてしまっているので、こうした妄信的信頼感はなくなって
いるのでしょう。私は、福島原発事故後、原⼦子⼒力力関係の専⾨門家に限らず、いわゆる専⾨門家と⾔言わ
れる⼈人が⼀一般の⼈人から殆ど尊敬されていないのではないかと思うことがあります。皆さんはど
う思いますか？  
  
坪倉正治  
   ⽇日本⼈人は、もともとそういう考えの⼈人が多いと思います。ですから、どちらかと⾔言うと、いま
議論論になっている「私たちが確からしさをどう伝えるか」という話ではなく、私たちが「この⼈人
が⾔言っているから正しい」と⼀一般の⼈人が納得する「この⼈人」になれるように、⽇日々⼀一緒に進みな
がら頑張れるかどうかが問われていると思います。  
  
渡邉正⼰己  
   そうですね。歴史的事実に照らしながら⽇日本⼈人の⺠民族性を解析してみると、⽇日本⼈人は、他の⺠民
族とちょっと違って、互いに信頼しあう⺠民族だったことが感じられます。昔は  「まあ、いいじ
ゃないの。滅多なことはないよ」と⼀一⾒見見無責任に⾒見見えるような判断をしても、社会がしっかりと
成り⽴立立っていたのです。その時代には、⼈人々が絶対的に信ずることができるリーダーがいたか、
信じられる社会の仕組みがあったのだけれども、今の⽇日本にはそれが無くなってしまったので
しょう。現実、今の⽇日本では、個⼈人の考え⽅方や⾃自由が尊重されています。ですから、どんなこと
でも隣隣の⼈人と⾃自分との間に差がないという意識識が強くなっています。専⾨門性が希薄になってい
るのだろうと思います。そのため、今回の原⼦子⼒力力発電所事故の後、放射線⽣生物学で半世紀近く放
射線の⽣生体影響の研究をしてきた私が話しても、⾃自分が理理解していることと違った話が出ると、
放射線⽣生物学に艶もゆかりもない⼈人から「貴⽅方は放射線の⽣生体影響について何もしらない」と⾮非
難されます。このように今の⽇日本では、専⾨門家に対する尊敬の念念は、希薄になっていると思いま
す。このあたりを、よく島⽥田義也先⽣生と話すことがあるのですが、私は「やるべき⼈人間がやるべ
きことをやらないから社会がおかしくなる」と主張するのですがどうでしょうか？  
  
⾼高⽥田穣  
   誰もかれもがその道の専⾨門家になれないので、結局、専⾨門的なことは、その道の専⾨門家を信じ
て任せるのが⾃自然の流流れでしょうね。しかし、それができにくくなっているということですかね。
それは信頼がなくなった、つまり、権威が崩壊したっていうことですかね。  
  
島⽥田義也  
   私の経験で⾔言うと、講演会のときに司会の⼈人が、演者を紹介するときに「今⽇日の演者は、私が
いろいろ探して選んだ、この道の最⾼高の先⽣生ですよ」と最初に⾔言ってくれると聴衆は信じてくれ
る傾向にあると思います。「特別に来ていただきました」というのも効果があります。そう思い
ませんか？  
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原⽥田浩  
   私も放射線関係の研究をしているので、事故後、放射線はどういうものなのかということを親
戚に話す機会がありました。そのときびっくりしたことがあります。私の親戚は、放射線に縁も
所縁もない⼈人たち⼈人たちなのですが、今回の原発事故で放射能が環境に⾶飛び散って放射線が出
ているということはよく知っていました。けれども、その放射線が、病院でＸ線検査とかＣＴ検
査で使っている放射線と同じものだということを認識識していないということにびっくりしまし
た。  
   放射線の利利⽤用には「リスク」とともに「ベネフィット」があります。医療療の現場では、役に⽴立立
っているのですが、⾔言われてもと検査や治療療に放射線が使われていることに気がつく程度度のよ
うです。ですから、放射線は、普段の私たちの⽣生活に密着して利利⽤用しているものだということを
⽇日頃から、しっかりと啓蒙しておく必要があると思いませんか？今回の原発事故は、あくまでア
クシデントであって、エネルギーを作るために原⼦子⼒力力をうまく使って、私たちの⽣生活が豊かにな
っていることをしっかりと教えておく必要があると思います。  
   さて、どうやって啓蒙活動するかですが、教育は⼀一番の啓蒙活動になります。しかし、相⼿手が
⼤大⼈人であっても⽂文字だけの資料料とか、専⾨門⽤用語を並べた説明⽂文ではなかなか受け⼊入れてもらえ
ません。その意味で役に⽴立立つ例例を紹介しましょう。京都⼤大学には、研究者らが分野の壁を越えて
研究テーマをぶつけ磨き合う研鑽の機会創出をねらいとした学際研究着想コンテストがありま
す。必ず２名以上の専⾨門が違う研究者が協⼒力力して計画したものである必要があります。昨年年で４
回⽬目になりますが、優秀なプランには、総⻑⾧長が研究奨励⾦金金を出して⽀支援するというものです。そ
のコンテストで、今年年度度、最優秀になった企画は「科学を⼦子どもに広げるために絵本画家さんと
科学者が⼿手を組んで絵本をいっぱい作る」というものでした。その絵本を全国に配ったり、⾞車車を
使った移動図書館で全国各地を訪れて公開したり、公共図書館に寄贈して１カ⽉月単位でいろん
な地⽅方⾃自治体の図書館をローテンションさせるなどして科学啓蒙をしようという企画です。ま
ず、教育の対象を⼦子供に絞って、⼦子供にもわかりやすい教材を使って、教育を続けるというアイ
デアはとても良良いと思いました。この活動が 10 年年、20 年年と継続され⼦子供達が⼤大⼈人になると、
教えられたことが社会の基盤になってゆくことが期待できます。  
   私は、⽇日本放射線影響学会の会員ですが、その学会⾃自⾝身も 50 年年以上の⻑⾧長い歴史を刻んでかな
り変化してきています。聞いただけの話ですが、私が⼊入会する以前は、⽣生物学分野の研究者にと
どまらず、放射線化学とか放射線物理理の研究者が、たくさん会員になっておられたけれど、次第
に減少して、今では放射線⽣生物学を専⾨門とする研究者だけが残っていると聞きました。ですから、
今回の福島の件で、放射線の⽣生物影響を専⾨門とされる先⽣生が、説明に⾏行行って説明できることって
少ないのではないかと思いますが違いますか？放射線物理理や放射線化学の分野の質問をされた
ら、それに答えられますか？  
さらに、最近は、影響学会に⼊入っていらっしゃった医学系の先⽣生も脱会されて、⼀一気に減ってい
るのではないかと⼼心配しています。それを⽌止めるのがいいのか、もしくは、それは、流流れとして
受け⽌止めて、他の学会と⼿手を組んで、幾つかの学術団体が⼿手を組んで啓蒙活動とか、説明会をす
るのがいいのか私⾃自⾝身は悩んでいます。  
   先ほど、⼩小嶋さんから若若い⽅方がどうしても、論論⽂文を書くことに精⼒力力を注いでしまっているとい
う話がでましたが、私は、すごく感じるところがあります。というのは、今、⼤大学のアカデミア
でポストを取ろうと思ったときに、⽣生物系の公募は、狭き⾨門で倍率率率 300 倍という天⽂文学的な状
況だと聞きます。⼀一つのポストに 300 ⼈人応募が来るのですよ。そこに、ずば抜けて発表論論⽂文数
の多い⼈人が応募してくるとなかなか太⼑刀打ちできません。このようのポストを得ることが極め
て難しいので、論論⽂文を書く⽅方に意識識が移ってしまって、社会貢献や教育に対する熱意は低くなる
ということはよく理理解できます。  
   この問題をどうするかが問題となりますが、先ほど、松本英樹先⽣生が医学部における放射線基
礎教育のカリキュラムをいま検討しているところであるという情報がありましたが、その動き
のなかで若若い⽅方のポストを増やすようにして欲しいと思います。それを具現化していただける
と、若若い⽅方も研究だけではなくて社会活動にも参加できるようになると思っています。  
  
三⾕谷啓志  
   私が放射線講演を⾼高校でやったときに、医学検査や放射線治療療でどのくらいの線量量を被ばく
するかという話をしたのですが、講義終了了後、アンケートをとったら、医療療被ばくは怖いので、
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今後、放射線検査や治療療を受けないようにしますっていう答えが結構出てきて困ってしまいま
した。こういったことを回避するのに良良い⽅方法はありますか？  
  
原⽥田浩  
   医学分野での放射線の利利⽤用は、利利益とリスクのバランスで決めることになるでしょうが、⼀一番
線量量の⼤大きいコンピュータ断層撮影（CT）スキャンでも、被ばくのリスクより利利益の⽅方が桁違
いに⼤大きいので、放射線を使わないという判断は難しいと思います。それに、⽇日本には、世界の
中で CT 装置が⼀一番たくさんありますしね。  
  
三⾕谷啓志  
   リスクより利利益の⽅方が⼤大きいということを、どうやって⼈人々に解らせるかが問題ですね。主治
医が患者に⼗十分に説明する必要があります。  
  
原⽥田浩  
   あとは、医療療放射線の専⾨門家を被ばくリスクの専⾨門家として巻き込んでゆくのがいいのでは
ないでしょうか？そうした専⾨門家は、放射線でがんを治療療する部署ではなく、放射線で診断する
部署の多くおられます。そこでは、CT や MRI を使って病理理診断をしています。放射線のリスク
の専⾨門家は、意外と診断科の医師や技師に多いのです。  
  
三⾕谷啓志  
   彼らは健康だから、それをリスクとベネフィットって考えたら医療療被曝は怖いってなっちゃ
いますよね。  
  
原⽥田浩  
   診断科で、患者に CT 検査の必然性がない場合に CT 検査をするということはありません。医
療療の現場で、⼀一般の⽅方が、Ｘ線や放射線に被ばくするのは、レントゲン撮影だけだと思うのです。
⼤大⼈人であれば年年に１回程度度は、定期健康診断などで胸部レントゲン撮影を受けますが、被ばく量量
は、1回あたり0.02〜～0.1  mSv程度度で⽣生体影響が出るような線量量には遠く及びません。さらに、
CT 写真は、強く頭を打ってくらくらするときに頭部 CT 写真を撮るというぐらいしかありませ
ん。脳内出⾎血の有無などを迅速に⾮非侵襲的に診断できるという点で患者の利利益は⼤大きいと判断
されています。どちらにしても、CT スキャンをするかどうかは、結局、ケース・バイ・ケース
で検討し、必要なら患者にそれをしっかりと説明し、同意をもらうしかないと思います。  
  
松本義久  
   専⾨門家のネットワークの構築は重要ですね。その場合、個々の専⾨門性をどう取り扱うかが問題
になってきますね。  
   最近の⽇日本放射線影響学会には、⽣生物系研究者だけしかいなくなっているという問題は、学会
全体としてどう対応するべきかを考えて対応していかないといけないと思います。このチーム
で放射線影響に関する Q＆A活動を実施してきたのですが、その活動をしている時に、聴衆から
の質問に物理理的な内容を含んでいた場合に「私は物理理が専⾨門でないので答えられません」といっ
ていいのかどうかは疑問ですね。私は、確かに物理理の専⾨門家じゃないけど、⼀一般の⼈人からの質問
に物理理の内容が含まれていても、物理理の専⾨門家でなかったら答えられないかといえば、決してそ
うではないと思います。ほとんどの場合、中学や⾼高校で習う程度度の内容の質問ですから、⼗十分に
答えられる（答えねばならない）と思うのです。放射線⽣生物学の専⾨門家であれば、当然、放射線
の物理理化学的側⾯面も系統的に勉強しているのですから、放射線の専⾨門家だと⾔言ってよいのでは
ないでしょうか。また、そうであればこそ、私たちは、特に⽣生物に関して深く知っているにして
も、基本的なことは、放射線化学や放射線物理理の基礎的なことは知っておく必要があります。  
  
三⾕谷啓志  
   今回の事故に伴う啓蒙活動をする場合は、放射線取扱主任者に要求されている放射線化学、放
射線物理理学、放射線⽣生物学、そして放射線防護や管理理についての専⾨門的な内容ぐらいは、知って
いないといけないということですね。  
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松本義久  
   ⼀一つの⽬目安になりますね。  
  
⾼高⽥田穣  
   今回の事故の後、事故現場にいって復復旧作業に従事している⼈人たちには、物理理系の⼈人が多いの
でしょう？実際には、そういう⼈人でないと線量量測定でさえまともに⾏行行かなくて復復旧作業ができ
なかったのではないですか？  
  
松本義久  
   事故現場における放射線量量測定や放射性核種の同定などは、物理理系の専⾨門家抜きでできない
ということはあると思います。しかし、市⺠民が⼼心配する⾃自分の居住空間における空中線量量測定な
ら私たちでも⼗十分にできることです。しかし、海⽔水中や海産物中に存在する放射性核種の同定と
か、線量量の測定を放射線スペクトルのピークを使って測定するとかについては、本当の専⾨門家じ
ゃないとわからないです。でも、そういう専⾨門家と⼀一緒になってやればできることです。  
  
島⽥田義也  
   なるほど。そういう専⾨門家と⼀一緒にやればいいですね。以前は、⽇日本放射線影響学会には、放
射線⽣生物学の研究者と共に放射線物理理や放射線化学の研究者、放射線管理理の研究者などが会員
として在籍しておられたので、⼀一緒に活動できていましたね。第五福⻯竜丸事件の時は、専⾨門の違
う研究者が協⼒力力して対応にあたったと聞いています。  
  
⽥田内広  
   そうです。そういう専⾨門家の協⼒力力が必要なのです。  
  
松本義久  
   放射線安全管理理学会の会員の⽅方々は、結構、放射線測定や放射線管理理の専⾨門家が多いのではな
いですか？  
  
島⽥田話真  
   私が博⼠士課程のとき、東⽇日本震災がありました。私は、もともと保健物理理の分野におりました
が、震災が起きてから、線量量測定は⼤大丈夫かなと思って⽇日本放射線影響学会に⼊入りました。そう
いう意味で、放射線安全管理理学会と⽇日本放射線影響学会の両⽅方を知っていますが、両者がもっと
協⼒力力できればいいなと思っています。  
  
原⽥田浩  
   医学教育における放射線教育の充実が検討されていると思うのですが、どなたか、その詳細を
ご存知の⽅方はおられませんか？実現にコストが必要とか、現実的な問題はどうなっているので
しょうか？  
  
松本英樹  
   いま、医学教育における放射線教育の内容を「放射線の健康リスク科学教育の必修化ワーキ
ンググループ」で検討しているところです。しかし、全国の医学部で⼀一⻫斉に同じような放射線
教育ができようになるかといえば、それは難しいので、いまのステップとして、⼀一⻫斉にできる
内容が検討されると思っています。  
  
原⽥田浩  
   最悪、出前授業みたいな形にもなりかねないのですか？  
  
松本英樹  
   私⽴立立の医学部には、放射線基礎医学講座は、ほとんど設置されていません。ですから、放射線
基礎医学で⾏行行うべき内容の講義を、放射線科の先⽣生が担当することになると本末転倒になって
しまってうまくゆくはずはありません。どうしても、専⾨門教員を配置していく必要がありますが、
それはなかなか難しいでしょう。この問題をどう処理理するかが、次のステップとして重要な話に
なると思います。  
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原⽥田浩  
   いまの流流れとして、医学部の放射線教育に専⾨門教員の配置はあり得るということですか？  
  
松本英樹  
   そうでないと、医学部における放射線基礎教育は進まないと思います。  
  
原⽥田浩  
   できないですよね。やっぱり、今の段階では、放射線⽣生物学を担当する講座は、極端に減少し
てきた注4という情報だけは伝え聞いていますが、そういう状況なのですね。  
  
松本英樹  
   はい、確かに減少していますが、私の⼤大学はその講座を復復活しました。  
  
渡邉正⼰己  
   皆様から興味深い話をお聞きしてきましたが、“あっ”という間に、この会議室を使える残り時
間があと５分間になってしまいました。そこで、⼩小林林先⽣生に部屋の利利⽤用時間の延⻑⾧長を会館に交渉
してもらって、午後 5 時 15 分まで使⽤用可能ということになりました。そこで、使える時間は、
あと 20 分間ということですので素早い進⾏行行にご協⼒力力ください。  
   医学の領領域では、検査や治療療に放射線は⽋欠かせません。ですから、医者は、それ相当に放射線
の知識識を備えている必要があります。数ヶ⽉月前、私の 2 歳の孫が転んで頭にコブを作ってしま
ったことがありました。その時、⺟母親である私の娘は、⼀一応医者に診てもらっておこうと孫を病
院に連れていったのですが、担当した若若い医師が、ろくに診察もせずに「CT 写真を撮りましょ
う」といったというのです。そこで、びっくりした娘は、「CT スキャンを取る必要のある状況
なのですか？」と医師に質問したところ、その医師は、「CT スキャン取らなければ頭の中はわ
からないじゃないか？CT  スキャンをとらないのなら命の保証はしない。」と怒怒り出したという
のです。そして、悩みながらも CT スキャンの準備ができるのを診察室の外で待っていた娘に、
担当の看護婦が、寄ってきて「私も、お⼦子さんの状態からすれば CT スキャンを取る必要はない
と思うので、このまま帰ってしまいなさい。医者には、私がうまくいっておいてあげるから。」
と⾔言ってくれたというのです。そこで、「CT スキャンをしたほうがいいですか？」と、私に電
話をかけてきました。私は、看護師の判断で良良いと帰ることを勧めました。転んでタンコブを作
った⼦子供が、「わあわあ」と泣いたあと、意識識がはっきりしていて機嫌よく遊んでいれば、幼児
に CT スキャンをするリスクを考えれば、１⽇日ぐらい様⼦子を⾒見見ようじゃないかっていう判断がで
きないものかと疑ってしまいます。いわゆるおばあちゃんの知恵袋的なところが全くないとい
うことです。医学教育の問題点です。  
  
島⽥田幹男  
   私は、若若⼿手放射線⽣生物学研究会の会⻑⾧長をさせていただいております。その関係でいろいろ勉強
会を開催してきました。例例えば、私は、放射線⽣生物学が専⾨門領領域ですが、放射線リスクについて
は、⼼心理理学や⾏行行動科学などの領領域にも密接に関わることですので、そういったことも含めた若若⼿手
の会員の勉強会もしなければいけないと思っています。そういった福島に関する講演会なども、
勉強をさせていただくという意味でもありますし、⽇日本放射線影響学会の放射線災害対応委員
会の松本英樹先⽣生とこれからも連携を取っていけたらと考えています。  
  

中⽬目雅彦  
   郡⼭山市教育委員会の中⽬目です。先ほど発⾔言させていただきましたが、郡⼭山市としては、放射線
影響学会の先⽣生がたに郡⼭山市の放射線教育に関する取り組みにいろいろご⽀支援をしていただい
ています。そして、⼦子どもたちのために、保護者のために、現場の先⽣生のためにご尽⼒力力いただく
ことに感謝しております。郡⼭山市にある、86 校の⼩小・中学校のうち、既にこれまでに 49 校で
先⽣生がたの放射線セミナーを実施させていただきました。受講された学校からは、来年年度度もご指  
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注 4  1990 年年代には、全国の国⽴立立⼤大学の医学部に、放射線基礎医学講座が 23 講座あったのですが、現在はたった 5講座
になってしまっています。  
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導いただきたいという要望が寄せられています。先ほど、⽥田内先⽣生からお話があったように、⼦子
どもたちの疑問は、素朴で「学校の砂場で遊んでいいのですか？」といった質問が出たりするの
です。その疑問に対して、専⾨門の先⽣生がたに実際に線量量を測っていただいたり、先⽣生がたの指導
のもと⼦子供たちが⾃自分で測ったりすることがずいぶん⼦子供の興味を⾼高めるものとなっています。
セミナーの中では、実際に線源を持って来ていただいて計測しながら簡単な実験を通して、この
程度度の放射線量量なら⼤大丈夫なのだよと教えていただいたことで、⼦子どもたちが安⼼心して⽣生活で
きるようになったという例例も報告されています。郡⼭山市としては、各学校の先⽣生、保護者、⼦子ど
もたちがどんなことを学びたいと思っているかをしっかり把握して、⽇日本放射線影響学会の先
⽣生がたにお伝えし、来年年度度もまたセミナーをさせていただきたいと思っておりますのでご⽀支援
をよろしくお願いします。  
  
⼩小嶋光明  
   専⾨門家にはほど遠い⼩小嶋です。今⽇日、福島原発から何を学んだか？」という討論論会に参加して、
皆様の発⾔言から⾮非常にたくさんの勉強をさせていただきました。私も、九州の⼤大分県で放射線⽣生
物学に関する授業をしたり、市⺠民講座で話をしたりするときに感じるのは、福島県⼈人と⼤大分県⼈人
の間で、とても⼤大きな温度度差があるということです。九州の⼈人たちは、いまや福島で起きた原発
事故のことに関してなにも感じてないですし、「こういう事故が起きたことどう思う？」と⽔水を
向けても「いや別に何も思いません」という答えが戻ってきます。学⽣生でさえ、⾃自分のことのよ
うには思っていないところがあると思います。しかし、⼤大分県は、海峡を挟んで四国の伊⽅方原発
に近く、南海トラフ地震が起きたら、第２の福島になる可能性が⼤大きいと考えられています。だ
から、福島原発の事故でどんなことが起きたのか、どんな変化が起きたさんのかを原発がある地
域の⼈人たちは、こういうのを学んでいく必要がものすごくあると思います。この事故があったこ
とで得ている経験と知識識は、⾮非常に重要なことなのだろうと思っています。そういった意味では、
いま、先輩諸⽒氏が福島の郡⼭山市や南相⾺馬市で⾏行行っている活動は、全国に派⽣生していく必要がある
と感じています。いつ何時、第２の福島と⾔言える事故が起きないとは⾔言い切切れませんから、もし、
起きたときに何ができるのかを、私たち若若い世代も、今⽇日のような勉強会で学んでいくことが⼤大
事なのだと、今⽇日、つくづく感じました。  
  
有吉健太郎郎  
   時間がないので⼿手短に話したいと思います。弘前⼤大学の有吉です。今⽇日、先⽣生がたの貴重な話
をお聞きして⼤大変勉強させていただきました。なかでもソーシャルネットワークサービス（SNS）
の利利⽤用を始め、個⼈人の連携の⼤大切切さを学ばせていただきました。私が今⽇日の討論論会に参加した理理
由は、弘前⼤大学の被爆医療療研究所というとこに勤めていまして事故が起きると住⺠民から⾎血液を
採取し汚染状況を調べ、汚染を取り除く対策を取っています。その中で、漠然とした不不安が今も
持ち続けています。先ほど、⼩小嶋先⽣生が指摘されましたが、将来どこかでもう１回原発事故が起
きたら、もう⼀一度度同じことが起きるのではないかという漠然とした不不安を持ち続けています。リ
スコミ関係で浪浪江町へ何回か⾏行行かせてもらって、放射線の⽣生体影響について説明する機会があ
るのですが、⼀一度度抱いた猜疑⼼心は、あとから何度度説明を繰り返しても取り除くのは⾮非常に難しい
と感じています。話をすると「そうなのか」と⼀一⾒見見納得して安⼼心されたように⾒見見えるのですが、
なかなかそうはゆきません。すぐに、私⾃自⾝身も「納得されたのだろうか」と不不安になってきます。
それでも、今後もそうした活動を粘りつよく繰り返して継続することによって、住⺠民の不不安を軽
減することの貢献してゆく必要があると思っています。  
   私もう⼀一つ、この事故対応で強く感じているのは、事故が起きた直後の対応体制が整っていな
くて、⼤大きくミスリードした⾯面があったと強く思うことです。事故直後にもう少し、綿密に考え
て作戦を⽴立立てる必要があったのではないかと思うのです。事故が起きた時にどう対応するか、情
報をどう広めるかなど様々なことを考える必要があると思いました。そこで SNS を使うかを含
めて検討しなければならないと考えています。  
  
渡邉正⼰己  
   我が国には、原⼦子⼒力力災害対応という観点では、様々なシステムが整備されていました。しかし、
蓋を開けてみると、それらがまともに機能しませんでした。例例えば、我が国で放射線安全に関し
て最上位の組織であり、緊急時には、国⺠民の安全を第⼀一に⾏行行動すべき組織の原⼦子⼒力力委員会でさえ、
対応に逃げ腰でまともに動きませんでした。原⼦子⼒力力災害が起きた時の⾏行行動指針である原⼦子⼒力力災
害対策指針も⼗十分に活⽤用されたとは⾔言えません。地域に張り巡らされていたはずのオフサイト
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センター（緊急事態応急対策拠点施設）を拠点とした⾏行行動は全く機能せず、緊急時の初動対応体
制は破綻していました。早々に体制の⾒見見直しが必要ですが、正直、どの組織が責任を持ってそれ
をしているのかわかりません。  
  
三⾕谷啓志  
   坪倉先⽣生がお話の中で「放射線の影響は線量量に依存するのですよね？」と念念を押さえられまし
た。こうした基本的なことをいちいち確認せねばならないような状態が、いまだに続いていると
いうことです。  
   これだけの原⼦子⼒力力事故が起こったのにも関わらず、国を始め対応関係者は、放射線安全をどう
いう基本的考えに基づいて考え、⾏行行動しているのかを明確に⽰示していないように思えます。放射
線安全に関して、基本的な考え⽅方が⽰示させてなくて、本当に安全が守れるのでしょうか？私たち
は、科学的事実として話しているのですが、実際の放射線安全を守る⾏行行動は、どういう考え⽅方に
基づいてやっているかは、いまだにはっきり⽰示されていないのではないかと思うのです。放射線
影響の基本が明確に⽰示されていないと、放射能による汚染⼟土壌の問題とか、放射性物質で汚染さ
れた物品の仮置き場の問題とか、これからまだ続く課題にまともに対応できないのではありま
せんか？「放射線の影響の程度度と質は、線量量に依存します」、「⾃自然放射線であっても⼈人⼯工放射
線であっても放射線⾃自⾝身は同じです」、「放射線が⼈人から⼈人へ移ることはありません」など、科
学的に極めて明解な事実については、ともかく共通の認識識とするということが⼀一番⼤大事です。若若
い⼈人には、そこのところをしっかりと理理解しておいて欲しいと思います。  
   もう⼀一つは、あまりに細かい数値にとらわれると話がややこしくなってしまうということで
す。環境省省が⽰示している除染基準は、空気中放射線線量量が 0.23μSv/時間と決められていますが、
その数値⾃自体にとらわれてしまうと、なかなか問題解決に辿り着かないということになってし
まいます。何かをするかしないかを決めるときに、⽬目標とする数値を設定するのは、仕⽅方がない
として、その数値について、ああだこうだという議論論ばっかりしていては、先に進めなくなって
しまうということも⼀一つの⼤大きい教訓だと思っています。  
  
渡邉正⼰己  
   確かに先⽣生の指摘される２点は重要ですね。国の担当部署は、放射線安全に対する基本的考え
⽅方をしっかりと⽰示し、それを国⺠民に理理解してもらうよう、繰り返し粘り強く説明してゆく努⼒力力を
怠らないようにせねばならないでしょう。今回は、これができていないことが明らかになりまし
た。  
   また、安全管理理のために基準値が設定されることは⼤大切切ですが、いくつもの仮定の上に導かれ
た数値や、採⽤用された数値をあまりに厳密に運⽤用すると、かえって⼈人々の不不安や不不満を増⻑⾧長させ
るだけで、安全管理理や環境保全活動に⽀支障をきたすようになります。⼀一つの例例を挙げてみましょ
う。事故当初、避難基準値が年年間 20mSv 被ばくとされたとき、各⼾戸の⽞玄関先で放射線量量を測っ
て公的に避難させる家とそうでない家を分ける作業がされていました。そのときに、ある地区の
隣隣り合う三軒の⽞玄関先で規定に沿って放射線量量を測定したところ、右端の家では 2.29μSv   /時
間、真ん中の家では 2.22μSv/時間、左端の家では、2.30μSv/時間の値が得られました（実際
の数値とは違います）。その結果をもとに、判定員は、真ん中の家は、年年間被ばく線量量が 20mSv
に達しないから避難の必要なしと判定し、両側の家は公的避難対象としました。真ん中の家の⼈人
は、⾃自分たちも避難したいと希望したようですが、年年間 20mSv 以上が対象という基準があるの
でできないとしたようです。その真ん中の家には⼥女女⼦子⾼高校⽣生がいたのですが、被ばくの不不安で精
神的に追い詰められてしまったという出来事があったのです。⾃自然放射線量量は、1⽇日のうちでも
かなり変動しますし、測る場所が少し変わるだけでも微妙に変化するのは放射線測定では常識識
的なことで、数⼗十メートルも離離れていない三軒の⽞玄関先での測定結果がそんな程度度の違いなら、
年年間被ばく量量に差がないと考えるのが合理理的で、その三軒共同じ判定にするべきでしょう。担当
者は、数値が導かれた過程を理理解しておれば、多少の数値の変動があっても、ある程度度の広さを
同じようにとり扱うことに何の問題もないとする運⽤用が必須です。この判定の担当者になると
いうことは、それくらいの専⾨門性を備えているべきでしょう。  
  
神﨑訓枝  
   岡⼭山⼤大学の神﨑です。私は、保健学研究科の⼤大学院⽣生で放射線のことは、⼤大学院に⼊入ってから
勉強を始めたところですので、まだまだ、放射線に関しては、⼀一般⼈人の区分にいると思っていま
す。その私が、今⽇日の講演会・討論論会を聞いて⼀一番印象に残ったのは、事故後、⼦子供達の安全を
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考えて PTA が中⼼心となって、学校や通学路路の除染作業をされていたということです。そんなこ
とがあったということは、福島県から遠く離離れ、原発もない岡⼭山県に住む親世代は全然知らなく
て、恐らく、放射能に対する不不安など持っていないと思います。こうしたことを⾃自分のこととし
て捉えて福島に学びにゆける機会があると、⽇日本全体で福島のことを考えていくきっかけにな
るのではないかと思いました。これから信頼される専⾨門家となるために、私⾃自⾝身は放射線化学や
放射線物理理等の基礎的なことからしっかり学び、現状をよく知り、あまりこの分野に興味を持っ
てもらえない⼈人たちにも、実⽤用的なことから広めていきたいと思っています。  
  
嶋⽥田和真  
   保健物理理学会出⾝身の私が影響学会から学ばせていただいて、福島において放射線の問題が複
雑化しているのは、放射線影響の考え⽅方と放射線管理理の考え⽅方がごっちゃになっていることが
⼤大きいかなと思います。簡単に⾔言えば、放射線影響上の 100mSv という線量量の意味は？さらに
は、放射線管理理上の20mSv/年年の意味は？それらをつなげている放射線リスクをどう考えるか？
といったことに対して専⾨門家と⾔言っている⼈人でもしっかりわかっていない⼈人がかなりいたので
はないかと思います。具体的には 20mSv 掛ける 50 年年で、年年間で 1,000 ⼈人に１⼈人のがん死亡
のリスクが増える、これは直線しきい値無し（LNT）仮説をもとに考えられている。そういうリ
スクを基にして対策がなされている下で、私たちのように放射線管理理をやっているものでさえ
も年年 20mSv を超えると危ないとも思ってしまっている⼈人がいる。こうした影響と管理理の誤解が
⼈人々に混乱と不不安、不不信を与え続けているとおもいますので、今⼀一度度専⾨門家が放射線リスクのこ
とを勉強することが必要と思っています。  
   もう⼀一つ違和感を覚えたことは、低線量量率率率の定義が⾼高すぎるということです。低 LET 放射線
の場合、低線量量は 200mSv 以下ということでよいでしょうが、低線量量率率率の定義がかなり⾼高いと
感じます。数的には、UNSCEAR2000 レポートでは、１分間あたり 0.06mSv（３.6mSv/時間、
86.4mSv/⽇日）が低線量量率率率の上限とされていますが、この低線量量率率率の動物実験の結果を基にして
得られた線量量・線量量率率率効果（DDREF）の２を、今の福島にも当てはめるのは間違っているので
はないかと思います。放射線の健康リスクを説明するときには、積算線量量だけでなく、どういう
線量量率率率で被ばくしたときのことかをはっきり⽰示して⾏行行わないとあらぬ誤解を受けると思います。  
  
塚⽥田海⾺馬  
   東京⼯工業⼤大学の環境社会理理⼯工学院融合理理⼯工学系・修⼠士課程１年年の塚⽥田と申します。私は、学⽣生
の⽴立立場で話させていただきたいのですが、今⽇日、これは重要だと思ったことが⼆二つあります。第
⼀一は、情報を正しく伝えること、であり、第⼆二は、情報の伝え⽅方です。  
⼀一つ⽬目に関しては、放射線の⽣生体影響について福島で問題になっていることは、その道の科学者
の⼈人たちにとって、科学的ベースでは、普通に予想できる範囲内にあるのだろうと思います。⼈人
類は、⾔言葉葉で科学的事実を共有することができる唯⼀一の⽣生物ですから、科学活動を通じて知った
様々な事実を蓄積し国や時代を超えて使うことができます。さらに、それを組み合わせて、これ
まで経験したことのない障害も乗り越えることができます。私は、学んだことを次の世代に伝え
ることができるということが⼈人間の良良さだと思っているので、今回の事故の経験も、講演会や討
論論会を通じて次の世代に伝えていくことが⼤大事だと思っています。  
   もう⼀一つは、先ほど、放射線にも良良い⾯面と悪い⾯面があるといわれていましたが、それと同じで、
情報の伝え⽅方にも⼀一つ⼀一つにそれぞれ良良い⾯面と悪い⾯面があると思います。先ほど、SNS の利利⽤用
が便便利利という話がありましたが、その利利⽤用にも良良い⾯面と悪い⾯面があって、良良い⾯面としては、⼀一度度
に、広範囲に情報を伝えられるということがありますが、悪い⾯面としては、情報が多すぎてどれ
を信じていいのかわからないということが挙げられます。ネットに掲載されている情報が間違
っていたとしても、判りやすい⾔言葉葉で書いてあれば、難しい専⾨門語で書かれている専⾨門家の情報
よりもそっちを信じてしまいます。若若者の場合は、「これで満⾜足しようかな」という決着のつけ
⽅方が普通ですから。専⾨門家も、わかりやすく興味を持てるような伝え⽅方を考えて⾏行行かないといけ
ないと思いました。  
  
松本英樹  
   時間がなくなってしまったので、お⼿手元にお配りした私の２枚の資料料を⾒見見ていただきたいと
思います。今⽇日の討論論会は「次の世代に何を伝えるか」というテーマだったのですが、とにかく、
これまで展開してきたこのＱ＆Ａ活動を継続することが⼤大事だと思います。そして、正⽉月に島⽥田
幹男先⽣生が、私のところに、学会でのＱ＆Ａ活動への取り組みに若若⼿手が参加するという意思を⽰示
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してくれたこともあって、今後の活動に若若⼿手が積極的参加してくれて世代交代が進み、活動が継
続されることを願っています。  
   Ｑ&Ａ活動そのものは、事故直後は、メールによる Q&A でしたが、その時は、メールを介し
て多少の双⽅方向のやり取りがあったと思います。その後、出席者の⽣生の声を聞きながら、質問に
も丁寧に答えてゆくという少⼈人数グループを対象とした⼩小さな講演会を主体に活動してきまし
たが、そのやり⽅方を充実させてゆくのが良良いかなと思っています。少⼈人数を対象にして対話を重
視した講演会を継続して⾏行行けば、市⺠民の間にも、放射線に対する勉強が根付いていくのではない
かと思います。  
   ⼀一⽅方、⼩小・中学校における放射線教育の⽀支援は、かなり難しいことがあると思うのですが、
私たちが、⼩小・中学校でグループ学習を指導するという形で進めて⾏行行けば、専⾨門家による放射
線教育という意味でかなり結果がついてくるのではないかと思います。ちょうど、いま、⼤大学
でよくやられているテュートリアルの簡単な形を想定しています。  
  
⼩小林林純也  
   私は、京都に⼗十何年年住んでいますが、⼀一番感じていることは、歴史は繰り返すということです。
福島原発事故が起きて放射線教育の重要性が指摘されていますが、広島・⻑⾧長崎の原爆を経験した
⽇日本国⺠民は、放射線についてある程度度教育されたと思っていたのですが、全く実を結んでいない
ということがはっきりしました。もう⼀一度度、しっかりとした放射線教育が⼤大学レベルでもしっか
り⾏行行われる必要があると考えています。私ができることは少ないのですが、医学部に限らずいろ
いろな学部で放射線教育をすることが必要と思います。医学の分野に就職すれば診断や医療療の
現場で、⼯工学関係に就職すれば原⼦子⼒力力だけでなく、X線・密封線源などの検査機器を利利⽤用する現
場で、マスコミに就職しても記事を書くために放射線の知識識は必要です。そのために、幅広い学
部で教育内容に取り込んでくれる必要があるように感じます。  
   それに加えてもうひとつ重要と考えることは、放射線影響研究への向き合い⽅方だと思います。
私は放射線⾼高感受性遺伝病・⽑毛細⾎血管拡張性運動失調症を⻑⾧長年年研究対象とし、その患者と会う機
会が結構あります。その病気は、遺伝病のため、現時点では完治できない病気ですが、第⼀一線の
科学者が病気の原因･治療療法の解明をめざす研究に対する真摯な姿勢を⽰示すことは、患者及びそ
の家族に少しでも安⼼心感を与えられるのではないかと、私は考えており、このような不不安を持っ
ている⼈人に専⾨門家が寄り添ってケアするという姿勢は、ある意味、福島で放射線に不不安を持って
いる⼈人への科学者の対応でも重要だと思っております。福島住⺠民、さらに⽇日本国⺠民には放射線⽣生
体影響について不不安を持っている⼈人も多く、私もこのような⽅方々の不不安を少しでも解消できる
よう、これからも放射線⽣生体影響研究に⼒力力を尽くしていきたいと考えます。  
  
松本義久  
   私は、資料料を配っていますので、ご覧になったらおわかりになる通りですが、⼤大半は、⽥田内先
⽣生が講演で触れられたことです。しかし、⼀一つ懸念念していることがあります。それは、⼩小嶋先⽣生
が指摘されたことです。このレジュメの中で⼀一番⾔言いたいことは、最後の２ページの内容です。
つまり、私たちが伝えるリスク情報を信頼してもらうために何が必要かを考えると、つまるとこ
ろは「尊敬される   (リスペクト)」と「信頼される   (トラスト)」にゆきつきます。だから、私た
ちは、この活動を通じて「この⼈人は、科学的に正しい知識識を持っている、嘘をついていない、隠
していない、よってこの⼈人が⾔言うことは信頼できる」というところにどのように⾏行行き着くかを模
索索しながら、⾃自分で学んだ６年年間だったと思います。  
   その経験を通して、⾃自分⾃自⾝身の⾃自省省を込めて書いたのが最後のスライドで、私が次の世代に伝
えたいことです。「尊敬され、信頼される科学者、専⾨門家になるためにはどうしたらいいか？」
に⽴立立ちふさがる⼀一つの問題は、最近は、専⾨門があまりにも細分化されているということです。こ
の問題は、各⾃自が放射線に関する知識識を⽔水平に指導するように⼼心がけることによって乗り越え
て⾏行行く必要があります。私たちは、すべての領領域で専⾨門家にはなれませんから、多様な専⾨門家の
ネットワークでつながっていく必要があり、そうしたネットワーク作りが学会の役割だと思い
ます。そのネットワークには、社会科学者も組み込んで⾏行行く必要があるでしょう。危機的状況下
で専⾨門家に対する社会からの期待というのは⾮非常に⼤大きいのです。それだけに、市⺠民からの期待
に専⾨門家として適切切に応えられなかったときに、市⺠民が感じる失望、喪失というのは⾮非常に⼤大き
いと思います。⽇日本の社会において、私たちが⾃自由に研究することが許されているのか、あるい
は、その資⾦金金を国⺠民がどうして提供してくれているかをも真摯に考える必要があると思いまし
た。  
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渡邉正⼰己  
   どうもありがとうございました。この会場の使⽤用終了了時間まで、ほとんど時間は残っていませ
んが、最後は、しっかりと纏めていただけましたので、これこそ、やっぱり専⾨門家の実⼒力力だと思
いました。ありがとうございました。  
   今⽇日の討論論会は、当初、もっと突き詰めて国の⾏行行動⽅方針に対する意⾒見見をまとめるくらいまで辿
り着き、若若⼿手の⼈人たちに、私たちが⾏行行ってきた活動の意義を伝えることができればいいかなと思
っていたのですが、どの程度度⽬目的を果たせたかと少し⼼心配です。今後、松本英樹先⽣生をリーダー
にして、⽇日本放射線影響学会では、この活動を継続させるということですので安⼼心しました。そ
の活動に対して、若若い⼈人たちは、先輩がやっているから⼀一緒にやるというのではなく、常に⾃自分
が主役になるという気持ちを持って、専⾨門家として参加してもらいたいと思いました。頑張って
ください。  
   今⽇日は、いろいろな先⽣生からいろいろなアイデアを披露露していただきました。私たちの活動は、
活動内容を定期的に再検討し、少しずつ⽅方針転換をして進めてきましたので、⼤大筋では、皆様の
思いは同じ⽅方向を⽬目指していることがよくわかって安⼼心しました。そこで、最後に、今⽇日の話題
には出なかったけれども、⼀一度度は考えておかねばならない問題について私感を述べさせていた
だきたいと思います。  
   まず第⼀一に、学会が本当にこういう活動の主体になり得るかどうかということです。これは⼀一
度度、皆さんにも考えてもらいたいことです。というのは、今回、⽥田内先⽣生がまとめてくれたよう
に、この活動を⽴立立ち上げるときに私たちが属している⽇日本放射線影響学会の執⾏行行部は、こうした
活動が必要かどうかについて⽅方針が全く出せずにおりました。事故直後の 3⽉月 13 ⽇日に、こうし
た活動を学会ですることを提案したときから、実際に活動を始めた 3 ⽉月 18 ⽇日までの短い時間
に、⽇日本国⺠民に放射線の影響が及ぶかもしれない緊急事態が起きて、国⺠民の多くが不不安な瞬間を
過ごしているにも関わらず、放射線の⼈人体影響に関する専⾨門家が、その専⾨門性を持って社会の役
に⽴立立つことに躊躇する姿を⾒見見て、この学会は決定⼒力力のないところだなと私もイライラはしてい
ました。しかし、冷冷静になって考えてみれば、学会は、いろいろな考えの⼈人が共存する組織なの
です。ですから、私たちのようなやり⽅方に同意する⼈人もいれば、そうでない⼈人もいるのが当然の
組織なのです。その中でどちらにするかを即座に決めるということはなかなか難しくて、私もこ
の活動への参加を皆様に呼びかけるまえに、⽇日本放射線影響学会の複数の⼤大先輩から「渡邉、そ
んなことはやるな。それをすれば、君の科学者⽣生命は終わりになるぞ」と忠告されたのですが、
私は「科学者を辞めることになっても、科学者としてこの活動をする必要があると思います」と
⾔言い返した覚えがあります。今回のような事故は、そんなに頻繁に起きるものではなく、私の⼀一
⽣生で⼀一回のことだと思います。若若い皆様には、そういうことを考えて⾏行行動してほしいと思います。
⾃自分と違う考えの⼈人が必ず学会の中にいるわけです。学会は何かと⾔言うと、どんな考えの⼈人でも、
学会が掲げる専⾨門領領域のことについては、⾃自由な発⾔言ができて⾃自由な活動ができるということ
ですから、この種の Q&A 活動を学会が中⼼心になって実施できるかどうかというと、ちょっと疑
問に思っています。  
   こうしたことができる拠点は、学会ではなく⼤大学ではないかと思うようになっています。⼤大学
は、様々な専⾨門家がそれぞれを尊重しながら共存できるところですから。私たちの活動も、実は
放射線⽣生物研究センターの先⽣生がたの協⼒力力無くしてはありませんでした。こういうのは、放⽣生研
の松本先⽣生と⾼高⽥田先⽣生の⼆二⼈人のセンター⻑⾧長が「ここで拠点にしていいよ」と⾔言ってくださったか
らです。それが良良かった理理由は、いくつもありますが、第⼀一に財政的裏裏付けを得やすいというこ
とです。私たちの活動は、私たちの活動を利利⽤用される⼀一般⼈人には、何の経済的負担も与えないよ
うなボランティア的に運営を⼼心がけてきました。しかし、財政的裏裏付けなしで活動はできません
のでなんとかして活動費を獲得しなければなりません。そのために、⼤大学に拠点を持つことは、
スポンサーに対しても受け⼊入れやすいことなのです。この６年年間に、京都⼤大学をはじめ、国⽴立立⼤大
学協会、科学技術振興機構、⽂文部科学省省、財団法⼈人などから紐紐のつかない⽀支援をしていただきま
した。そのときに、拠点として放⽣生研センターが果たしてくれた役割は⾮非常に⼤大きかったと実感
しています。この場を借りてお礼申し上げます。今後、こうした事業を継続するときには、誰か
が、本気になって拠点をつくり活動費を作らねばなかなかうまく⾏行行きません。若若い⼈人が、よく研
究費がないから研究ができないと⾔言いますが、研究をすれば⾃自然と研究費はついてくるもので
す。  
   この活動には、福島県の郡⼭山市および南相⾺馬市にも協⼒力力をしていただいています。今⽇日も何⼈人
か参加していただいていますが、話の途中で、⽇日本放射線影響学会話問題が登場してくると「何
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を話しているのだろうか？」ということもあったかもしれません。しかし、私たちは、少しでも
皆さんのお役に⽴立立てるようにということで頑張っておるグループですので、なんでも気楽にご
相談いただけたらと思っております。こういうところで、今⽇日の講演会、終わりにしたいと思い
ます。今⽇日、発⾔言していただいたことについては、できるだけ記述して報告書としてまとめたい
と思いますので、そのときに、皆様に⾃自分の発⾔言内容のチェックをしていただきますので、ご協
⼒力力ください。  
   何か皆様の⽅方から、発⾔言はありませんか？何もないようでしたら、これで本⽇日の討論論会を閉
会します。  
  
  
  
  
【討論論会参加者】  
有吉健太郎郎      弘前⼤大学・被ばく医療療総合研究所・助教  
⼤大橋   克全      郡⼭山市⽴立立富⽥田中学校・教頭  
柿沼志津⼦子      国⽴立立研究開発法⼈人・量量⼦子科学技術研究開発機構・放射線医学総合        
                     研究所・放射線影響研究部・部⻑⾧長  
神崎   訓枝      岡⼭山⼤大学・⼤大学院保健学研究科・⼤大学院⽣生  
⼩小島   光明      ⼤大分県⽴立立看護⼤大学・准教授  
⼩小林林   純也      京都⼤大学・放射線⽣生物研究センター・准教授  
⼩小松   賢志      京都⼤大学・放射線⽣生物研究センター・教授  
嶋⽥田   和真      ⽇日本原⼦子⼒力力研究開発機構・安全研究センター・研究職  
島⽥田   義也      国⽴立立研究開発法⼈人・量量⼦子科学技術研究開発機構・理理事  
島⽥田   幹男      東京⼯工業⼤大学・先導原⼦子⼒力力研究所・助教  
⽥田内      広        茨城⼤大学・理理学部・教授  
⾼高⽥田      穣      京都⼤大学・放射線⽣生物研究センター・教授  
塚⽥田   海⾺馬      東京⼯工業⼤大学・環境社会理理⼯工学院融合理理⼯工学系・⼤大学院⽣生  
坪倉   正治      相⾺馬中央病院・南相⾺馬市⽴立立総合病院・医師  
中⽬目   雅彦      郡⼭山市教育委員会・学校教育部・指導主事  
新川      博      南相⾺馬市健康づくり課・放射線健康相談員  
原⽥田      浩      京都⼤大学・放射線⽣生物研究センター・教授  
星         憲      南相⾺馬市・健康福祉部健康づくり課・職員  
松⽥田     尚樹      ⻑⾧長崎⼤大学・原爆後障害医療療研究所・教授  
松本   智裕      京都⼤大学・放射線⽣生物研究センター・教授  
松本   英樹      福井⼤大学・医学系部門放射線基礎医学分野・准教授  
松本   義久      東京⼯工業⼤大学・先導原⼦子⼒力力研究所・准教授  
三⾕谷   啓志      東京⼤大学・⼤大学院新領領域創成科学研究科・教授  
渡邉   正⼰己      京都⼤大学・放射線⽣生物研究センター・特任教授  
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付録：Q&A講演会開催記録                                                                       
（この開催記録は  http://rbnet.jp/2017QA.pdfで閲覧、ダウンロードできます。）  
  
第1回放射線影響解説セミナー「放射線と私達のくらしについて」  
⽇日      時：平成23年年9⽉月5⽇日  午後１時〜～午後3時  
会      場：新座市  にいざほっとプラザ  
世  話  ⼈人：NPO法⼈人  環境教育⽀支援ネットワーク  
聴  講  者：92名  
講        師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・教授）  
第2回  放射線影響解説セミナー「放射線の健康影響について」  
⽇日        時：平成23年年9⽉月8⽇日  午後1時~∼午後3時30分  
会        場：科学技術振興機構(JST)イノベーションサテライト筑波  
聴  講  者：約170名  
世  話  ⼈人：科学技術振興機構  
講        師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）、松本義久（東京⼯工業⼤大学・准  
                             教授）、⽥田内広（茨城⼤大学・教授）、⽴立立花章（茨城⼤大学・教授）、渡邉正⼰己（京都  
                             ⼤大学・教授）  
第3回  放射線影響解説セミナー「放射線の健康影響について」  
⽇日         時：平成23年年9⽉月8⽇日  午後6時~∼午後8時30分  
会        場：つくば市役所⼤大会議室  
聴  講  者：約300名（⾃自治体職員）  
世  話  ⼈人：つくば市原⼦子⼒力力対策室、科学技術振興機構  
講        師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）、松本義久（東京⼯工業⼤大学・准  
                             教授）、⽥田内広（茨城⼤大学・教授）、⽴立立花章（茨城⼤大学・教授）、渡邉正⼰己（京都  
                             ⼤大学・教授）  
第4回  放射線影響解説セミナー「被ばくの影響について」  
⽇日      時：平成23年年9⽉月10⽇日  午後3時~∼午後6時30分  
会      場：福島県伊達市  伊達中学校視聴覚室  
聴  講  者：38名  
世  話  ⼈人：伊達中学校PTA（代表：⾺馬⽬目与⼀一）  
講        師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）、松本義久（東京⼯工業⼤大学・准  
                             教授）、⽴立立花章（茨城⼤大学・教授）、渡邉正⼰己（京都⼤大学・教授）  
第5回  放射線影響解説セミナー「放射線に関する勉強会」  
⽇日        時：平成23年年10⽉月15⽇日  午後1時~∼午後3時30分  
会        場：つくばカピオ     
聴  講  者：約175名（⼀一般市⺠民）  
世  話  ⼈人：つくば市原⼦子⼒力力対策室  
講        師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）、松本義久（東京⼯工業⼤大学・准  
                             教授）、松本英樹（福井⼤大学・准教授）、三⾕谷啓志（東京⼤大学・教授）、渡邉正⼰己（京  
                             都⼤大学・教授）  
第6回  放射線影響解説セミナー「放射線に関する勉強会」  
⽇日        時：平成23年年10⽉月15⽇日  午後4時~∼午後6時  
会        場：つくばカピオ     
聴  講  者：約110名（⼩小中学校教員）  
世  話  ⼈人：つくば市原⼦子⼒力力対策室  
講        師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）、松本英樹（福井⼤大学・准教授）、  
                             三⾕谷啓志（東京⼤大学・教授）、渡邉正⼰己（京都⼤大学・教授）  
第7回  放射線影響解説セミナー  
⽇日        時：平成23年年11⽉月5⽇日  午前11時~∼午後1時30分  
会        場：南相⾺馬市上真野⼩小学校  
聴  講  者：約60名（上真野⼩小学校保護者関係者）  
世  話  ⼈人：南相⾺馬市上真野⼩小学校PTA  
講        師：松本義久（東京⼯工業⼤大学・准教授）、松本英樹（福井⼤大学・准教授）、富⽥田悟（東  
                             京⼯工業⼤大学・助教）  
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第8回  放射線影響解説セミナー  
⽇日        時：平成23年年11⽉月5⽇日  午後2時~∼午後5時  
会        場：南相⾺馬市   料料亭⻲亀⼋八  
聴  講  者：約70名（⼩小学校保護者および南相⾺馬市農業会会員）  
世  話  ⼈人：南相⾺馬市農業会  
講        師：松本義久（東京⼯工業⼤大学・准教授）、松本英樹（福井⼤大学・准教授）、富⽥田悟（東  
                             京⼯工業⼤大学・助教）  
第9回  放射線影響解説セミナー「放射線の健康影響」  
⽇日        時：平成23年年12⽉月8⽇日  午後6時~∼午後8時半  
会        場：京都市真如堂  
聴  講  者：約40名（⽐比叡⼭山延暦寺(天台宗)関係僧侶）  
世  話  ⼈人：⽐比叡⼭山延暦寺天台宗教育部  
講        師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・教授）  
第10回  放射線影響解説セミナー「放射線と私達の暮らし」  
⽇日        時：平成23年年12⽉月9⽇日  午後2時~∼午後4時半  
会        場：ホテルグランド富⼠士  
聴  講  者：約220名（⼀一般市⺠民）  
世  話  ⼈人：国際ソロプチミスト富⼠士（⼥女女性経営者会議）  
講        師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・教授）  
第11回  放射線影響解説セミナー「放射線の健康影響」  
⽇日        時：平成23年年12⽉月10⽇日  午後3時~∼午後6時  
会        場：伊達市諏訪野地区集会場  
聴  講  者：約40名（⼀一般市⺠民）  
世  話  ⼈人：伊達市諏訪野地区住⺠民会  
講        師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）、⼩小野哲也（東北北⼤大学・教授）、  
                             松本義久（東京⼯工業⼤大学・准教授）、渡邉正⼰己（京都⼤大学・教授）  
第12回  放射線影響解説セミナー「放射線の健康影響」  
⽇日        時：平成23年年12⽉月11⽇日  午後3時~∼午後6時  
会        場：保原公⺠民館  
聴  講  者：約35名（⼀一般市⺠民）  
世  話  ⼈人：伊達市保原桃陵陵中学校PTA     
講        師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）、⼩小野哲也（東北北⼤大学・教授）、  
                             渡邉正⼰己（京都⼤大学・教授）  
第13回  放射線影響解説セミナー「放射線に関する勉強会」  
⽇日        時：平成24年年1⽉月15⽇日  午前10時~∼午後1時  
会        場：郡⼭山市   オステオパシー研究所  七仁治療療院  
聴  講  者：約40名（⼀一般市⺠民）  
世  話  ⼈人：セシウムバスターズ郡⼭山（代表：七海仁⼀一）  
講        師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）、松本義久（東京⼯工業⼤大学・准     
                             教授）、渡邉正⼰己（京都⼤大学・教授）  
第14回  放射線影響解説セミナー「放射線に関する勉強会」  
⽇日        時：平成24年年1⽉月15⽇日  午後2時~∼午後5時  
会        場：オステオパシー研究所  
聴  講  者：約40名（⼀一般市⺠民）  
世  話  ⼈人：セシウムバスターズ郡⼭山（代表：七海仁⼀一）  
講        師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）、松本義久（東京⼯工業⼤大学・准  
                             教授）、渡邉正⼰己（京都⼤大学・教授）  
第15回  放射線影響解説セミナー「放射線に関する勉強会」  
⽇日        時：平成24年年2⽉月19⽇日  午前10時~∼午後3時  
会        場：郡⼭山市   オステオパシー研究所  
聴  講  者：約40名（⼀一般市⺠民）  
世  話  ⼈人：セシウムバスターズ郡⼭山（代表：七海仁⼀一）  
講        師：松本英樹（福井⼤大学・准教授）、松本義久（東京⼯工業⼤大学・准教授）、⽥田内広（茨  
                             城⼤大学・教授）、富⽥田悟（東京⼯工業⼤大学・教授）  
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第16回  放射線影響解説セミナー「放射線と私達の暮らし」  
⽇日        時：平成24年年2⽉月19⽇日  午後3時~∼午後6時  
会        場：郡⼭山市  蕎⻨麦処「しぶや」  
聴  講  者：約40名（⼀一般市⺠民）  
世  話  ⼈人：郡⼭山市  市⺠民勉強会（代表  ⼤大⽊木清⼀一）  
講        師：松本英樹（福井⼤大学・准教授）、松本義久（東京⼯工業⼤大学・准教授）、⽥田内広（茨  
                             城⼤大学・教授）、富⽥田悟（東京⼯工業⼤大学・教授）  
第17回  放射線影響解説セミナー「被ばくの影響について」  
⽇日        時：平成24年年2⽉月19⽇日  午後1時30分~∼午後3時30分  
会        場：福島県⽟玉川村   たまかわ⽂文化体育館  
聴  講  者：約150名（⼀一般市⺠民）  
世  話  ⼈人：⽟玉川村健康福祉課（廣瀬亜紀⼦子）  
講        師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）、三⾕谷啓志（東京⼤大学・教授）、  
                             渡邉正⼰己（京都⼤大学・教授）  
第18回  放射線影響解説セミナー「放射線の⼈人体影響の仕組み」  
⽇日        時：平成24年年3⽉月15⽇日  午後1時~∼午後4時  
会        場：ピースネット   ㈱トウエキ１F     
聴  講  者：約40名（⼀一般市⺠民）  
世  話  ⼈人：郡⼭山の放射能を除去する会   根本昇  
講        師：松本義久（東京⼯工業⼤大学・准教授）、⽴立立花章（茨城⼤大学・教授）、渡邉正⼰己（京都  
                             ⼤大学・教授）  
第19回  放射線影響解説セミナー「放射線の⼈人体影響の仕組み」  
⽇日        時：平成24年年3⽉月15⽇日  午後6時30分~∼午後9時  
会        場：郡⼭山市中⼩小企業同友会２階会議室   福島県郡⼭山市⻄西ノ内2丁⽬目12-‐‑‒8古川ビル  
聴  講  者：約40名（⼀一般市⺠民）  
世  話  ⼈人：郡⼭山市中⼩小企業同友会   ⼤大川原順  
講        師：松本義久（東京⼯工業⼤大学・准教授）、⽴立立花章（茨城⼤大学・教授）、渡邉正⼰己（京都  
                             ⼤大学・教授）  
第20回  放射線影響解説セミナー「放射線の⼈人体への影響と予防」  
⽇日        時：平成24年年3⽉月23⽇日  午後5時35分~∼午後7時  
会        場：郡⼭山市労働福祉会館  ２階中ホール  
聴  講  者：約40名（⼀一般市⺠民）  
世  話  ⼈人：社団法⼈人  郡⼭山⻘青年年会議所   ⻘青少年年教育委員会（委員⻑⾧長  三本⽊木  淳）  
講        師：松本義久（東京⼯工業⼤大学・准教授）、渡邉正⼰己（京都⼤大学・教授）  
第21回  放射線影響解説セミナー「放射線の⼈人体への影響と予防」  
⽇日        時：平成24年年3⽉月24⽇日  午前10時~∼午後1時  
会        場：北北⽥田第⼆二町内会殿町集会所  
聴  講  者：約40名（⼀一般市⺠民）  
世  話  ⼈人：郡⼭山市北北⽥田第⼆二町内会（佐藤健⼆二）  
講        師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）、松本義久（東京⼯工業⼤大学・准  
                             教授）、渡邉正⼰己（京都⼤大学・教授）  
第22回  放射線影響解説勉強会「放射線の⼈人体影響」  
⽇日        時：平成24年年4⽉月22⽇日  午後1時~∼午後５時  
会        場：㈱福島県折込広告社会議室  
聴  講  者：約40名（⼀一般市⺠民）  
世  話  ⼈人：郡⼭山の放射能を除去する会（⼤大川原順⼀一、根本昇）  
講        師：松⽥田尚樹（⻑⾧長崎⼤大学・教授）、渡邉正⼰己（京都⼤大学・教授）  
第23回  放射線影響解説セミナー「放射線の⼈人体影響」  
⽇日        時：平成24年年4⽉月22⽇日  午後1時~∼午後5時  
会        場：オステオパシー研究所  
聴  講  者：約40名（⼀一般市⺠民）  
世  話  ⼈人：セシウムバスターズ郡⼭山（代表：七海仁⼀一）  
講        師：⽥田内広（茨城⼤大学・教授）、松本義久（東京⼯工業⼤大学・准教授）  
  



 36 

第24回  放射線影響解説セミナー「放射線の⼈人体影響」  
⽇日        時：平成24年年4⽉月25⽇日  午後1時~∼午後5時  
会        場：富⼠士通テン株式会社  
聴  講  者：神⼾戸市(兵庫県)、⼩小⼭山市(栃⽊木県)、中津川市(岐⾩阜県)を結んだ映像中継で約90名  
世  話  ⼈人：富⼠士通テン労働組合（代表：川崎裕⼆二郎郎）  
講        師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
第 25回  放射線影響解説セミナー「放射線の⼈人体影響」  
⽇日        時：平成 24 年年 5 ⽉月 15 ⽇日  （⽕火）午前 10 時 30 分~∼午後 2時 30 分  
会        場：相⾺馬市相⾺馬松川浦温泉・ホテル⾶飛天・福島県相⾺馬市和⽥田字中迫 104-‐‑‒3  
聴  講  者：約 33 名（⼀一般市⺠民）  
世  話  ⼈人：福島県⼥女女性経営者プラザ   （代表：副会⻑⾧長  紺野涼）  
講        師：松本義久（東京⼯工業⼤大学・准教授）、松本英樹（福井⼤大学・准教授）、渡邉正⼰己  （京  
                             都⼤大学・名誉教授）  
第 26 回  放射線影響解説セミナー「放射線の健康影響」  
⽇日        時：平成 24 年年 5 ⽉月 22 ⽇日（⽕火）  午後 3時 30 分~∼午後 6時 30 分  
会        場：郡⼭山市   福島県 LP ガス協会郡⼭山⽀支部会議室  
聴  講  者：約 45 名（⼀一般市⺠民）  
世  話  ⼈人：福島県 LP ガス協会郡⼭山⽀支部（代表：⽀支部⻑⾧長、櫛櫛⽥田忠男   担当、⽮矢内）  
講        師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）、三⾕谷啓志（東京⼤大学・教授）、  
                             渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
第 27回  放射線影響解説セミナー「放射線の健康影響」  
⽇日        時：平成 24 年年 5 ⽉月 29 ⽇日（⽕火）  午後 5時~∼午後 8時  
会        場：郡⼭山市⻁虎丸町 2-‐‑‒12   三基郡⼭山事務所会議室  
聴  講  者：60 名（⼀一般⼥女女性市⺠民）  
世  話  ⼈人：鈴鈴⽊木智雄  
講        師：島⽥田義也（放射線医学総合研究所・グループ⻑⾧長）、渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
第 28回  放射線影響解説セミナー「放射線の健康影響」  
⽇日        時：平成 24 年年 5 ⽉月 29 ⽇日（⽕火）  午後 6時~∼午後 8時  
会        場：喜久⽥田町南東北北卸センター会議室  
聴  講  者：約 40 名（⼀一般市⺠民）  
世  話  ⼈人：春⽇日  隆     
講        師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）、松本義久（東京⼯工業⼤大学・准教  
                             授）  
第 29回  放射線影響解説セミナー「放射線の健康影響」  
⽇日      時：平成 24 年年 6 ⽉月 22 ⽇日（⾦金金）   午後３時〜～午後４時 30 分  
会      場：福島県⻄西⽩白河郡⽮矢吹町⽴立立善郷⼩小学校   会議室  福島県⻄西⽩白河郡⽮矢吹町⼩小松 384-‐‑‒2     
                             学校連絡先：TEL      0248-‐‑‒42-‐‑‒3626  
聴  講  者：授業参観後の保護者、約 120 名  
世  話  ⼈人：森尾絢⼦子  
講      師：三⾕谷啓志（東京⼤大学・教授）、松本義久（東京⼯工業⼤大学・准教授）  
講演内容：第⼀一部   原⼦子⼒力力と放射線の基礎-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒松本義久（東京⼯工業⼤大学・准教授）  
                             第⼆二部   放射線の健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒三⾕谷啓志（東京⼤大学・教授）  
                             第三部   質疑応答-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒総合司会：三⾕谷啓志（東京⼤大学・教授）  
第 30回  放射線影響解説セミナー「放射線の健康影響」  
⽇日      時：平成 24 年年 6 ⽉月 30 ⽇日（⼟土）  午後 1時 30 分~∼午後４時  
会      場：華松きもの着付学院   『かまわぬ』     郡⼭山市⼋八⼭山⽥田２丁⽬目２９番地     
聴  講  者：約 40 名（⼀一般市⺠民、主婦・⺟母親）  
世  話  ⼈人：本⽥田康⼆二  
講        師：⽥田内広（茨城⼤大学・教授）、島⽥田義也（放射線医学総合研究所・プロジェクトリーダ  
                             ー）、  渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
講演内容：第⼀一部   リスク情報の受け⽌止めかた-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
                             第⼆二部   原⼦子⼒力力と放射線の基礎-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒⽥田内広（茨城⼤大学・教授）  
                             第三部   放射線の健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒島⽥田義也（放射線医学総合研究所・グループ⻑⾧長）  
                             第四部   質疑応答-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒総合司会：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
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第 31回  放射線影響解説セミナー「放射線の健康影響」  
⽇日      時：平成 24 年年 7 ⽉月 4 ⽇日（⽔水）午後 5時〜～午後 8時  
会      場：郡⼭山市安積町  商⼯工会会議所  
聴  講  者：約 60 名（⼀一般市⺠民、主婦・⺟母親）  
世  話  ⼈人：安積町商⼯工会   根本  昇     
講        師：松本義久（東京⼯工業⼤大学・准教授）、渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
講演内容：第⼀一部   リスク情報の受け⽌止めかた-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
                             第⼆二部   原⼦子⼒力力と放射線の基礎-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒松本義久（東京⼯工業⼤大学・准教授）  
                             第三部   放射線の健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
                             第四部   質疑応答-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒総合司会：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
第 32回  放射線影響解説セミナー「放射線の健康影響」  
⽇日      時：平成 24 年年 7 ⽉月 8 ⽇日（⽇日）午後 1時〜～午後 5時  
会      場：郡⼭山市御前南１－７０  オステオパシー研究所・七仁治療療院  
出  席  者：約 60 名（⼀一般市⺠民、主婦・⺟母親）  
世  話  ⼈人：セシウムバスターズ郡⼭山（七海仁⼀一）  
講        師：松本英樹（福井⼤大学・准教授）、⽥田内広（茨城⼤大学・教授）、渡邉正⼰己（京都⼤大学・  
                             名誉教授）  
オブザーバー：原⽥田（京都⼤大学）  
講演内容：第⼀一部   科学情報を正しく理理解するために-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
                             第⼆二部   原⼦子⼒力力と放射線の基礎-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒松本英樹（福井⼤大学・准教授）  
                             第三部   放射線の健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒⽥田内広（茨城⼤大学・教授）  
                             第四部   質疑応答-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒司会：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
第 33回  放射線影響解説セミナー「放射線の健康影響」  
⽇日        時：平成 24 年年 7 ⽉月 22 ⽇日（⽇日）午後 1時 30 分〜～午後 3時 30 分  
会        場：福島市コラッセふくしま  
聴  講  者：約 60 名（⼀一般市⺠民、主婦・⺟母親）  
世  話  ⼈人：福の⿃鳥プロジェクト  事務局  ⾕谷⼝口宏⼦子  
講        師：⽴立立花章（茨城⼤大学・教授）、宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）、渡  
                             邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
オブザーバー：桂真理理（東京⼤大学）  
講演内容：第⼀一部   原⼦子⼒力力と放射線の基礎-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒⽴立立花章（茨城⼤大学・教授）  
                             第⼆二部   放射線の健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）  
                             第三部   質疑応答-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒総合司会：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
第 34回  放射線影響解説セミナー「放射線の健康影響」  
⽇日      時：平成 24 年年 7 ⽉月 23 ⽇日（⽉月）   午後 1時〜～午後４時  
会      場：郡⼭山ヘアメイクカレッジ（美容学校）963-‐‑‒8873  郡⼭山市愛宕町 6-‐‑‒27     
聴  講  者：45 名（美容学校⽣生徒）  
世  話  ⼈人：⼩小野寺   広美     
講        師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）、渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
オブザーバー：中村⿇麻⼦子(⼤大阪医科⼤大学)  
講演内容：第⼀一部   原⼦子⼒力力と放射線の基礎-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）  
               第⼆二部   放射線の健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
               第三部   質疑応答-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒総合司会：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
第 35回  放射線影響解説セミナー「放射線の健康影響」  
⽇日      時：平成 24 年年 8 ⽉月 26 ⽇日(⽇日)  午後  1 時 30 分〜～午後 4時 30 分  
会      場：⼀一般社団法⼈人つきだて振興公社つきだて花⼯工房  
                  〒960-‐‑‒0903 福島県伊達市⽉月舘町下⼿手渡字寺窪 7番地  
聴  講  者：約 60 名（⼀一般市⺠民、主婦・⺟母親）  
世  話  ⼈人：つきだて花⼯工房交流流課企画主任・⾦金金澤顕治     
講        師：松⽥田尚樹（⻑⾧長崎⼤大学・教授）、三⾕谷啓志（東京⼤大学・教授）、渡邉正⼰己（京都⼤大学・  
                             名誉教授）  
オブザーバー：⾼高橋昭久（群⾺馬⼤大学）  
講演内容：第⼀一部   リスク情報の受け⽌止めかた-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
                             第⼆二部   原⼦子⼒力力と放射線の基礎-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒松⽥田尚樹（⻑⾧長崎⼤大学・教授）  
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                             第三部   放射線の健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒三⾕谷啓志（東京⼤大学・教授）  
                             第四部   質疑応答-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒総合司会：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
第 36回  放射線影響解説セミナー「放射線の健康影響」  
⽇日      時：平成 24 年年 9 ⽉月 23 ⽇日(⽇日)  午後  1 時〜～午後 4時 30 分  
会      場：七仁治療療院  
聴  講  者：約 40 名（⼀一般市⺠民、主婦・⺟母親）  
世  話  ⼈人：セシウムバスターズ郡⼭山（七海仁⼀一）     
講        師：松本義久（東京⼯工業⼤大学）、⽥田内広（茨城⼤大学）、渡邉正⼰己（京都⼤大学）  
講演内容：第⼀一部   リスク情報の受け⽌止め⽅方-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒松本義久（東京⼯工業⼤大学・准教授）  
                             第⼆二部   原⼦子⼒力力と放射線の基礎-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
                             第三部   放射線の健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒⽥田内広（茨城⼤大学・教授）  
                             第四部   質疑応答-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒総合司会：松本義久（東京⼯工業⼤大学・准教授）  
第 37回   放射線影響解説セミナー「地場産品、⾷食の交流流会」  
⽇日      時：平成 24 年年 10 ⽉月 6 ⽇日(⼟土)  午前 10 時 30 分〜～午前 11 時 50 分  
会      場：福島県郡⼭山市熱海町⽯石筵字萩岡 2-‐‑‒2   ⽯石筵ふれあい牧場  024-‐‑‒984-‐‑‒1000  
聴  講  者：約 60 名（⼀一般市⺠民）  
世  話  ⼈人：郡⼭山中⼩小企業家同友会、政策復復興委員会・委員⻑⾧長：堀光俊  
講        師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構）、松本義久（東京⼯工業⼤大学）、松⽥田尚樹  
                          （⻑⾧長崎⼤大学）、渡邉正⼰己（京都⼤大学）  
講演内容:第⼀一部   放射線汚染の現状は?-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）   
                          第⼆二部   ⾷食品は安全なの?-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒松本義久（東京⼯工業⼤大学・准教授）  
                             第三部   内部被ばくの現実は?-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒松⽥田尚樹（⻑⾧長崎⼤大学・教授）  
                 第四部   ⾵風評被害に負けないためには？-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
                             第五部   質疑応答-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒司会：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
第 38回   放射線影響解説セミナー「聞きたい、知りたい、⾷食品と放射性物質」  
⽇日      時：平成 24 年年 10 ⽉月 20 ⽇日（⼟土）午後 1時 30 分〜～午後 4時 30 分  
会      場：座   ⾼高円寺   地下 2階   座・⾼高円寺２  
聴  講  者：約 250 名（⼀一般市⺠民）  
世  話  ⼈人：杉並区・杉並保健所、消費者庁、杉並区⾷食品衛⽣生協会  
講        師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
講演内容：第⼀一部   低線量量放射線の健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
               第⼆二部   ⾷食品中の放射性物質への取り組み-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒⾦金金⽥田直樹（消費者庁・消費者安全課     
                             企画官）  
                             第三部   杉並区における放射性物質対策-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒森⽥田師郎郎（杉並区放射能対策担当課⻑⾧長）  
                             第四部   質疑応答-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒司会：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
第 39回   放射線影響解説セミナー「放射線の健康影響」  
⽇日      時：平成 24 年年 10 ⽉月 23 ⽇日（⽕火）午前 9時 30 分〜～12 時 30 分  
会      場：⼭山形市総合スポーツセンター   ミーティングルーム  
               〒990-‐‑‒0075  ⼭山形市落落合町 1番地  
聴  講  者：約 40 名（福島県からの避難者）  
世  話  ⼈人：⼭山形県庁・神⽥田善弘、⼭山形市避難者交流流⽀支援センター・遠藤悟  
講        師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）、松本義久（東京⼯工業⼤大学・原⼦子炉⼯工学研究所・准  
                             教授）、富⽥田悟（東京⼯工業⼤大学・放射線総合センター・助教）  
講演内容：第⼀一部   原⼦子⼒力力と放射線の基礎-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
                             第⼆二部   放射線の健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒松本義久（東京⼯工業⼤大学・原⼦子炉⼯工学研究所・准教授）     
               第三部   福島の汚染の現状-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒富⽥田悟（東京⼯工業⼤大学・放射線総合センター・助教）  
               第四部   質疑応答とリスクコミュニケーションに関する意⾒見見聴取-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒司会:渡邉正⼰己（京都  
                              ⼤大学・名誉教授)  
第 40回   放射線影響解説セミナー「放射線の健康影響」  
⽇日      時：平成 24 年年 10 ⽉月 24 ⽇日（⽔水）午前 9時 30 分〜～12 時 30 分  
会      場：⽶米沢市置賜総合⽂文化センター   会議室  
                  ⽶米沢市⾦金金池三丁⽬目１番１４号  
聴  講  者：約 40 名（福島県からの避難者）  
世  話  ⼈人：⼭山形県庁・神⽥田善弘、⽶米沢市避難者⽀支援センター・上野寛  
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講        師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）、松本義久（東京⼯工業⼤大学・原⼦子炉⼯工学研究所・准  
                             教授）、富⽥田悟（東京⼯工業⼤大学・放射線総合センター・助教）  
講演内容：第⼀一部   原⼦子⼒力力と放射線の基礎-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・放射線⽣生物研究センター・特任教  
                                                     授）  
               第⼆二部   放射線の健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒松本義久（東京⼯工業⼤大学・原⼦子炉⼯工学研究所・准教授）  
               第三部   福島の汚染の現状-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒富⽥田悟（東京⼯工業⼤大学・放射線総合センター・助教）           
               第四部   質疑応答とリスクコミュニケーションに関する意⾒見見聴取-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒司会:渡邉正⼰己(京都⼤大  
                           学・名誉教授)  
第 41回   放射線影響解説セミナー「放射線の健康影響」  
⽇日      時：平成 24 年年 10 ⽉月 25 ⽇日(⽊木)  午前 10 時 45 分〜～午前 11 時 45 分  
会      場：郡⼭山第六六中学校  
聴  講  者：郡⼭山第六六中学校学⽣生   約 800 名  
世  話  ⼈人：佐藤尚⼦子  
講        師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）、渡邉正⼰己（京都⼤大学．名誉教授）  
講演内容：第⼀一部   放射線と原⼦子⼒力力の基礎-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）  
               第⼆二部   放射線の⽣生体影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
               第三部   質疑応答とリスクコミュニケーションに関する意⾒見見聴取-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒司会：渡邉正⼰己(京  
                           都⼤大学・名誉教授)  
第 42回   放射線影響解説セミナー「低線量量被ばくの健康影響」  
⽇日      時：平成 24 年年 11 ⽉月 1 ⽇日（⽊木）午後 2時〜～午後 4時  
会      場：めぐろパーシモンホール⼩小ホール（⽬目⿊黒区⼋八雲 1-‐‑‒1-‐‑‒1）  
聴  講  者：約 180 名（⼀一般市⺠民）  
世  話  ⼈人：⽬目⿊黒区・杉並保健所、消費者庁、杉並区⾷食品衛⽣生協会  
講        師：渡邉正⼰己  
講演内容：第⼀一部   放射線による⾷食品への影響を通じて⾷食の安全・安⼼心を考える「低線量量被ば  
                                                     くの健康影響〜～正しく判断し正しく⾏行行動するために〜～」-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京  
                                                     都⼤大学・名誉教授）  
               第⼆二部   パネル討論論会-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒司会：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  

               パネリスト：上⽥田隆(⽬目⿊黒区保健所⻑⾧長)、⽔水野富雄（財団法⼈人千葉葉県薬剤師会  
               検査センター⾷食品検査部室⻑⾧長)   、⽥田⼝口美千代（消費者グループ連絡会会員）  

第 43回   放射線影響解説セミナー「放射線の健康影響」  
⽇日      時：平成 24 年年 11 ⽉月 2 ⽇日(⾦金金)      午前 10 時 20 分〜～午前 11 時 05 分  
会      場：南相⾺馬市⽴立立真野⼩小学校  
聴  講  者：32 名（南相⾺馬市⽴立立真野⼩小学校   1 年年⽣生〜～3年年⽣生）  
世  話  ⼈人：南相⾺馬市教育委員会学校教育課   指導主事   伏⾒見見康弘  
講        師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構）、富⽥田悟（東京⼯工業⼤大学・助教）、渡邉  
                             正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
講演内容：第⼀一部   放射線と原⼦子⼒力力-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学）  
               第⼆二部   放射線の健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構）  
               第三部   リスクコミュニケーションに関する意⾒見見聴取-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒富⽥田悟（東京⼯工業⼤大学・     
                           助教）  
第 44回   放射線影響解説セミナー「放射線の健康影響」  
⽇日      時：平成 24 年年 11 ⽉月 2 ⽇日(⾦金金)      午前 11 時 15 分〜～正午  
会      場：南相⾺馬市⽴立立真野⼩小学校  
聴  講  者：28 名（南相⾺馬市⽴立立真野⼩小学校   4 年年⽣生〜～6年年⽣生）  
世  話  ⼈人：南相⾺馬市教育委員会学校教育課   指導主事   伏⾒見見康弘  
講        師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構）、富⽥田悟（東京⼯工業⼤大学・助教）、渡邉  
                             正⼰己（京都⼤大学）  
講演内容：第⼀一部   放射線と原⼦子⼒力力-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）  
               第⼆二部   放射線の健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・放射線⽣生物研究センター・特任教授）  
               第三部   質疑応答とリスクコミュニケーションに関する意⾒見見聴取-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒司会:  富⽥田悟      (東京  

                          ⼯工業⼤大学・助教)  
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第 45回   放射線影響解説セミナー「放射線の健康影響」  
⽇日         時：11 ⽉月 2 ⽇日(⾦金金)      午後１時 35 分〜～午後２時 35 分  
会         場：南相⾺馬市⽴立立⽯石神第⼆二⼩小学校  
聴  講  者：48 名（南相⾺馬市⽴立立⽯石神第⼆二⼩小学校保護者会）  
世  話  ⼈人：南相⾺馬市教育委員会学校教育課   指導主事   伏⾒見見   康弘  
講           師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構）、富⽥田悟（東京⼯工業⼤大学・助教）、渡邉  
                                正⼰己（京都⼤大学）  
講演内容：第⼀一部   放射線と原⼦子⼒力力の基礎宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構。講師）  
                             第⼆二部   放射線の⽣生体影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒（京都⼤大学・放射線⽣生物研究センター・特任教授）  
                             第三部   質疑応答とリスクコミュニケーションに関する意⾒見見聴取  司会:渡邉正⼰己  
第 46回   放射線影響解説セミナー「放射線の健康影響」  
⽇日      時：平成 24 年年 11 ⽉月 6 ⽇日（⽕火）午前 9時 30 分〜～午後０時 30 分  
会      場：⼭山形市総合スポーツセンター   ミーティングルーム  
                 〒990-‐‑‒0075  ⼭山形市落落合町 1番地  
聴  講  者：12 名（福島県からの避難者）  
世  話  ⼈人：⼭山形県庁・神⽥田善弘、⼭山形市避難者交流流⽀支援センター・遠藤悟  
講        師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構）、柿沼志津⼦子（放射線医学総合研究所・  
                             チームリーダー）、三⾕谷啓志（東京⼤大学・教授）渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
講演内容：第⼀一部   原⼦子⼒力力と放射線の基礎-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒三⾕谷啓志（東京⼤大学・教授）  
                             第⼆二部   放射線の健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒柿沼志津⼦子(放射線医学総合研究所・チームリーダー）  
                             第三部   福島の汚染の現状-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）                    
               第四部   質疑応答とリスクコミュニケーションに関する意⾒見見聴取  司会:渡邉正⼰己(京  
                           都⼤大/名誉教授)  
第 47回   放射線影響解説セミナー「放射線の健康影響」(予定)     
⽇日      時：平成 24 年年 1１⽉月７⽇日（⽔水）午前 9時 30 分〜～午後０時 30 分  
会      場：⽶米沢市置賜総合⽂文化センター   会議室  
               ⽶米沢市⾦金金池三丁⽬目１番 14 号  
聴  講  者：15 名（福島県からの避難者）  
世  話  ⼈人：⼭山形県庁・神⽥田善弘、⽶米沢市避難者⽀支援センター・上野寛  
講        師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）、柿沼志津⼦子（放射線医学総合研  
                             究所・チームリーダー）、三⾕谷啓志（東京⼤大学・教授）渡邉正⼰己（京都⼤大学）  
講演内容：(1)  原⼦子⼒力力と放射線の基礎-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒三⾕谷啓志（東京⼤大学・教授）  
                              (2)  放射線の健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒柿沼志津⼦子（放射線医学総合研究所・チームリーダー）  
                              (3)  福島の汚染の現状-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）  
                              (4)  質疑応答とリスクコミュニケーションに関する意⾒見見聴取        
                                                                                          -‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒司会 :渡邉正⼰己(京都⼤大学・名誉教授)  
第 48回   サイエンスアゴラパネル討論論会「福島での活動経験から習うリスクコミュニケーション」  
（サイエンスアゴラ賞受賞）  
⽇日      時：平成 24 年年 11 ⽉月 10 ⽇日(⽔水)  午後 0時 30 分〜～午後２時 30 分  
会      場：産業技術総合研究所臨臨海副都⼼心センター別館  11 階  多⽬目的室／会議室 1  ⼩小間 No     
               Bb603  
聴  講  者：約 50 名（⼀一般市⺠民）  
世  話  ⼈人：⽇日本放射線影響学会、科学技術振興機構  
講        師：⽥田内広（茨城⼤大学）、宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構）、⽃斗ヶ沢秀俊（毎  
                             ⽇日新聞）、⾺馬⽬目余市（伊達市）、⻤⿁鬼沢良良⼦子（NPO 法⼈人）、宇佐美徳⼦子、渡邉正⼰己（京都  
                             ⼤大学）  
講演内容：司会：渡邉正⼰己（京都⼤大学   名誉教授）  
                              1.科学者の⽴立立場からの発⾔言-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒⽥田内広（茨城⼤大学・理理学部   教授）  
                              2.⼀一般市⺠民の⽴立立場からの発⾔言-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒⾺馬⽬目与市（伊達市諏訪野町内会・安全防災役員）  
                              3.ジャーナリストの⽴立立場からの発⾔言-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒⽃斗ヶ沢秀俊(毎⽇日新聞⽔水と緑の地球環境本部・本部⻑⾧長)  
                              4.現場医師の⽴立立場からの発⾔言-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒⻑⾧長⾕谷川有史（福島県⽴立立医科⼤大学・救急医療療学講座   助教）  
                              5.総合討論論  
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第 49回   放射線影響解説セミナー「放射線の健康影響」  
⽇日      時：平成 24 年年 11 ⽉月 10 ⽇日(⽔水)      午後６時〜～午後 10 時  
会        場：福島県郡⼭山市⽥田村町⾦金金屋字孫右エ⾨門 61-‐‑‒1 郡⼭山市愛宕地区町内会館  
聴  講  者：約 30 名（愛宕地区住⺠民会）  
世  話  ⼈人：猪腰幸夫     
講        師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構）、渡邉正⼰己（京都⼤大学・放射線⽣生物研究センタ  
                             ー・特任教授）  
講演内容：第⼀一部   原⼦子⼒力力と放射線の基礎   宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）  
               第⼆二部   放射線の健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・放射線⽣生物研究センター・特任教授）  
                             第三部   どうしたら安全に暮らせるか？-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学）  
               第四部   リスクコミュニケーションに関する意⾒見見聴取-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒司会   渡邉正⼰己（京都⼤大学）  
第 50回   放射線影響解説セミナー「放射線の健康影響」  
⽇日      時：平成 24 年年 11 ⽉月 17 ⽇日(⼟土)      午後２時〜～午後 4時  
会      場：⾜足⽴立立区⽴立立第⼗十三中学校   体育館  
聴  講  者：約 320 名（⾜足⽴立立区⽴立立第⼗十三中学校、⾜足⽴立立区⽴立立中川北北⼩小学校、⾜足⽴立立区⽴立立六六⽊木⼩小学校の三校連絡  
               会議および学校協議会の⽗父兄および学校関係者）  
世  話  ⼈人：星野吉久  
講        師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構）、⽥田内広（茨城⼤大学・教授）、渡邉正⼰己  
                          （京都⼤大学）  
講演内容：第⼀一部   放射線と原⼦子⼒力力の基礎-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒⽥田内広（茨城⼤大学・教授）  
               第⼆二部   放射線の⽣生体影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
               第三部   質疑応答とリスクコミュニケーションに関する意⾒見見聴取-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒司会:宇佐美徳⼦子  
                          （⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）  
第 51回   放射線影響解説セミナー「放射線の健康影響」  
⽇日      時：平成 24 年年 1１⽉月 2１⽇日（⽔水）午前 9時 30 分〜～午後 0時 30 分  
会      場：⽶米沢市置賜総合⽂文化センター   会議室  
               ⽶米沢市⾦金金池三丁⽬目１番１４号  
聴  講  者：約 40 名（福島県からの避難者）  
世  話  ⼈人：⼭山形県庁・神⽥田善弘、⽶米沢市避難者⽀支援センター・上野寛  
講        師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構）、松本英樹（福井⼤大学・准教授）、渡邉  
                             正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
講演内容：第⼀一部   原⼦子⼒力力と放射線の基礎-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒松本英樹（福井⼤大学・准教授）  
               第⼆二部   放射線の健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
               第三部   福島の汚染の現状-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）           

  第四部   質疑応答とリスクコミュニケーションに関する意⾒見見聴取-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒司会:渡邉正⼰己（京都⼤大  
              学・名誉教授)  

第 52回   放射線影響解説セミナー「放射線の健康影響」  
⽇日      時：平成 24 年年 11 ⽉月 22 ⽇日（⽊木）午前 9時 30 分〜～午後 0時 30 分  
会      場：⼭山形市総合スポーツセンター   ミーティングルーム  
               〒990-‐‑‒0075  ⼭山形市落落合町 1番地  
聴  講  者：約 40 名（福島県からの避難者）  
世  話  ⼈人：⼭山形県庁・神⽥田善弘、⼭山形市避難者交流流⽀支援センター・遠藤悟  
講        師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構）、松本英樹（福井⼤大学・准教授）、渡邉  
                             正⼰己（京都⼤大学）  
講演内容：第⼀一部   原⼦子⼒力力と放射線の基礎-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒松本英樹（福井⼤大学・教授）  
                             第⼆二部   放射線の健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
                             第三部   福島の汚染の現状-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）  
                             第四部   質疑応答とリスクコミュニケーションに関する意⾒見見聴取-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒司会:渡邉正⼰己(京都⼤大学・名           
                           誉教授)  
第 53回   放射線影響解説セミナー「放射線の健康影響」  
⽇日      時：平成 24 年年 11 ⽉月 25 ⽇日（⽇日）午後 1時 30 分〜～午後５時  
会      場：七仁治療療院：福島県郡⼭山市御前南 1-‐‑‒70        
聴  講  者：約 20 名（⼀一般市⺠民）  
世  話  ⼈人：七海仁⼀一     
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講        師：⽥田内広（茨城⼤大学・教授）、三⾕谷啓志（東京⼤大学・教授）  
講演内容：第⼀一部   原⼦子⼒力力と放射線の基礎-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒三⾕谷啓志（東京⼤大学・教授）  
                             第⼆二部   放射線の健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒⽥田内   広（茨⽊木⼤大学・教授）  
                             第三部   質疑応答-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒司会：⽥田内   広（茨⽊木⼤大学・教授）  
第 54回   放射線影響解説セミナー「低線量量被ばくの健康影響」  
⽇日      時：平成 24 年年 12 ⽉月 4 ⽇日（⽊木）午後 3時〜～午後 4時  
会      場：郡⼭山市⽴立立橘⼩小学校  
聴  講  者：40 名（⼩小学校 PTA）  
世  話  ⼈人：郡⼭山市役所原⼦子⼒力力対策室、浅間陽⼀一  
講演内容：第⼀一部   原⼦子⼒力力と放射線-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒三⾕谷啓志（東京⼤大学・教授）  
               第⼆二部   低線量量被ばくの健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・  
                           講師）  
               第三部   質疑応答-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）  
第 55回   放射線影響解説セミナー「低線量量被ばくの健康影響」  
⽇日      時：平成 24 年年 12 ⽉月 6 ⽇日（⽊木）午後 2時〜～午後 4時  
会      場：⼤大⽥田区⺠民ホールアプリコ   ⼩小ホール  
聴  講  者：約 180 名（⼀一般市⺠民）  
世  話  ⼈人：⼤大⽥田区教育委員会・⽵竹⽥田  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
講演内容：第⼀一部   低線量量被ばくの健康影響〜～正しく判断し正しく⾏行行動するために〜～-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉  
                           正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
               第⼆二部   質疑応答  
第 56回   放射線影響解説セミナー「低線量量被ばくの健康影響」  
⽇日      時：平成 24 年年 12 ⽉月 13 ⽇日（⽊木）午後 2時〜～午後 4時  
会      場：東京都⼩小平市役所会議室  
聴  講  者：⼩小平市栄養⼠士  
世  話  ⼈人：⼩小平市⽴立立⼩小平第⼗十三⼩小学校  栄養⼠士  ⼩小島智美  
講        師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
講演内容：低線量量被ばくの健康影響〜～正しく判断し正しく⾏行行動するために〜～-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京  
               都⼤大学・名誉教授）  
第 57回   福島原発事故後の状況を理理解し健康影響を避けるため勉強会  
⽇日      時：平成 24 年年 12 ⽉月 14 ⽇日（⾦金金）午前 9時 30 分〜～午後０時 30 分  
会      場：⽶米沢市置賜総合⽂文化センター   会議室  
聴  講  者：⽶米沢市⼀一般市⺠民および福島からの避難者など  
講      師：宇佐美徳⼦子(⾼高エネルギー加速器研究機構・講師)、渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
講演内容：第⼀一部   原⼦子⼒力力と放射線の基礎-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
               第⼆二部   放射線の健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）  
               第三部   福島の現状-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
               第四部   質疑応答-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）                       
第 58回   福島原発事故後の状況を理理解し健康影響を避けるため勉強会  
⽇日      時：平成 24 年年 12 ⽉月 15 ⽇日（⼟土）午後 1時〜～午後 4時  
会      場：⼭山形市総合スポーツセンター   ミーティングルーム  
聴  講  者：⼭山形市⼀一般市⺠民および福島からの避難者など  
講      師：松本義久（東京⼯工業⼤大学・准教授）、宇佐美徳⼦子(⾼高エネルギー加速器研究機構・講  
               師)、渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
講演内容：第⼀一部   原⼦子⼒力力と放射線の基礎-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒松本義久（東京⼯工業⼤大学・准教授）  
               第⼆二部   放射線の健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
               第三部   福島の現状-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）  
               第四部   質疑応答-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
第 59回   福島原発事故後の状況を理理解し健康影響を避けるため勉強会  
⽇日      時：平成 24 年年 12 ⽉月 19 ⽇日（⽔水）午前 9時 30 分〜～午後０時 30 分  
会      場：⼭山形市総合スポーツセンター   ミーティングルーム  
聴  講  者：⼭山形市⼀一般市⺠民および福島からの避難者など  
講      師：柿沼志津⼦子（放射線医学総合研究所・チームリーダー）、三⾕谷啓志（東京⼤大学・教授）、  
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               渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
講演内容：第⼀一部   原⼦子⼒力力と放射線の基礎-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒柿沼志津⼦子（放射線医学総合研究所・チームリ  
                           ーダー）  
               第⼆二部   放射線の健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒三⾕谷啓志（東京⼤大学・教授）  
               第三部   福島の現状-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
               第四部   質疑応答-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒柿沼志津⼦子（放射線医学総合研究所・チームリーダー）  
第 60回   福島原発事故後の状況を理理解し健康影響を避けるため勉強会  
⽇日      時：平成 24 年年 12 ⽉月 20 ⽇日（⽊木）午前 9時 30 分〜～午後 0時 30 分  
会      場：⽶米沢市置賜総合⽂文化センター   会議室  
聴  講  者：⽶米沢市⼀一般市⺠民および福島からの避難者など  
講      師：柿沼志津⼦子（放射線医学総合研究所・チームリーダー）,  渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉  
                             教授）  
講演内容：第⼀一部   原⼦子⼒力力と放射線の基礎-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
               第⼆二部   放射線の健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒柿沼志津⼦子（放射線医学総合研究所・チームリーダ              
                           ー）  
               第三部   福島の現状-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉   正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
               第四部：質疑応答-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒柿沼志津⼦子（放射線医学総合研究所・チームリーダー）  
第 61回   放射線影響解説セミナー「低線量量被ばくの健康影響」  
⽇日      時：平成 24 年年 12 ⽉月 20 ⽇日（⽊木）午後 2時〜～午後 4時  
会      場：⽶米沢市置賜総合⽂文化センター   会議室  
聴  講  者：約 30 名（福島県からの避難者の⽀支援者）  
世  話  ⼈人：置賜地区保健所  
講      師：柿沼志津⼦子（放射線医学総合研究所・チームリーダー）,  渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉  
                             教授）  
講演内容：第⼀一部   原⼦子⼒力力と放射線の基礎-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒柿沼志津⼦子（放射線医学総合研究所・チームリ  
                           ーダー）  
               第⼆二部   放射線の健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
               第三部   質疑応答-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒柿沼志津⼦子（放射線医学総合研究所・チームリーダー）  
第 62回   放射線影響解説セミナー  
⽇日      時：平成 25 年年 1 ⽉月 27 ⽇日（⽇日）午後 1時〜～午後 5時  
会      場：郡⼭山市御前南 1-‐‑‒70  七仁治療療院ホール  
聴  講  者：約 40 名  
世  話  ⼈人：七仁治療療院（七海仁⼀一）  
講      師：⽥田内広（茨城⼤大学・理理学部・教授）、松本義久（東京⼯工業⼤大学・原⼦子炉⼯工学研究所・  
               准教授）、渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）、⼤大川あおい（東京⼯工業⼤大学・⼤大学院⽣生）  
講演内容：第⼀一部   放射線の基礎-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒⽥田内広（茨城⼤大学・理理学部・教授）  
               第⼆二部   放射線の健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒松本義久（東京⼯工業⼤大学・原⼦子炉⼯工学研究所・准教  
                           授）  
               第三部   Q&A 活動の経験から学んだこと-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
第 63回   放射線影響解説セミナー  
⽇日      時：平成 25 年年 1 ⽉月 28 ⽇日（⽉月）午後 2時 30 分〜～午後 4時 30 分  
会      場：⻄西⽥田中学校（郡⼭山市⻄西⽥田町⻤⿁鬼⽣生⽥田字杉内 535）  
聴  講  者：⻄西⽥田中学校校区のＰＴＡ合同家庭教育学級、⻄西⽥田中、⾼高野⼩小、⻤⿁鬼⽣生⽥田⼩小、三町⽬目⼩小、  
               ⼤大⽥田⼩小、根⼩小屋⼩小）⼩小学校保護者、中学校保護者および⼩小中学校の教職員など  
               総計   40〜～50 名。  
講演内容：⾷食の安全について、福島（郡⼭山の現状）および⾵風評被害を防ぐ⼿手段  
世  話  ⼈人：郡⼭山市教育⽀支援センター(指導主事:安⽥田良良⼀一)  
講      師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究所・講師）、三⾕谷啓志（東京⼤大学・新領領域創成  
               科学研究科・教授）、渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）、平⼭山亮亮⼀一（放射線医学総合  
               研究所・研究員）、⼤大川あおい（東京⼯工業⼤大学・⼤大学院⽣生）  
講演内容：第⼀一部   放射線の基礎と福島の現状-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒三⾕谷啓志（東京⼤大学・新領領域創成科学研究  
                           科・教授）  
               第⼆二部   予想される放射線健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）                                         
               第三部   ⾷食品の安全性と⾵風評被害-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究所・講師）                    
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第 64回   放射線影響解説セミナー  
⽇日      時：平成 25 年年 2 ⽉月 6 ⽇日（⽔水）午後 2時 20 分〜～午後 3時 20 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立薫⼩小学校（〒963-‐‑‒8861福島県郡⼭山市鶴⾒見見坦⼆二丁⽬目19番地の7  
聴  講  者：郡⼭山市⽴立立薫⼩小学校   新⼊入⽣生⽗父兄     
世  話  ⼈人：郡⼭山市教育委員会(安⽥田良良⼀一)  
講      師：富⽥田悟（東京⼯工業⼤大学・放射線総合センター・助教）、渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教  
               授）、松本孔貴（放射線医学総合研究所・研究員）  
講演内容：第⼀一部   放射線の健康影響   -‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
               第⼆二部   環境汚染と除染について-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒富⽥田悟（東京⼯工業⼤大学・放射線総合センター・  
                           助教）  
               第三部   質疑応答  
第 65回   放射線影響解説セミナー  
⽇日      時：平成 25 年年 2 ⽉月 12 ⽇日（⽕火）午後 1時〜～午後 5時  
会      場：南陽市勤労者綜合福祉センター（ワトワセンター）（⼭山形県南陽市宮内4526-‐‑‒1     
                             電話0238-‐‑‒47-‐‑‒6445）  
聴  講  者：⼭山形県置賜地区の復復興ボランテイアおよび避難者     
世  話  ⼈人：奧⼭山雅廣(⾼高徳寺)  ⼭山形県東置賜郡川⻄西町⼤大塚 1554-‐‑‒1     
講      師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）、松⽥田尚樹（⻑⾧長崎⼤大学・先導⽣生命  
               科学研究⽀支援センター・教授）、富⽥田悟（東京⼯工業⼤大学・放射線総合センター・助教）、  
               渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
講演内容：第⼀一部   放射線と原⼦子⼒力力の基礎-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒富⽥田悟（東京⼯工業⼤大学・放射線総合センター・  
                                                     助教）  
                             第⼆二部   放射線の健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
                             第三部   環境と⾷食品の現状と対策-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・  
                                                     講師）  
               第四部   質疑応答-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒司会:松⽥田尚樹（⻑⾧長崎⼤大学・先導⽣生命科学研究⽀支援センター・  

           教授）  
第 66回   放射線影響解説セミナー  
⽇日      時：平成 25 年年 2 ⽉月 27 ⽇日（⽕火）午後 5時〜～午後 8時  
会      場：南相⾺馬市市役所会議室  
聴  講  者：南相⾺馬市市⺠民及び市役所職員     
世  話  ⼈人：⼤大⽯石万⾥里里⼦子     
講      師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）、富⽥田悟（東京⼯工業⼤大学・放射線  
               総合センター・助教）、三⾕谷啓志（東京⼤大学・）、渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
講演内容：第⼀一部   放射線と原⼦子⼒力力の基礎-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒三⾕谷啓志（東京⼤大学・新領領域創成科学研究科・  
                           教授）  
               第⼆二部   放射線の健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
               第三部   環境と⾷食品の現状と対策-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・  
                           講師）     
               第四部   南相⾺馬市の除染の問題点-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒富⽥田悟（東京⼯工業⼤大学・放射線総合センター・  
                           助教）  
               第五部   質疑応答  
第 67回   放射線影響解説セミナー  
⽇日      時：平成 25 年年 3 ⽉月 11 ⽇日（⽕火）午後 2時〜～午後 4時  
会      場：とちぎアグリプラザ3階研修室  
聴  講  者：61 名  
世  話  ⼈人：とちぎ⾷食の安全ネットワーク   代表世話⼈人：⽵竹内明⼦子、関正     
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
講演内容：放射線による⾷食品への影響を通じて⾷食の安全・安⼼心を考える。  
               〜～事業者にとって留留意すべきこと〜～-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
第 68回   放射線影響解説セミナー  
⽇日      時：平成 25 年年 4 ⽉月 9 ⽇日（⽕火）午後 3時〜～午後 5時  
会      場：美濃加茂市役所会議室  
聴  講  者：美濃加茂市市議会議員及び市役所職員   32 名     



 45 

世  話  ⼈人：美濃加茂市教育委員⻑⾧長   ⽇日⽐比野安平  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授／放射線⽣生物研究センター特任教授）  
講演内容：放射線と発がん-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授／放射線⽣生物研究センター特任  
               教授）  
第 69回  放射線影響解説討論論会  
⽇日      時：平成 25 年年 5 ⽉月 26 ⽇日（⽇日）午後 1時〜～午後 5時  
会      場：七仁治療療院ホール  
聴  講  者：郡⼭山市⺠民   約 30 名  
世  話  ⼈人：七海仁⼀一（セシウムバスタース郡⼭山）  
講      師：⽥田内広（茨城⼤大学・教授）、平⼭山亮亮⼀一（放射線医学総合研究所・研究員）、松本義久           
               （東京⼯工業⼤大学・原⼦子⼒力力研究所・准教授）渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授／放射線  
               ⽣生物研究センター特任教授）  
講演内容：第⼀一部   改めて 100mSv の意味を考える-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒⽥田内広（茨城⼤大学・教授）  
               第⼆二部   改めて⼦子供の将来を考える-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒平⼭山亮亮⼀一（放射線医学総合研究所・研究員）  
               第三部   改めて除染の意味を考える-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒松本義久（東京⼯工業⼤大学・准教授）  
               第四部   改めて今から被災者がするべきことを考える-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名     
                           誉教授／放射線⽣生物研究センター特任教授）  
第 70回  放射線影響解説討論論会  
⽇日      時：平成 25 年年 6 ⽉月 5 ⽇日（⽔水）午後 2時〜～午後 4時 30 分  
会      場：郡⼭山市労働福祉会館  
聴  講  者：市内⼩小・中学校教職員約 130 名  
世  話  ⼈人：安⽥田良良⼀一（郡⼭山市教育委員会   教育研修センター）  
講      師：⽥田内広（茨城⼤大学・教授）、宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）、渡  
                             邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授／放射線⽣生物研究センター特任教授）  
講演内容：第⼀一部   放射線の健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒⽥田内広（茨城⼤大学・教授）  
               第⼆二部   ⾷食の安全性について-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）  
               第三部   質疑応答-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授／放射線⽣生物研究センター  
                           特任教授）  
第 71回  放射線影響解説討論論会  
⽇日      時：平成 25 年年 6 ⽉月 26 ⽇日（⽔水）午後 1時 30 分〜～午後 3時 20 分  
会      場：郡⼭山第⼀一中学校体育館  
聴  講  者：教職員および学⽣生   約 350 ⼈人  
世  話  ⼈人：増⼦子聖也（郡⼭山第⼀一中学校   担当教諭）  
講      師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）、渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授  
                              /放射線⽣生物研究センター特任教授）  
講演内容：第⼀一部   放射線とはなにか？-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）  
               第⼆二部   放射線はどのように⼈人体に影響するのか？-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉  
                           教授/放射線⽣生物研究センター特任教授）  
第 72回  放射線影響解説討論論会  
⽇日      時：平成 25 年年 6 ⽉月 27 ⽇日（⽊木）午前 9時〜～午前 11 時 45 分  
会      場：郡⼭山市⼩小⼭山⽥田⼩小学校  
聴  講  者：1〜～3年年⽣生児童   270 ⼈人  
世  話  ⼈人：安⽥田良良⼀一（郡⼭山市教育委員会   教育研修センター）  
講      師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）、渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授  
                              /放射線⽣生物研究センター特任教授）  
講演内容：第⼀一部   郡⼭山市の放射線の健康影響について-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/  
                           放射線⽣生物研究センター特任教授）  
               第⼆二部   ⾷食品の安全性の現状について-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒宇佐美徳⼦子（⾼高エネ研・講師）  
第 73回  放射線影響解説討論論会  
⽇日      時：平成 25 年年 6 ⽉月 27 ⽇日（⽊木）午前 10 時〜～午前 10 時 45 分  
会      場：郡⼭山市⼩小⼭山⽥田⼩小学校  
聴  講  者：4〜～6年年⽣生児童   283 ⼈人  
世  話  ⼈人：安⽥田良良⼀一（郡⼭山市教育委員会   教育研修センター）  
講      師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）、渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授  
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                              /放射線⽣生物研究センター特任教授）  
講演内容：第⼀一部   郡⼭山市の放射線の健康影響について-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒宇佐美徳⼦子（⾼高エネ研・講師）  
               第⼆二部   ⾷食品の安全性の現状について-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線  
                           ⽣生物研究センター特任教授）  
第 74回  放射線影響解説討論論会  
⽇日      時：平成 25 年年 6 ⽉月 29 ⽇日（⼟土）午後 3時〜～午後 9時  
会      場：伊達市諏訪野地区集会場ピロス  
聴  講  者：伊達市諏訪野地区住⺠民   40 ⼈人  
世  話  ⼈人：⾺馬⽬目余市（伊達市諏訪野⾃自治会副会⻑⾧長、安全防災部⻑⾧長）  
講      師：⽴立立花章（茨城⼤大・理理学部・⽣生物科学領領域・教授）、松本義久（東京⼯工業⼤大学・原⼦子炉  
                             ⼯工学研究所・准教授）、⽥田内広（茨城⼤大・理理学部・⽣生物科学領領域・教授）、渡邉正⼰己  
                          （京都⼤大学・名誉教授／放射線⽣生物研究センター特任教授）  
講演内容：第⼀一部   改めて 100mSv の意味を考える-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒松本義久（東京⼯工業⼤大学・原⼦子炉⼯工学  
                           研究所・准教授）  
               第⼆二部   改めて⼦子供の将来を考える-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒⽥田内広（茨城⼤大学・理理学部・⽣生物科学領領域・  
                           教授）  
               第三部   改めて除染の意味を考える-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒⽴立立花章（茨城⼤大学・理理学部・⽣生物科学領領域・  
                           教授）  
               第四部   改めて今からするべきことを考える-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授／  
                           放射線⽣生物研究センター特任教授）  
               第五部   意⾒見見交換-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒司会：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
第 75回  放射線影響解説討論論会  
⽇日      時：平成 25 年年 7 ⽉月 18 ⽇日（⽔水）午後 2時〜～午後 4時  
会      場：南相⾺馬市教育委員会  
聴  講  者：原町第三中学校の⽣生徒、教職員および保護者   約 250 ⼈人  
世  話  ⼈人：鈴鈴⽊木美智代（南相⾺馬市教育委員会学校教育課/課⻑⾧長）  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授／放射線⽣生物研究センター特任教授）  
講演内容：放射線の健康影響-‐‑‒⾷食の安全-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授／放射線⽣生物研究セ  
               ンター特任教授）  
第 76回  放射線影響解説討論論会  
⽇日      時：平成 25 年年 7 ⽉月 19 ⽇日（⾦金金）午後 1時 30 分〜～午後 3時  
会      場：南相⾺馬市⽴立立⽯石神第⼆二⼩小学校  
聴  講  者：原町第三中学校の教職員   45 名  
世  話  ⼈人：鈴鈴⽊木美智代（南相⾺馬市教育委員会学校教育課/課⻑⾧長）  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授／放射線⽣生物研究センター  特任教授）  
講演内容：放射線と健康-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学名誉教授/放射線⽣生物研究センター特任教授）  
第 77回  放射線影響解説討論論会  
⽇日      時：平成 25 年年 8 ⽉月 23 ⽇日（⾦金金）午後 1時〜～午後 3時  
会      場：⿅鹿鹿島中学校  
聴  講  者：⿅鹿鹿島中学校の教職員   38 名  
世  話  ⼈人：鈴鈴⽊木美智代（南相⾺馬市教育委員会学校教育課/課⻑⾧長）  
講      師：柿沼志津⼦子（放射線医学総合研究所・チームリーダー）、渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉  
                             教授／放射線⽣生物研究センター  特任教授）  
講演内容：第⼀一部   放射線とは何か？-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒柿沼志津⼦子（放射線医学総合研究所/チームリーダー  
                             第⼆二部   放射線の健康影響はあるのか？-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線  
                           ⽣生物研究センター  特任教授）  
               第三部   質問の時間-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒司会：渡邉正⼰己  
第 78回  放射線影響解説討論論会  
⽇日      時：平成 25 年年 9 ⽉月 11 ⽇日（⽔水）午後 1時 30 分〜～午後 2時 20 分  
会      場：富⽥田中学校  
聴  講  者：富⽥田中学校の⽣生徒及び教職員（約 550 名）     
世  話  ⼈人：安⽥田良良⼀一（郡⼭山市教育委員会/教育研修センター）  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
講演内容：放射線の健康影響と⾷食品の安全性-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
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第 79回  放射線影響解説討論論会  
⽇日      時：平成 25 年年 11 ⽉月 17 ⽇日（⽇日）午後 1時〜～午後 5時  
会      場：七仁治療療院ホール  
聴  講  者：郡⼭山市の⼀一般住⺠民（約 40 名）     
世  話  ⼈人：七海仁⼀一（セシウムバスターズ郡⼭山代表）  
講      師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究所・講師）、松本義久（東京⼯工業⼤大学・原⼦子⼒力力  
               ⼯工学研究所・准教授）、松本智裕（京都⼤大学・放射線⽣生物研究センター・教授）、渡  
               邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研究センター特任教授）  
講演内容：第⼀一部   ヒトの体に備わる放射線対応のメカニズム-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名  
                                                     誉教授/放射線⽣生物研究センター特任教授）  
               第⼆二部   個⼈人被ばく量量と内部被ばく量量から推測される健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒松本義久（東  
                                                     京⼯工業⼤大学・原⼦子⼒力力⼯工学研究所・准教授）  
               第三部   流流通する⾷食品の放射線汚染から予想される健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒宇佐美徳⼦子（⾼高  

                 エネルギー加速器研究所・講師）  
               第四部   質疑応答-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒司会：松本智裕（京都⼤大学・放射線⽣生物研究センター・教授）  
第 80回  放射線影響解説討論論会  
⽇日      時：平成 25 年年 12 ⽉月 3 ⽇日（⽕火）午後 1時〜～午後３時  
会      場：南相⾺馬市寺内塚合第⼀一仮設住宅宅集会場  
聴  講  者：南相⾺馬市⼩小⾼高地区の被災避難住⺠民（約 40 名）     
世  話  ⼈人：南相⾺馬市健康つくり課（担当者：⼤大内和恵⽒氏）  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研究センター特任教授）  
講演内容：第⼀一部   南相⾺馬市の放射能汚染の現状とそれから予想される健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己  
                          （京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研究センター特任教授）  
               第⼆二部     質疑応答-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒司会：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授)  
第 81回  放射線影響解説討論論会  
⽇日      時：平成 25 年年 12 ⽉月 17 ⽇日（⽕火）午後 6時〜～午後 9時  
会      場：南相⾺馬市原町区⼤大原公会堂  
聴  講  者：南相⾺馬市⼩小原町区住⺠民（約 40 名）     
世  話  ⼈人：南相⾺馬市健康つくり課（担当者：⼤大内和恵⽒氏）  
講      師：坪倉正治（東京⼤大学医科学研究所/⾎血液内科/医師）  
               渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研究センター/特任教授）  
講演内容：第⼀一部   南相⾺馬市の放射能汚染の現状とそれから予想される健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒坪倉正治  
                           （東京⼤大学医科学研究所/⾎血液内科/医師）  
               第⼆二部   質疑応答-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒司会：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研究センタ     
                           ー/特任教授）  
第 82回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 25 年年 12 ⽉月 17 ⽇日（⽕火）午前９時〜～午後 4時まで  
会      場：南相⾺馬市内各地  
聴  講  者：個⼈人被ばく測定値が 10mSv を越えた住⺠民など、8名     
世  話  ⼈人：南相⾺馬市健康つくり課（担当者：⼤大内和恵⽒氏）  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研究センター/特任教授）  
講演内容：住⺠民の居住環境の放射線量量および個⼈人被ばく線量量に基づいた放射線の健康影響およ  
                             び放射線影響を軽減する⽣生活⽅方法-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研  
                             究センター/特任教授）  
第 83回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 25 年年 12 ⽉月 18 ⽇日（⽔水）午前９時〜～午後 4時  
会      場：南相⾺馬市内各地  
聴  講  者：個⼈人被ばく測定値が 10mSv を越えた住⺠民など、６名     
世  話  ⼈人：南相⾺馬市健康つくり課（担当者：⼤大内和恵⽒氏）  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研究センター/特任教授）  
講演内容：講住⺠民の居住環境の放射線量量および個⼈人被ばく線量量に基づいた放射線の健康影響お  
               よび放射線影響を軽減する⽣生活⽅方法-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物  
               研究センター/特任教授）  
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第 84回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 25 年年 1 ⽉月 9 ⽇日（⽊木）午後 7時〜～午後 9時  
会      場：南相⾺馬市⽴立立総合病院会議室  
聴  講  者：南相⾺馬市⽴立立総合病院および関連病院医師   43 名  
世  話  ⼈人：南相⾺馬市⽴立立総合病院（担当者：⾦金金澤幸夫院⻑⾧長）  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研究センター/特任教授）  
講演内容：低線量量放射線の発がんリスク-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研究  
               センター/特任教授）  
第 85回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 26 年年 2 ⽉月 4 ⽇日（⽕火）午後 1時 30 分〜～午後 3時 30 分  
会      場：南相⾺馬市原町区志賀⽒氏邸  
聴  講  者：南相⾺馬市保育園保育師など８名     
世  話  ⼈人：志賀福⼦子  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研究センター/特任教授）  
講演内容：⼦子供に対する放射線の健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研  
               究センター/特任教授）  
第 86回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 26 年年 2 ⽉月 4 ⽇日（⽕火）午後 6時 30 分〜～午後 9時  
会      場：⾼高平⽣生涯学習センター  
聴  講  者：南相⾺馬市⾼高平地区住⺠民  44 名     
世  話  ⼈人：南相⾺馬市健康作り課（担当者：⼤大内和恵）  
講      師：坪倉正治（東京⼤大学医科学研究所/⾎血液内科/医師）  
               渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研究センター/特任教授）  
講演内容：第⼀一部   南相⾺馬市⺠民における個⼈人外部被ばくおよび内部被ばく-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒坪倉正治（東京  
                           ⼤大学医科学研究所/⾎血液内科/医師）  
               第⼆二部   南相⾺馬市の放射能汚染の現状とそれから予想される健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正  

               ⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研究センター/特任教授）  
               第三部   質疑応答-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研究センター/特  
                           任教授）  
第 87回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 25 年年 2 ⽉月 8 ⽇日（⼟土）午後 1時 30 分〜～午後 3時 30 分  
会      場：熊⾕谷⼥女女⼦子⾼高校講義室  
聴  講  者：熊⾕谷⼥女女⼦子⾼高校⽣生徒および⽗父兄、約 160 名  
世  話  ⼈人：熊⾕谷⼥女女⼦子⾼高校 SSH 担当教諭   ⼩小⼭山⽥田孝紀  
講      師：松本智裕（京都⼤大学・放射線⽣生物研究センター・教授）、⼩小宮泉（科学技術振興機構・  
               研究員）、渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研究センター/特任教授）  
講演内容：第⼀一部   京都⼤大学で命の仕組みを解く-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒松本智裕（京都⼤大学・放射線⽣生物研究  
                           センター・教授）  
               第⼆二部   リケジョの職場－卒業⽣生に聞く-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒⼩小宮泉（科学技術振興機構）  
               第三部   放射線の健康影響を理理解しよう-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
第 88回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 26 年年 2 ⽉月 18 ⽇日（⽕火）午後 6時 30 分〜～午後 9時  
会      場：⽯石神⽣生涯学習センター  
聴  講  者：南相⾺馬市⽯石神地区住⺠民   42 名  
世  話  ⼈人：南相⾺馬市健康作り課（担当者：⼤大内和恵）  
講      師：富⽥田悟（東京⼯工業⼤大学/放射線総合センター/助教）  
               渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研究センター/特任教授）  
講演内容：第⼀一部   南相⾺馬市⺠民における個⼈人被ばくの状況について-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒富⽥田悟（東京⼯工業⼤大学  
                           ・放射線総合センター/助教）  
               第⼆二部   南相⾺馬市の個⼈人被ばく量量から予想される健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大  
                           学・名誉教授/放射線⽣生物研究センター/特任教授）  
               第三部   質疑応答-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒司会：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
  
第 89 回  放射線影響解説講演会  
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⽇日      時：平成 26 年年 2 ⽉月 21 ⽇日（⾦金金）午後 10 時 30 分〜～午後 15 時 45 分  
会      場：京都市⽴立立桃陵陵中学校  
聴  講  者：京都市⽴立立桃陵陵中学校１年年⽣生〜～3年年⽣生  を対象に各学年年 1回ずつ計 3回実施。計 120 名     
世  話  ⼈人：京都市⽴立立桃陵陵中学校  
講      師：松本智裕（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研究センター/教授）  
               渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研究センター/特任教授）  
講演内容：第⼀一部   原⼦子⼒力力と放射線の健康影響について-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒  渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授；  
                           放射線⽣生物研究センター/特任教授）  
               第⼆二部   放射線を測ろう（実習）-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒松本智裕（京都⼤大学・放射線⽣生物研究センタ  
                           ー・教授）  
第 90回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 26 年年 3 ⽉月 13 ⽇日（⽊木）午後 1時 30 分〜～午後 3時 30 分  
会      場：南相⾺馬市原町保健センター会議室  
聴  講  者：⾺馬場地区特定避難勧奨地域住⺠民の会   世話⼈人   荒孝⼀一郎郎⽒氏ら   36 名  
世  話  ⼈人：南相⾺馬市健康作り課（担当者：⼤大内和恵）  
講      師：富⽥田悟（東京⼯工業⼤大学/放射線総合センター/助教）、渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線
⽣生物研究センター/特任教授）  
講演内容：第⼀一部   南相⾺馬市⾺馬場地区の放射線量量-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒富⽥田悟（東京⼯工業⼤大学/放射線総合セン  
                           ター/助教）  
               第⼆二部   南相⾺馬市⾺馬場地区特定避難勧奨地域住⺠民の個⼈人被ばく量量から予想される健  
                           康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研究センター/特任  
                           教授  
第 91回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 25 年年 3 ⽉月 16 ⽇日（⽇日）午後 1時 30 分〜～午後 5時  
会      場：滝野川会館   東京都北北区⻄西ヶ原 1-‐‑‒23-‐‑‒3     
聴  講  者：北北区住⺠民および医療療関係者      28 名  
世  話  ⼈人：霧島晴⼈人（ホリスティックライフ＆ｉ）  
講      師：⽥田内広（茨城⼤大学・⼤大学院理理⼯工学研究科・教授）、三⾕谷啓志（東京⼤大学・新領領域創成  
               科学研究科・教授）、松本義久（東京⼯工業⼤大学・原⼦子⼒力力⼯工学研究所・准教授）、⾼高⽥田  
               穣（京都⼤大学・放射線⽣生物研究センター・教授）、渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/  
               放射線⽣生物研究センター・特任教授）  
講演内容：第⼀一部   放射線とは？  ベクレル、シーベルト、セシウム・・・とは？-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒松本義久  
                                                  （東京⼯工業⼤大学・原⼦子炉⼯工学研究所・准教授）  
                             第⼆二部     ⼈人間の体は放射線にどのように対応できるか？-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒三⾕谷啓志（東京⼤大学・  
                                                     新領領域創成科学研究科・教授）  
                             第三部     福島原発事故の健康影響は？（空間放射線量量、流流通する⾷食品の放射能から  
                                                     予想される健康影響）-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒⽥田内広（茨城⼤大学・⼤大学院理理⼯工学研究科・教授）  
               第四部   いま私達は何をする必要があるか？-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放              
                                                     射線⽣生物研究センター・特任教授）  
                             第五部     質疑応答   -‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒司会：⾼高⽥田穣（京都⼤大学・放射線⽣生物研究センター・教授）  
第 92回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 26 年年 2 ⽉月 18 ⽇日（⽕火）午後 1時 30 分〜～午後 3時  
会      場：⼤大甕⽣生涯学習センター  
聴  講  者：南相⾺馬市⼤大甕地区住⺠民   40 名  
世  話  ⼈人：南相⾺馬市健康作り課（担当者：⼤大内和恵）  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研究センター/特任教授）  
講演内容：南相⾺馬市の個⼈人被ばく量量から予想される健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教  
                             授/放射線⽣生物研究センター/特任教授）  
第 93回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 26 年年 2 ⽉月 18 ⽇日（⽕火）午後６時 30 分〜～午後８時 30 分  
会      場：南相⾺馬市原町保健センター  
聴  講  者：原町区本町、三島町地区の住⺠民      29 名  
世  話  ⼈人：南相⾺馬市健康作り課（担当者：⼤大内和恵）  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研究センター/特任教授）  



 50 

講演内容：南相⾺馬市の個⼈人被ばく量量から予想される健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教  
                             授/放射線⽣生物研究センター/特任教授）  
第 94回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 26 年年 4 ⽉月 3 ⽇日（⽊木）午前 8時 50 分〜～午前 9時 50 分  
会      場：南相⾺馬市福祉会館  
聴  講  者：南相⾺馬市平成 26 年年度度新規採⽤用者   80 名  
世  話  ⼈人：南相⾺馬市（担当者：⼤大内和恵）  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研究センター/特任教授）      
講演内容：元気な故郷を取り戻すために  
                              -‐‑‒南相⾺馬市の放射能汚染の現状とそれから予想される健康影響   -‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名  
                             誉教授/放射線⽣生物研究センター/特任教授）  
第 95回  放射線影響解説討論論会  
⽇日      時：平成 26 年年 4 ⽉月 15 ⽇日（⽕火）午後 6時 30 分〜～午後 8時 30 分  
会      場：⼤大阪府農林林環境⽔水産総合研究所総合情報プラザ研修室(森ノ宮)  
聴  講  者：⽇日本リスクマネージメントネットワーク会員 40 名  
世  話  ⼈人：宮崎隆介(⽇日本リスクマネジャネットワーク代表)  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研究センター/特任教授）    
講演内容：放射線の⽣生体影響の仕組みを理理解する―放射線⽣生物学の視点から  
                 渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研究センター/特任教授）     
第 96回  放射線影響解説討論論会  
⽇日      時：平成 26 年年 4 ⽉月 18 ⽇日（⾦金金）午後 4時〜～午後 6時  
会      場：⼤大阪住友クラブ会議室  
聴  講  者：社団法⼈人⼤大阪ニュークレアサイエンス協会   約 40 名  
世  話  ⼈人：⼤大嶋隆⼀一郎郎  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研究センター/特任教授）    
講演内容：福島原発事故から学んたリスクコミュニケーション-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉  
                             教授/放射線⽣生物研究センター/特任教授）    
第 97回  放射線影響解説討論論会  
⽇日      時：平成 26 年年 4 ⽉月 20 ⽇日（⽇日）午後 1時〜～午後 5時  
会      場：七仁治療療院ホール  
聴  講  者：郡⼭山市の⼀一般住⺠民（約 40 名）     
世  話  ⼈人：七海仁⼀一（セシウムバスターズ郡⼭山代表）  
講      師：⽥田内広（茨城⼤大学・教授）  
               松本義久（東京⼯工業⼤大学・原⼦子⼒力力⼯工学研究所・准教授）  
               宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）  
講演内容：第⼀一部   福島の放射能汚染の現状と除染の意味-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒⽥田内広（茨城⼤大学・教授）  
                             第⼆二部   放射線量量から推測される健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒松本義久（東京⼯工業⼤大学・原⼦子⼒力力⼯工  
                           学研究所・准教授）  
               第三部   ⾷食品の安全性について-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講  
                           師）  
               第四部   質疑応答-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒司会：⽥田内広（茨城⼤大学・教授）  
第 98回  放射線影響解説討論論会  
⽇日      時：平成 26 年年 5 ⽉月 27 ⽇日（⽕火）午後 6時 30 分〜～午後 6時 30 分  
会      場：南相⾺馬市⾼高倉公会堂  
聴  講  者：26 名（⾼高倉地区住⺠民）     
世  話  ⼈人：南相⾺馬市健康つくり課（担当者：星憲）  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研究センター/特任教授）      
講演内容：元気な故郷を取り戻すために-‐‑‒南相⾺馬市の放射能汚染の現状とそれから予想される健           
               康影響   -‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研究センター/特任教授）  
第 99回  放射線影響解説討論論会  
⽇日      時：平成 26 年年 5 ⽉月 28 ⽇日（⽔水）午後 6時 30 分〜～午後 6時 30 分  
会      場：南相⾺馬市⾺馬場公会堂  
聴  講  者：15 名（⾺馬場地区住⺠民）     
世  話  ⼈人：南相⾺馬市健康つくり課（担当者：星憲）  
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講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研究センター/特任教授）      
講演内容：元気な故郷を取り戻すために-‐‑‒南相⾺馬市の放射能汚染の現状とそれから予想される健           
               康影響   -‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研究センター/特任教授）  
第 100 回  放射線影響解説討論論会  
⽇日      時：平成 26 年年 7 ⽉月 4 ⽇日（⾦金金）午後 7時〜～午後 9時  
会      場：南相⾺馬市深野公会堂  
聴  講  者：深野地区婦⼈人会   35 名     
世  話  ⼈人：南相⾺馬市健康つくり課（担当者：星憲）  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研究センター/特任教授）      
講演内容：元気な故郷を取り戻すために-‐‑‒南相⾺馬市の放射能汚染の現状とそれから予想される健           
               康影響   -‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研究センター/特任教授）  
第 101 回  放射線影響解説討論論会  
⽇日      時：平成 26 年年 7 ⽉月 17 ⽇日（⾦金金）午前 9時〜～午前 11 時 15 分  
会      場：熊⾕谷会館（埼⽟玉県熊⾕谷市末広３丁⽬目９－２）     
聴  講  者：熊⾕谷⼥女女⼦子⾼高等学校⽣生徒及び参加を希望する保護者、学校関係者（約1,200名）  
世  話  ⼈人：埼⽟玉県⽴立立熊⾕谷⼥女女⼦子⾼高等学校⻑⾧長  久保  正美     
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研究センター/特任教授）    
講演内容：放射線の健康影響－放射線の⼈人体影響を論論理理的に考えよう」-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉  
                             教授/放射線⽣生物研究センター/特任教授）  
第 102 回  放射線影響解説討論論会  
⽇日      時：平成 26 年年 8 ⽉月 27 ⽇日（⽔水）午前 9時 30 分〜～午前 11 時  
会      場：⼤大阪信愛⼥女女学院⾼高等学校  
聴  講  者：⼤大阪信愛⼥女女学院⾼高等学校３年年⽣生⽣生徒   320 名  
世  話  ⼈人：  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研究センター/特任教授）    
講演内容：放射線の⽣生体影響の仕組みを理理解する―放射線⽣生物学の視点から-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・  
                             名誉教授/放射線⽣生物研究センター/特任教授）  
第 103 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 26 年年 9 ⽉月 1 ⽇日（⽉月）午前 10 時 30 分〜～午後０時 10 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立守⼭山⼩小学校  
聴  講  者：5,６年年⽣生、教職員、保護者   150 名     
世  話  ⼈人：郡⼭山市教育委員会教育研修センター（担当者：担当指導主事   嶋   忠夫）  
講      師：⽥田内広（茨城⼤大学・理理学部・教授）  
講演内容：放射線の基礎知識識-‐‑‒放射線の健康影響とその対策-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒⽥田内広（茨城⼤大学・理理学部・教授）  
第 104 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 26 年年 9 ⽉月 8 ⽇日（⽉月）午後 1時 25 分〜～午後 2時 15 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立⾼高瀬中学校  
聴  講  者：1〜～3年年⽣生、教職員、保護者   250 名     
世  話  ⼈人：郡⼭山市教育委員会教育研修センター（担当者：担当指導主事   嶋   忠夫）  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生物研究センター/特任教授）  
講演内容：放射線の基礎知識識-‐‑‒放射線の健康影響とその対策   -‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授/放射線⽣生  
                             物研究センター/特任教授）  
第 105 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 26 年年 9 ⽉月 10 ⽇日（⽔水）午後 3時〜～午後 4時  
会      場：郡⼭山市⽴立立永盛⼩小学校  
聴  講  者：4〜～6年年⽣生、教職員、保護者   170 名     
世  話  ⼈人：郡⼭山市教育委員会教育研修センター（担当者：担当指導主事   嶋   忠夫）  
講      師：三⾕谷啓志（東京⼤大学・⼤大学院新領領域創成科学研究科・教授）  
講演内容：放射線と私達の暮らし-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒三⾕谷啓志（東京⼤大学・⼤大学院新領領域創成科学研究科・教授）  
第 106 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 26 年年 9 ⽉月 11 ⽇日（⽊木）午前 10 時 30 分〜～午後０時  
会      場：郡⼭山市⽴立立⼤大島⼩小学校  
聴  講  者：1〜～2年年⽣生、教職員、保護者   250 名     
世  話  ⼈人：郡⼭山市教育委員会教育研修センター（担当者：担当指導主事   嶋   忠夫）  
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講      師：柿沼志津⼦子（独⽴立立⾏行行政法⼈人放射線医学総合研究所・研究員）  
               三⾕谷啓志（東京⼤大学・⼤大学院新領領域創成科学研究科・教授）  
講演内容：放射線の健康影響とその対策  
                             放射線の基礎-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒柿沼志津⼦子（独⽴立立⾏行行政法⼈人放射線医学総合研究所・研究員）  
                             放射線の健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒三⾕谷啓志（東京⼤大学・⼤大学院新領領域創成科学研究科・教授）  
第 107 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 26 年年 9 ⽉月 11 ⽇日（⽊木）午後 2時 20 分〜～午後 3時 10 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立富⽥田中学校  
聴  講  者：1〜～3年年⽣生、教職員、保護者   650 名     
世  話  ⼈人：郡⼭山市教育委員会教育研修センター（担当者：担当指導主事   嶋   忠夫）  
講      師：柿沼志津⼦子（独⽴立立⾏行行政法⼈人放射線医学総合研究所・研究員）  
講演内容：放射線の健康影響とその対策-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒柿沼志津⼦子（独⽴立立⾏行行政法⼈人放射線医学総合研究所・研究員）  
第 108 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 26 年年 9 ⽉月 12 ⽇日（⾦金金）午後 1時 35 分〜～午後 3時 20 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立海⽼老老根⼩小学校  
聴  講  者：1〜～6年年⽣生、教職員、保護者   50 名     
世  話  ⼈人：郡⼭山市教育委員会教育研修センター（担当者：担当指導主事   嶋   忠夫）  
講      師：⽥田内広（茨城⼤大学・理理学部・教授）  
講演内容：放射線の健康影響とその対策-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒⽥田内広（茨城⼤大学・理理学部・教授）           
第 109 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 26 年年 9 ⽉月 16 ⽇日（⽕火）午前 10 時 30 分〜～午前 11 時 15 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立穂積⼩小学校  
聴  講  者：5、6年年⽣生、教職員、保護者   50 名     
世  話  ⼈人：郡⼭山市教育委員会教育研修センター（担当者：担当指導主事   嶋   忠夫）  
講      師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）  
講演内容：放射線と私達の暮らし-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）  
第 110 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 26 年年 9 ⽉月 18 ⽇日（⽊木）午前 10 時 30 分〜～午前 11 時 15 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立⽇日和⽥田⼩小学校  
聴  講  者：6年年⽣生、教職員、保護者   100 名     
世  話  ⼈人：郡⼭山市教育委員会教育研修センター（担当者：担当指導主事   嶋   忠夫）  
講      師：島⽥田義也（独⽴立立⾏行行政法⼈人放射線医学総合研究所・研究員）  
講演内容：放射線と私達の暮らし-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒島⽥田義也（独⽴立立⾏行行政法⼈人放射線医学総合研究所・研究員）  
第 111 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 26 年年 9 ⽉月 26 ⽇日（⾦金金）午前 10 時 30 分〜～午前 11 時 15 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立⽚片平⼩小学校  
聴  講  者：3年年⽣生、教職員、保護者   41 名     
世  話  ⼈人：郡⼭山市教育委員会教育研修センター（担当者：担当指導主事   嶋   忠夫）  
講      師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）  
講演内容：放射線の基礎知識識ー放射線の健康影響とその対策  
               宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）  
第 112 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 26 年年 9 ⽉月 26 ⽇日（⾦金金）午後 1時 45 分〜～午後 2時 30 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立安積第三⼩小学校  
聴  講  者：教職員、保護者   30 名     
世  話  ⼈人：郡⼭山市教育委員会教育研修センター（担当者：担当指導主事   嶋   忠夫）  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
講演内容：放射線の基礎知識識ー放射線の健康影響とその対策-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
第 113 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 26 年年 9 ⽉月 28 ⽇日（⽇日）午後 1時〜～午後 5時  
会      場：七仁治療療院  
聴  講  者：⼀一般市⺠民   40 名     
世  話  ⼈人：セシウムバスターズ郡⼭山（担当者：七海仁⼀一）  
講      師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）  
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               ⽥田内広（茨城⼤大学・理理学部・教授）           
               松本義久（東京⼯工業⼤大学・原⼦子炉⼯工学研究所・准教授）  
               渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
講演内容：放射線の基礎-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）  
               原発事故による環境汚染-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒⽥田内広（茨城⼤大学・理理学部・教授）           
               ⾷食品の安全性-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒松本義久（東京⼯工業⼤大学・原⼦子炉⼯工学研究所・准教授）  
               復復興のために住⺠民に期待されること-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
第 114 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 26 年年 10 ⽉月 7 ⽇日（⽕火）午前 10 時 35 分〜～午前 11 時 20 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立太⽥田⼩小学校  
聴  講  者：2〜～3年年⽣生、教職員、保護者   30 名     
世  話  ⼈人：郡⼭山市教育委員会教育研修センター（担当者：担当指導主事   嶋   忠夫）  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
講演内容：放射線とわたしたちのくらし-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
第 115 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 26 年年 10 ⽉月 7 ⽇日（⽕火）午前 11 時 20 分〜～午後０時 10 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立太⽥田⼩小学校  
聴  講  者：4〜～6年年⽣生、教職員、保護者   30 名  
世  話  ⼈人：郡⼭山市教育委員会教育研修センター（担当者：担当指導主事   嶋   忠夫）  
講      師：松本義久（東京⼯工業⼤大学・原⼦子炉⼯工学研究所・准教授）  
講演内容：放射線とわたしたちのくらしー霧箱実習を含む-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒松本義久（東⼯工⼤大・原⼦子炉⼯工学研究所・  
                             准教授）  
第 116 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 26 年年 10 ⽉月 17 ⽇日（⾦金金）午前 9時 20 分〜～午後０時 10 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立⾏行行徳⼩小学校  
聴  講  者：1〜～6年年⽣生、教職員、保護者   350 名     
世  話  ⼈人：郡⼭山市教育委員会教育研修センター（担当者：担当指導主事   嶋   忠夫）  
講      師：島⽥田義也（独⽴立立⾏行行政法⼈人放射線医学総合研究所・研究員）  
               柿沼志津⼦子（独⽴立立⾏行行政法⼈人放射線医学総合研究所・研究員）  
講演内容：放射線の健康影響の基礎知識識-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒島⽥田義也（独⽴立立⾏行行政法⼈人放射線医学総合研究所・研究員）  
                  放射線を⽬目で⾒見見てみよう(実習)-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒柿沼志津⼦子(独⽴立立⾏行行政法⼈人放射線医学総合研究所・研究員)  
第 117 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 26 年年 10 ⽉月 22 ⽇日（⽔水）午後１時 3５分〜～午後 3時 25 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立郡⼭山第⼆二中学校  
聴  講  者：1〜～3年年⽣生、教職員、保護者   350 名     
世  話  ⼈人：郡⼭山市教育委員会教育研修センター（担当者：担当指導主事   嶋   忠夫）  
講      師：松本義久（東京⼯工業⼤大学・原⼦子炉⼯工学研究所・准教授）  
               渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
講演内容：放射線の健康影響-‐‑‒私達のこれからのくらし  
               放射線の健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒松本義久（東京⼯工業⼤大学・原⼦子炉⼯工学研究所・准教授）  
               これからのくらし-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
第 118 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 26 年年 10 ⽉月 24 ⽇日（⾦金金）午前１0時〜～午前 11 時  
会      場：南相⾺馬市ロイヤルホテル丸屋会議室  
聴  講  者：南相⾺馬市⼀一般市⺠民   40 名     
世  話  ⼈人：南相⾺馬市健康作り課（担当者：担当   星憲、松本和⼦子）  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
講演内容：南相⾺馬市の放射能汚染の現状とそれに伴う健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
第 119 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 26 年年 10 ⽉月 30 ⽇日（⽊木）午後１時〜～午後 1時 50 分  
会      場：⾏行行健第⼆二⼩小学校  
聴  講  者：6年年⽣生、教職員、保護者   100 名     
世  話  ⼈人：郡⼭山市教育委員会教育研修センター（担当者：担当指導主事   嶋   忠夫）  
講      師：⽥田内広（茨城⼤大学・理理学部・教授）  
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講演内容：放射線と私達のくらし-‐‑‒放射線の利利⽤用-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒⽥田内広（茨城⼤大学・理理学部・教授）  
第 120 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 26 年年 10 ⽉月 30 ⽇日（⽊木）午後１時 4５分〜～午後 2時 30 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立喜久⽥田⼩小学校  
聴  講  者：6年年⽣生、教職員、保護者   100 名     
世  話  ⼈人：郡⼭山市教育委員会教育研修センター（担当者：担当指導主事   嶋   忠夫）  
講      師：三⾕谷啓志（東京⼤大学・⼤大学院新領領域創成科学研究科・教授）  
講演内容：放射線の基礎知識識-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒三⾕谷啓志（東京⼤大学・⼤大学院新領領域創成科学研究科・教授）  
第 121 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 26 年年 11 ⽉月 7 ⽇日（⾦金金）午後 1時 45 分〜～午後２時 30 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立安積第⼆二⼩小学校  
聴  講  者：5、6年年⽣生、教職員、保護者   80 名     
世  話  ⼈人：郡⼭山市教育委員会教育研修センター（担当者：担当指導主事   嶋   忠夫）  
講      師：島⽥田義也（独⽴立立⾏行行政法⼈人放射線医学総合研究所・研究員）  
講演内容：放射線の基礎知識識-‐‑‒私達の暮らしはどうなるか？   -‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒島⽥田義也（独⽴立立⾏行行政法⼈人放射線医学総合  
                             研究所・研究員）  
第 122 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 26 年年 11 ⽉月 17 ⽇日（⽉月）午後 2時 25 分〜～午後 3時 10 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立⼩小⼭山⽥田⼩小学校  
聴  講  者：5、6年年⽣生、教職員、保護者   200 名     
世  話  ⼈人：郡⼭山市教育委員会教育研修センター（担当者：担当指導主事   嶋   忠夫）  
講      師：柿沼志津⼦子（独⽴立立⾏行行政法⼈人放射線医学総合研究所・研究員）  
講演内容：放射線と私達の暮らし-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒柿沼志津⼦子（独⽴立立⾏行行政法⼈人放射線医学総合研究所・研究員）  
第 123 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 26 年年 12 ⽉月 3 ⽇日（⽔水）午後 2時〜～午後 3時 10 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立御代⽥田⼩小学校  
聴  講  者：教職員、保護者   68 名     
世  話  ⼈人：郡⼭山市教育委員会教育研修センター（担当者：担当指導主事   嶋   忠夫）  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
講演内容：放射線の健康影響とその対策-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
第 124 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 26 年年 12 ⽉月 4 ⽇日（⽔水）午後 1時 15 分〜～午後 2時  
会      場：郡⼭山市⽴立立⾼高野⼩小学校  
聴  講  者：5、６年年⽣生   17 名     
世  話  ⼈人：郡⼭山市教育委員会教育研修センター（担当者：担当指導主事   嶋   忠夫）  
講      師：⽥田内広（茨城⼤大学・理理学部・教授）  
講演内容：放射線の基礎知識識-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒⽥田内広（茨城⼤大学・理理学部・教授）  
第 125 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 26 年年 12 ⽉月 4 ⽇日（⽔水）午後 2時 15 分〜～午後 3時 10 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立⾼高野⼩小学校  
聴  講  者：教職員、保護者   50 名     
世  話  ⼈人：郡⼭山市教育委員会教育研修センター（担当者：担当指導主事   嶋   忠夫）  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
講演内容：放射線の健康影響とその対策-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
第 126 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 26 年年 12 ⽉月 8 ⽇日（⽉月）午後 6時 30 分〜～午後 8時 30 分  
会      場：南相⾺馬市原町⽣生⽣生涯学習センター  
聴  講  者：南相⾺馬市⺠民   約 200 名     
世  話  ⼈人：南相⾺馬市健康作り課  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
               坪倉正治（南相⾺馬市⽴立立総合病院・医師）  
講演内容：放射線の健康影響とその対策-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒坪倉正治（南相⾺馬市⽴立立総合病院・医師）渡邉正⼰己（京都⼤大  
               学・名誉教授）  
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第 127 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 26 年年 12 ⽉月 18 ⽇日（⽊木）午後 1時 30 分〜～午後 3時３０分  
会      場：郡⼭山市⽴立立守⼭山中学校  
聴  講  者：1〜～3年年⽣生、教職員、保護者   300 名     
世  話  ⼈人：郡⼭山市教育委員会教育研修センター（担当者：担当指導主事   嶋   忠夫）  
講      師：松本義久（東京⼯工業⼤大学・原⼦子炉⼯工学研究所・准教授）  
               三⾕谷啓志（東京⼤大学・⼤大学院新領領域創成科学研究科・教授）                 
講演内容：放射線の基礎知識識-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒松本義久（東京⼯工業⼤大学・原⼦子炉⼯工学研究所・准教授）  
               放射線の健康影響-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒三⾕谷啓志（東京⼤大学・⼤大学院新領領域創成科学研究科・教授）  
第 128 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 27 年年 2 ⽉月 3 ⽇日（⽕火）午後 1時 30 分〜～午後 3時 30 分  
会      場：太⽥田⽣生涯学習センター  
聴  講  者：住⺠民   30 名     
世  話  ⼈人：健康福祉部   健康づくり課（担当者：松本）  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
講演内容：放射線の健康影響について〜～⽇日常⽣生活する上で注意すること〜～  
第 129 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 27 年年 2 ⽉月 14 ⽇日（⼟土）午後 3時 30 分〜～午後 4時 30 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立御館中学校  
聴  講  者：保護者   30 名     
世  話  ⼈人：郡⼭山市教育委員会教育研修センター（担当者：担当指導主事   嶋   忠夫）  
講      師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構）  
講演内容：放射線の健康影響とその対策  
第 130 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 27 年年 2 ⽉月 13 ⽇日（⾦金金）午後 2時〜～午後 3時 30 分  
会      場：仙台ガーデンパレス  
聴  講  者：南相⾺馬市への就職希望者   30 名     
世  話  ⼈人：南相⾺馬⾺馬市役所商⼯工⼯工労政課（担当者：今村）  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
講演内容：南相⾺馬市の放射能汚染の現状とその健康影響ー南相⾺馬市で住んだら危ないのか？  
第 131 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 27 年年 4 ⽉月 3 ⽇日（⾦金金）午後 3時〜～午後 5時  
会      場：南相⾺馬市本庁 2回正庁  
聴  講  者：南相⾺馬市新採⽤用職員（150 名）     
世  話  ⼈人：南相⾺馬⾺馬市役所商⼯工⼯工労政課（担当者：今村）  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
講演内容：放射線と健康管理理  
第 132 回  放射線の⼈人体影響を学ぶ会  
⽇日      時：平成 27 年年 4 ⽉月 26 ⽇日（⽇日）午後 1時〜～午後 5時  
会      場：七仁治療療院治療療室（カワチ薬品⼤大槻店前、ユニクロ郡⼭山⼤大槻店⻄西隣隣り）  
聴  講  者：郡⼭山市市⺠民   約 30 名     
世  話  ⼈人：七仁治療療院・院⻑⾧長、セシウムバスターズ郡⼭山代表  
講      師：松本義久（東京⼯工業⼤大学原⼦子炉研究所物質⼯工学部⾨門・准教授）  
               ⽥田内広（茨城⼤大学理理学部理理学科⽣生物科学領領域・教授）  
               渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
講演内容：放射線の健康影響について  
第 133 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 27 年年 4 ⽉月 30 ⽇日（⽊木）午前 10 時 30 分〜～正午  
会      場：郡⼭山市⽴立立郡⼭山第四中学校  
聴  講  者：全校⽣生（346 名）・教職員（16 名）  
世  話  ⼈人：郡⼭山市教育委員会（担当者：養護教諭   安藤歌奈奈⼦子）  
講      師：柿沼志津⼦子（独⽴立立⾏行行政法⼈人放射線医学総合研究所研究員）  
講演内容：放射線の基礎知識識と放射線の⼈人体に対する影響  
  



 56 

第 134 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 27 年年 6 ⽉月 18 ⽇日（⽊木）午前 10 時 30 分〜～正午  
会      場：郡⼭山市⽴立立⼆二瀬中学校  
聴  講  者：全校⽣生・教職員（40 名）  
世  話  ⼈人：影⼭山英⾥里里佳   養護教諭  
講      師：宇佐美徳⼦子  
講演内容：放射線の基礎知識識と放射線の⼈人体に対する影響  
第 135 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 27 年年 6 ⽉月 24 ⽇日（⽔水）午前 10 時 30 分〜～午後０時 10 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立喜久多⼩小学校  
聴  講  者：5年年⽣生児童・教職員（41 名）  
担  当  者：鈴鈴⽊木賀代⼦子   教諭  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学名誉教授）  
講演内容：放射線の基礎知識識と放射線の⼈人体に対する影響  
第 136 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 27 年年 7 ⽉月 2 ⽇日（⽊木）午前 10 時 30 分〜～正午  
会      場：南相⾺馬市放射線健康相談員研修会  
聴  講  者：研修⽣生（７名）  
世  話  ⼈人：南相⾺馬市健康つくり課（担当者：星憲）  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学名誉教授）  
講演内容：放射線の基礎知識識と放射線の⼈人体に対する影響  
第 137 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 27 年年 7 ⽉月 7 ⽇日（⽊木）午後 3時〜～午後 4時 30 分  
会      場：南相⾺馬市福祉会館  
聴  講  者：⼀一般市⺠民（120 名）  
世  話  ⼈人：南相⾺馬市管⼯工事組合   
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学名誉教授）  
講演内容：放射線の影響を理理解するために 
第 138 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 27 年年 7 ⽉月 8 ⽇日（⽔水）午前 8時 30 分〜～正午  
会      場：南相⾺馬市放射線健康相談員研修会  
聴  講  者：研修⽣生（７名）  
世  話  ⼈人：南相⾺馬市健康つくり課（担当者：星憲）  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学名誉教授）  
講演内容：放射線の基礎知識識と放射線の⼈人体に対する影響  
第 139 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 27 年年 7 ⽉月 13 ⽇日（⽔水）午前 8時 30 分〜～正午  
会      場：郡⼭山市⽴立立⾼高瀬⼩小学校  
聴  講  者：児童（92 名）  
世  話  ⼈人：光井淑惠  教頭  
講      師：松本義久（東京⼯工業⼤大学原⼦子⼒力力研究所准教授）  
講演内容：放射線の基礎知識識と放射線の⼈人体に対する影響  
第 140 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 27 年年 8 ⽉月 27 ⽇日（⽊木）午後 1時〜～午後４時 30 分  
会      場：南相⾺馬市保健管理理センター  
聴  講  者：研修⽣生（7名）  
世  話  ⼈人：南相⾺馬市健康つくり課（担当者：星憲）  
講      師：三⾕谷啓志（東京⼤大学教授）  
               宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構講師）  
               松本英樹（福井⼤大学准教授）  
               渡邉正⼰己（京都⼤大学名誉教授）  
講演内容：福島原発事故から学んだ科学コミュニケーションのあり⽅方  
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第 141 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 27 年年 8 ⽉月 31 ⽇日（⽉月）午前 1時 30 分〜～午後 3時 30 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立⼩小原⽥田中学校  
聴  講  者：⽣生徒（125 名）  
世  話  ⼈人：横⼭山岳彦  教諭  
講      師：⽥田内広（茨城⼤大学教授）  
               松本義久（東京⼯工業⼤大学原⼦子⼒力力研究所准教授）  
講演内容：放射線の基礎知識識と放射線の⼈人体に対する影響  
第 142 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 27 年年 9 ⽉月 01 ⽇日（⽕火）午後 1時 30 分〜～午後３時 30 分  
会      場：南相⾺馬市カリタスジャパン内原町ベース  
聴  講  者：とまとサロン会員（34 名）  
世  話  ⼈人：とまとサロン代表   曳地弘⼦子  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
講演内容：放射線健康講座  
第 143 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 27 年年９⽉月１⽇日（⽊木）午後 6時 30 分〜～午後９時  
会      場：南相⾺馬市太⽥田⽣生涯学習センター  
聴  講  者：太⽥田地区住⺠民（75 名）  
世  話  ⼈人：太⽥田地区まちづくり委員会（担当者：星憲）  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
講演内容：南相⾺馬市の放射能汚染の現状とその健康影響-‐‑‒放射能と私達の健康 
第 144 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 27 年年 9 ⽉月 2 ⽇日（⽔水）午前 8時 30 分〜～午後 9時 30 分  
会      場：南相⾺馬市保健管理理センター  
聴  講  者：南相⾺馬市放射線相談員（6名）  
世  話  ⼈人：南相⾺馬市健康つくり課（担当者：星憲）  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学名誉教授）  
講演内容：放射線リスクコミュニケーションを成功させるための活動  
第 145 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 27 年年 9 ⽉月 11 ⽇日（⾦金金）午前 9時 20 分〜～午前 10 時 5 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立⾏行行徳⼩小学校  
聴  講  者：1および 2学年年児童、教職員（100 名）  
世  話  ⼈人：⽬目⿊黒康⼆二  教頭  
講      師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネ研講師）  
               渡邉正⼰己（京都⼤大学名誉教授）     
講演内容：放射線の基礎知識識と安全な⽣生活について   
第 146 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 27 年年 9 ⽉月 11 ⽇日（⾦金金）午前 10 時 30 分〜～午前 11 時 15 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立⾏行行徳⼩小学校  
聴  講  者：3および 4学年年児童、教職員（111 名）  
世  話  ⼈人：⽬目⿊黒康⼆二  教頭  
講      師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネ研講師）  
               渡邉正⼰己（京都⼤大学名誉教授）     
講演内容：放射線の基礎知識識と健康への影響とその対策について   
第 147 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 27 年年 9 ⽉月 11 ⽇日（⾦金金）午前 11 時 25 分〜～午後 12 時 10 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立⾏行行徳⼩小学校  
聴  講  者：5および 6学年年児童、教職員（104 名）  
世  話  ⼈人：⽬目⿊黒康⼆二  教頭  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学名誉教授）  
               宇佐美徳⼦子（⾼高エネ研講師）  
講演内容：放射線と私達の⽣生活について  
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第 148 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 27 年年 9 ⽉月 15 ⽇日（⽕火）午後 6時〜～午後８時 30 分  
会      場：⽇日⽐比⾕谷公会堂会議室  
聴  講  者：⼥女女性エネルギーネットワーク（WEN）会員 28 名  
世  話  ⼈人：WENネットワーク代表  ⼤大⻄西慧⼦子  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学名誉教授）  
講演内容：なぜ放射線に着いての正しい情報が伝わらないのか？  
第 149 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 27 年年 9 ⽉月 25 ⽇日（⾦金金）午前 10 時〜～午前 12 時  
会      場：南相⾺馬市健康福祉会館  
聴  講  者：南相⾺馬市⽼老老⼈人会  kaiinn  145 名  
世  話  ⼈人：南相⾺馬市健康作り課（佐藤奈奈緒美）  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学名誉教授）  
講演内容：南相⾺馬市の放射能汚染の現状と暮らし⽅方  
第 150 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 27 年年 9 ⽉月 30 ⽇日（⽔水）午前 9時〜～午後 5時  
会      場：東京電⼒力力福島第⼀一原⼦子⼒力力発電所  
聴  講  者：南相⾺馬市放射線健康相談員および南相⾺馬市役所職員(12 名)  
世  話  ⼈人：南相⾺馬市健康作り課（星憲）  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学名誉教授）  
講演内容：１f および２f サイトの現状と今後の問題点  
第 151 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 27 年年 10 ⽉月 29 ⽇日（⽊木）午後２時 25 分〜～午後 3時 10 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立⼩小⼭山⽥田⼩小学校  
聴  講  者：⽣生徒、教員（181 名）  
世  話  ⼈人：鈴鈴⽊木亨尚  教頭  
講      師：⽥田内広（茨城⼤大学教授）  
講演内容：放射線の基礎知識識と放射線の⼈人体に対する影響  
第 152 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 27 年年 11 ⽉月 15 ⽇日（⽇日）午後 1時〜～午後５時  
会      場：七仁治療療院ホール  
聴  講  者：郡⼭山市市⺠民およそ 35 名  
世  話  ⼈人：セシウムバスターズ郡⼭山（代表者：七海仁⼀一）  
講      師：松本義久（東京⼯工業⼤大学准教授）  
               松本英樹（福井⼤大学准教授）  
               渡邉正⼰己（京都⼤大学名誉教授）  
講演内容：郡⼭山市の放射能汚染の現状と健康影響  
               甲状腺影響   松本義久（東京⼯工業⼤大学准教授）  
               放射線・放射能の現状   松本英樹（福井⼤大学准教授）  
               飲⾷食物の安全性   渡邉正⼰己ʼ’（京都⼤大学名誉教授）  
第 153 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 27 年年 11 ⽉月 19 ⽇日（⽊木）午後 1時 30 分〜～午後 3時 20 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立⾏行行健中学校  
聴  講  者：⽣生徒、教職員（193 名）  
世  話  ⼈人：阿部英俊  教諭  
講      師：⽥田内広（茨城⼤大学教授）  
               渡邉正⼰己ʼ’（京都⼤大学名誉教授）  
講演内容：放射線・放射能と⽣生体影響の基礎-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒渡邊正⼰己  
               内部被ばくの影響とリスク-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒-‐‑‒⽥田内広  
第 154 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 27 年年 12 ⽉月 2 ⽇日（⽔水）午後 1時 10 分〜～午後 2時  
会      場：郡⼭山市⽴立立三穂⽥田中学校  
聴  講  者：⽣生徒、教師（30 名）  
世  話  ⼈人：安斎亨  教諭  
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講      師：柿沼志津⼦子（放射線医学総合研究所プロジェクトリーダー）  
講演内容：放射線の基礎知識識と放射線の⼈人体に対する影響  
第 155 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 27 年年 12 ⽉月 3 ⽇日（⽊木）午前 10 時 35 分〜～午前 11 時 20 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立安⼦子島⼩小学校  
聴  講  者：⽣生徒、教師（23 名）  
世  話  ⼈人：⾈舟⽊木彰  教頭  
講      師：島⽥田義也（放射線医学総合研究所チームリーダー）  
講演内容：放射線の基礎知識識と放射線の⼈人体に対する影響  
第 156 回  放射線影響解説講演会     
⽇日      時：平成 27 年年 12 ⽉月 16 ⽇日（⽔水）午後 1時 30 分〜～午後 3時 20 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立逢瀬中学校  
聴  講  者：⽣生徒、教職員（78 名）  
世  話  ⼈人：郡⼭山市教育委員会  
講      師：柿沼志津⼦子（放射線医学総合研究所プロジェクトリーダー）  
               渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
講演内容：放射線の基礎知識識と放射線の⼈人体に対する影響  
第 157 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 28 年年 1 ⽉月 24 ⽇日（⽔水）午後 1時 30 分〜～午後 3時 20 分  
会      場：南相⾺馬市健康福祉センター  
聴  講  者：南相⾺馬市市⺠民（198 名）  
世  話  ⼈人：南相⾺馬市⽣生活環境課・五⼗十敬⽂文  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学名誉教授）  
講演内容：「⾷食の安全とリスクを考えるシンポジウム」  
                 第⼀一部：講演会：南相⾺馬市の⾷食品と放射能について     
                             坪倉正治（東京⼤大学医科学研究所・医師）  
                 第⼆二部：討論論会：⾷食と暮らしにおける放射能の関わりについて     
                           コーデイネーター：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
第 158 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 28 年年 4 ⽉月 5 ⽇日（⽕火）午後 13 時〜～午後 17 時  
                                                            4 ⽉月 6 ⽇日（⽔水）午前 8時 30 分〜～正午  
会      場：南相⾺馬市健康福祉センター  
聴  講  者：南相⾺馬市放射線相談員（6名）  
世  話  ⼈人：放射線リスクコミュニケーション相談員⽀支援センター  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  
講演内容：「放射線と健康影響」  
               4 ⽉月 5 ⽇日（⽕火）（１）原⼦子⼒力力と放射線の物理理化学的基礎、（２）放射線の⽣生物影響  
                              4 ⽉月 6 ⽇日（⽔水）（３）放射線防護の考え⽅方、（４）放射線リスクコミュニケーション  
第 159 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 28 年年 6 ⽉月 5 ⽇日（⽇日）午後 1時〜～午後５時  
会      場：郡⼭山市七仁治療療院ホール  
聴  講  者：郡⼭山市⺠民（30 名）  
世  話  ⼈人：セシウムバスターズ   七海仁⼀一  
講      師：柿沼志津⼦子（放射線医学総合研究所・チームリーダー）  
               ⽥田内広（茨城⼤大学・教授）  
               渡邉正⼰己（京都⼤大学・特任教授）  
講演内容：郡⼭山市における放射線の健康影響  
第 160 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 28 年年 6 ⽉月 30 ⽇日（⽊木）午前 9時 20 分〜～午後 12 時 10 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立⾏行行徳⼩小学校  
聴  講  者：⾏行行徳⼩小学校⽣生徒および教職員  
                                 9:20〜～10:05            1・2 年年⽣生   約 100 名  
                  10:25〜～11:20            3・4 年年⽣生   約 100 名  
                  11:25〜～12:10            5・6 年年⽣生   約 100 名  
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世  話  ⼈人：⾏行行徳⼩小学校   吉成仁美  教諭  
講      師：三⾕谷啓志（東京⼤大学・⼤大学院・教授）  
               渡邉正⼰己（京都⼤大学・特任教授）  
講演内容：放射線等の基礎的な性質についての理理解を深め、⼼心⾝身ともに健康で安全な⽣生活を送るために、  
               ⾃自ら考え、判断し、⾏行行動する⼒力力を育成する。  
第 161 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 28 年年 7 ⽉月 7 ⽇日（⽊木）午後 1時 35 分〜～午後 3時  
会      場：郡⼭山市⽴立立富⽥田中学校  
聴  講  者：郡⼭山市⽴立立富⽥田中学校１年年⽣生⽣生徒および教職員（250 名）  
世  話  ⼈人：郡⼭山市⽴立立富⽥田中学校  ⼤大橋克全  教頭  
講      師：三⾕谷啓志（東京⼤大学・⼤大学院・教授）  
               松本義久（東京⼯工業⼤大学・原⼦子炉⼯工学研究所・准教授）  
               宇佐⾒見見徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）  
               渡邉正⼰己（京都⼤大学・特任教授）  
講演内容：放射線についての基本的な知識識を習得するすることで、放射線に正しく向き合い、健康的な⽣生  
               活を送ることができるようにする。  
第 162 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 28 年年 7 ⽉月 12 ⽇日（⽕火）午後 1時 15 分〜～午後 2時  
会      場：郡⼭山市⽴立立⻤⿁鬼⽣生⽥田⼩小学校  
聴  講  者：4・5年年⽣生  ⽣生徒   15 名   職員   3 名  
世  話  ⼈人：郡⼭山市⽴立立⻤⿁鬼⽣生⽥田⼩小学校   柴⽥田清教頭  
講      師：宇佐⾒見見徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）  
講演内容：放射線の対する正しい知識識を持つことで、普段の⽣生活の中で、気を付けることを考えながら、  
               ⽣生活していくことができる。  
第 163 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：     平成 28 年年 7 ⽉月 14 ⽇日（⽊木）午後 2時 30 分〜～午後 3時 20 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立⽚片平中学校  
聴  講  者：約 115 名（⽣生徒 94 名   教職員 11 名   保護者 10 名）  
世  話  ⼈人：郡⼭山市⽴立立⻤⿁鬼⽣生⽥田⼩小学校   柴⽥田清教頭  
松本義久（東京⼯工業⼤大学・原⼦子炉⼯工学研究所・准教授）  
講演内容：放射線と私たちのくらし：放射線の対する正しい知識識を持つことで、普段の⽣生活の中で、気を  
               付けることを考えながら、⽣生活していくことができるようにする。  
第 164 回  放射線影響解説講演会（予定）  
⽇日      時：平成 28 年年 9 ⽉月 8 ⽇日（⽊木）午後 1時 35 分〜～午後 3時 25 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立第四中学校  
聴  講  者：⽣生徒、教職員   約 361 名  
世  話  ⼈人：郡⼭山市教育委員会  
講      師：宇佐⾒見見徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）  
               ⽥田内広（茨城⼤大学・理理学部・教授）  
講演内容：震災から５年年が経過した現在でもどのような問題がありさらにどんな影響が考えられるか知る  
第 165 回  放射線影響解説講演会（予定）  
⽇日      時：平成 28 年年 9 ⽉月 13 ⽇日（⽇日）午前 9時 20 分〜～正午 12 時 10 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立三和⼩小学校  
聴  講  者：⽣生徒、教職員   約 74 名  
世  話  ⼈人：郡⼭山市教育委員会  
講      師：宇佐⾒見見徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）  
               三⾕谷啓志（東京⼤大学・⼤大学院・教授）  
講演内容：放射線の基礎知識識（低学年年）  
                             放射線の健康影響とその対策（中学年年）  
                             放射線と私たちのくらし（⾼高学年年）  
第 166 回  放射線影響解説講演会（予定）  
⽇日      時：平成 28 年年 9 ⽉月 13 ⽇日（⽕火）午後 13 時 35 分〜～午後 14 時 25 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立⾏行行健中学校  
聴  講  者：⽣生徒、教職員   約 189 名  
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世  話  ⼈人：郡⼭山市教育委員会  
講      師：⽥田内広（茨城⼤大学・理理学部・教授）  
講演内容：放射線の基礎知識識  
第 167 回  放射線影響解説講演会（予定）  
⽇日      時：平成 28 年年 11 ⽉月 15 ⽇日（⽕火）午後２時 35 分〜～午後 3時 25 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立富⽥田中学校  
聴  講  者：2年年⽣生  ⽣生徒、教職員   約 242 名  
世  話  ⼈人：郡⼭山市教育委員会  
講      師：三⾕谷啓志（東京⼤大学・教授）  
               渡邉正⼰己（京都⼤大学・特任教授）  
講演内容：放射線の健康影響とその対策  
第 168 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 28 年年  11 ⽉月 27 ⽇日（⽇日）午後 1時〜～午後５時  
会      場：郡⼭山市七仁治療療院ホール  
聴  講  者：郡⼭山市⺠民（約 30 名）  
世  話  ⼈人：セシウムバスターズ   七海仁⼀一  
講      師：宇佐美徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）、⽯石合正直（京都⼤大学・放射線⽣生物研究セ  
               ンター・准教授）、柿沼志津⼦子（量量⼦子科学技術研究開発機構・放射線医学総合研究所・部⻑⾧長）、  
                             松本英樹（福井⼤大学・医学系部⾨門放射線基礎医学分野・准教授）  
講演内容：「郡⼭山市における放射線影響とこれから-‐‑‒⼦子供の甲状腺がん」  
               １．汚染の状況（特に放射性ヨウ素の性質や挙動，汚染状況）：宇佐美徳⼦子（50分）  
               ２．放射線の基礎と⼈人体影響：⽯石合正直（50分）  
                     休憩（10分）  
               ３．放射線発がんのメカニズム（特にこどもの発がんについて）：柿沼志津⼦子（50分）  
               ４．甲状腺発がんと甲状腺検査，将来の展望：松本英樹（50分）  
               ５．総合討論論（30 分） 
第 169 回  放射線影響解説講演会（予定）  
⽇日      時：平成 28 年年 11 ⽉月 29 ⽇日（⽕火）午後 2時 35 分〜～午後 3時 35 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立富⽥田中学校  
聴  講  者：229 名  （3 年年⽣生⽣生徒および教職員）  
世  話  ⼈人：郡⼭山市教育委員会  
講      師：三⾕谷広（東京⼤大学・⼤大学院・教授）  
               渡邉正⼰己（京都⼤大学・特任教授）  
講演内容：放射線の活⽤用と原発事故からの復復興  
第 170 回  放射線影響解説講演会（予定）  
⽇日      時：平成 28 年年 11 ⽉月 30 ⽇日（⽔水）午後 1時 10 分〜～午後 2時  
会      場：郡⼭山市⽴立立三穂⽥田中学校  
聴  講  者：3年年⽣生⽣生徒および教職員   40 名     
世  話  ⼈人：郡⼭山市教育委員会  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・特任教授）  
講演内容：放射線の基礎知識識̶—放射線の健康影響とその対策  
第 171 回  放射線影響解説講演会  
⽇日      時：平成 28 年年 12 ⽉月 2 ⽇日（⾦金金）午後 3時〜～午後 3時 30 分  
会      場：郡⼭山市⽴立立太⽥田⼩小学校  
聴  講  者：15 名（3年年⽣生  ⽣生徒および教職員）     
世  話  ⼈人：郡⼭山市教育委員会  
講      師：宇佐⾒見見徳⼦子（⾼高エネルギー加速器研究機構・講師）  
講演内容：放射線の健康影響とその対策  
第 172 回  放射線セミナー  
⽇日      時：平成 29 年年 1 ⽉月 27 ⽇日（⾦金金）午後 1時 10 分〜～午後 2時 40 分  
会      場：郡⼭山⼥女女⼦子⼤大学付属⾼高校  
聴  講  者：佐々⽊木貞⼦子校⻑⾧長（全校⽣生徒および教職員   約４００名）  
世  話  ⼈人：科学技術振興機構  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・名誉教授）  



 62 

講演内容：放射線の健康影響の正しい理理解  
第 173 回  放射線セミナー  
⽇日      時：平成 29 年年 2 ⽉月 16 ⽇日（⾦金金）午後 3時〜～午後 4時 30 分  
会      場：⽯石神第⼀一⼩小学校  
聴  講  者：28 名（⼩小学校教諭、⽗父兄）     
世  話  ⼈人：南相⾺馬市健康福祉部   佐藤奈奈緒美  
講      師：三⾕谷啓志（東京⼤大学・⼤大学院・教授）  
               渡邉正⼰己（京都⼤大学・特任教授）  
講演内容：放射線に関する南相⾺馬市の現状と専⾨門的⾒見見解について  
第 174 回  放射線セミナー  
⽇日      時：平成 29 年年 3 ⽉月 21 ⽇日（⽕火）午後 1時〜～午後 4時  
会      場：南相⾺馬市役所  
聴  講  者：12 名（南相⾺馬市放射線相談員及び担当部職員）     
世  話  ⼈人：南相⾺馬市健康福祉部   星憲  
講      師：渡邉正⼰己（京都⼤大学・特任教授）  
講演内容：南相⾺馬市の放射線相談員の再教育  
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